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はじめに 

 

  平成２４年度に滋賀県から委託を受け、発達障害者自立生活支援システム構築事業

を実施するにあたり、利用者受け入れ前の３カ月の間に、「この事業の核となるものは

何か。」「支援者が大切にしなければならないものは何か。」等、この事業のアドバイザ

ーである鹿児島大学の肥後教授を交え、支援者間で様々な議論をおこなった。その中

で、私たちが辿りついたのは、「核となる行動の習得に向けた支援」をするという事業

の核と「支援者であり続けるために～５カ条～」という支援者が大切にしなければな

らない心構えを定めることであった。 

  「核となる行動の習得に向けた支援」では、どのような目的で発達障害のある人た

ちに支援を行っていくかを検討した結果であり、支援者が必要性を感じた「支援の目

的」である。また「支援者であり続けるために～５カ条～」は日々の支援の中で疑問

や不安になった時、支援者自身の振り返りができるよう、そして私たち支援者が支援

の原点に立ち戻れるようにとの思いで作成した。これらの基本的な考え方を整理する

という作業を丁寧におこなってきた結果が、この３年間の成果としてあらわれている

のではないかと思う。 

  この間の発達障害者自立生活支援システム構築事業の取り組みを紹介し、少しでも

発達障害のある人たちを支援する事業所、支援者の参考になればと考えている。 
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第Ⅰ章 事業概要 

 

１．事業立ち上げの経緯 

 高機能自閉症スペクトラム等の発達障害のある人たちの中には、障害特性に応じた

何らかの支援を適切に行えば地域の中で普通に暮らせる人たちが多くいる。しかし、

発達障害の障害特性を理解した支援者はまだまだ少ない状況である。そのため、支援

者が発達障害の障害特性を理解しないまま対応することで、本人に適切な支援が届か

ないばかりか、不適切な支援により本人が混乱し、引きこもりになったり、対人関係

トラブルを起こしたりする人も少なくない。また、これらの人たちに特化した障害福

祉サービスの整備も十分になされていないのが現状である。全国各地で高機能の発達

障害のある人に特化した就労支援サービス提供事業所が立ち上がってきているものの、

その数はまだまだ少ない。また、生活支援サービスを行っている事業所となると数か

所にとどまるのではないかと思われる。そうした現状の中、発達障害の診断を受けた

方が福祉サービスの利用を希望されるケースが増加し続けている。発達障害に対する

理解と支援方法のあり方は障害福祉現場にとって必要不可欠なものになってきている

のではないかと考える。 

 滋賀県社会福祉事業団（現：社会福祉法人グロー）では、滋賀県の委託を受けて、

平成１７年度からグループホームのフレームを使った高機能自閉症地域生活支援モデ

ル事業を実施してきた。その実践の中から見えてきた、日中の場の確保の必要性や、

日中の場と生活の場での統一した対応による支援の必要性等の課題をもとに、平成２

４年度より滋賀県から発達障害者自立生活支援システム構築事業（以下「ジョブカレ」

という）の委託を受け事業を実施している。 

  

２．事業目的 

 高機能自閉症スペクトラム等の発達障害者に対して、障害特性をふまえた専門的

な宿泊型生活訓練および就労準備訓練を実施し、地域で自立した生活を送ることが

できるよう支援する。 

 研究機関等との連携による地域生活に向けた効果的な支援プログラムや、専門的

な支援を実施する障害福祉サービス事業所の認証制度の研究や開発等を行うことに

より、身近な地域で自立生活に向けた支援を受けることができるシステムの構 築 を

図ることを目的とする。（「発達障害者自立生活支援システム構築事業実施要綱」より

抜粋）  
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第Ⅱ章 事業周知、利用相談 

 

１．事業周知について 

ジョブカレが開所した平成 24 年度は、障害福祉サービス事業所の他、教育機関、医

療機関、市町の障害福祉担当課・保健センター・発達支援センターなど、県内の各関係

機関に対し積極的に事業周知を行なってきた。ジョブカレ開所から 3 年目を迎え、利用

実績も積み上がってきたところで、今年度については、教育機関7件、市町2件、相談

支援事業所 1 件、計 10 件の訪問による事業周知を行なった。今後も、引き続き周知を

図っていきたい。特に、教育機関については、「（ジョブカレを）進路先の一つとして考

えていきたい」「学校の長期休業期間に体験利用を考えていきたい」といった利用対象と

考えられる生徒を想定した反応の他、「福祉コースの実習先としてお願いしたい」という

要望もあり、ジョブカレとしても、学校と就職の間のステップとしてジョブカレを利用

してもらうことで就職後に失敗したり傷ついたりする可能性を低くできるのではないか

と考えており、協力して事業を展開していく必要性を感じている。 

 

２．利用相談について 

 ジョブカレの利用を検討される場合、必ず本人に来所してもらい、ジョブカレがどん

なところで、何をするところなのか、何を目指しているのか等（「自分自身を見つめ直し、

自己理解を深める場」「一般就労を目指すこと」「自分らしい生活スタイルを見つけるこ

と」を目的とした場であること）をお伝えし、実際の作業場面や生活の場を見ていただ

くようにしている。そのうえで、本人に利用の意思があるかどうかを確認する作業を行

ない、体験利用からスタートする。この体験利用を通して、本人がジョブカレのことを

知り、ジョブカレが自分に合っている場かどうかを本人に確かめてもらうと同時に、支

援者も本人のことを知り、ジョブカレが本人にとって役立つ場であるかどうかを見極め

ていく。体験利用は、本人と支援者がお互いのことを知る機会である。 

今年度の新規利用相談者数は、２５名であった。概要は、以下の通りである。 

 

【性別】               【年齢】 

    
 

男性 
76% 

女性 
24% 

不明 
0% 

20代 

36% 

10代 

16% 

30代 

20% 

40代 

20% 

50代 

0% 

不明 

8% 
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【居住地（圏域）】             【診断】 

      

【相談時の日中活動状況】         【相談時の生活状況】 

       

【相談者】  

 
今年度の体験利用者数は 7 名で、新規正式利用者数は３名であった。3 月末時点で、

６名が正式に利用している。 

湖南 

16% 

大津 

16% 

東近江 

8% 

甲賀 

4% 

湖東 

4% 

湖北 

12% 

湖西 

8% 

県外 

20% 

なし 

0% 不明 

12% アスペルガー症

候群 

12% 

広汎性発達障害 

24% 

診断なし(見立

てあり) 

16% 

発達障害(詳細

不明) 

12% 高機能

自閉症 

0% 

診断あり(詳細

不明) 

0% 

自閉症スペクト

ラム(障害) 

8% 

自閉症 

0% 

ADHD 

4% 

その他 

4% 

不明 

20% 

なし(ひきこもり

状態、入院中含

む) 

44% 

学生(不

登校状

態含む) 

8% 

施設入所(施設内

プログラムなど) 

0% 

アルバイト 

8% 施設通所 

4% 

家業手伝い 

4% 

派遣 

4% 

ボランティア 

4% 

不明 

24% 

家族と同居 

36% 

単身生活 

4% 

入所施設 

4% 

病院 

8% 

司法関係 

8% グループホー

ム 

4% 

不明 

36% 

相談支援事業所 

24% 

家族 

16% 

県発達障害者支援センター 

16% 

本人 

12% 

市町障害福祉課 

4% 働き・暮らし応援センター 

0% 

市町発達支援センター 

0% 

入所施設 

4% 

地域生活定着支援センター 

4% 

精神保健福祉センター 

0% 

特別支援学校 

4% 

子ども家庭相談センター 

0% 医療機関 

4% 

高次脳機能障害者支援センター 

4% 高校 

4% 

知人 

0% 

ハロー

ワーク 

0% 

司法関係 

4% 

不明 

0% 
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第Ⅲ章 各部門会議、事業推進委員会について 

 

平成 24 年度から平成 25 年度までは、日中支援部門会議、生活支援部門会議という

2 つの部門会議を設置し、ケース検討を通して日中支援、生活支援それぞれにおけるよ

りよい支援方法について検討を重ねてきた。日中支援部門会議においては、より効果的

な日中支援プログラムの検討を重ね、まとめた。生活支援部門会議においては、その性

質上、日中支援プログラムのようなプログラムの整理は行わなかったが、生活支援にお

ける重要な視点について検討を重ねてきた。 

今年度においては、上記両部門に加え新たに支援者養成部門会議を設置し、支援者養

成プログラムや、よりよい支援会議のあり方について検討を重ねてきた。また、今年度

の日中支援部門会議や生活支援部門会議においては、引き続きケース検討を行なうほか、

ジョブカレ開所当初から課題となっていたアセスメントシートについて検討を重ね、就

労移行のための総合支援シート、ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート、自己

評価表をまとめた。 

 期間を通して、日中支援部門会議は倉本義則氏（京都女子大学）、生活支援部門会議は

八木成和氏（四天王寺大学）、支援者養成部門会議は佐藤克敏氏（京都教育大学）、各部

門の統括を肥後祥治氏（鹿児島大学）にご担当いただいた。日中支援部門会議や生活支

援部門会議には、滋賀県発達障害者支援センターの職員にもご参画いただいた。 

こういったそれぞれの部門会議における議論等を報告し、さらに検討を深める場とし

て事業推進委員会を設置し、運営してきた。事業推進委員会には、当事者団体、研究機

関（大学）、医療機関、教育機関（高等養護学校）、県内の社会福祉法人、滋賀障害者職

業センター、滋賀県社会就労事業振興センター、滋賀県発達障害者支援センター、滋賀

県障害者自立支援協議会、滋賀県健康医療福祉部障害福祉課などに委員としてご参画い

ただいた。 

各会議の今年度の開催概要は、以下の通りである。 

 

【日中支援部門会議】 

平成26年度 第1回日中支援部門会議 開催概要 
 

開催日時 5月12日 13時～15時30分  開催場所  びわ湖ワークス(ジョブカレ) 

内容 
・利用相談の状況について         ・ケース検討 

・アセスメントシートについて 

平成26年度 第2回日中支援部門会議 開催概要 

開催日時 8月21日 13時30分～16時  開催場所  びわ湖ワークス(ジョブカレ) 

内容 
・利用相談の状況について         ・ケース検討  

・アセスメントシート(就労移行のための総合支援シート)について 
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平成26年度 第3回日中支援部門会議 開催概要 

開催日時 1月26日 10時～12時  開催場所  びわ湖ワークス(ジョブカレ) 

内容 
・利用相談の状況について         ・ケース検討 

・就労移行のための総合支援シートについて ・平成26年度事業報告書について 

 

【生活支援部門会議】 

平成26年度 第1回生活支援部門会議 開催概要 
 

開催日時 5月28日 13時30分～16時  開催場所  びわ湖ワークス(ジョブカレ) 

内容 
・利用相談の状況について          ・ケース検討  

・アセスメントシートについて  

平成26年度 第2回生活支援部門会議 開催概要 
 

開催日時 8月28日 13時30分～16時  開催場所  びわ湖ワークス(ジョブカレ) 

内容 
・利用相談の状況について          ・ケース検討 

・アセスメントシート(ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート)について 

平成26年度 第3回生活支援部門会議 開催概要 

開催日時 1月29日 14時～16時  開催場所  びわ湖ワークス(ジョブカレ) 

内容 ・利用相談の状況について            ・ケース検討 

  ・ひとり暮らしへの移行のための総合支援シートについて 

  ・平成26年度事業報告書について   

 

【支援者養成部門会議】 

平成26年度 第1回支援者養成部門会議 開催概要 
 

開催日時 6月20日 15時30分～17時30分  開催場所  むれやま荘 

内容 ・趣旨説明              ・よりよい支援会議のあり方について 

平成26年度 第2回支援者養成部門会議 開催概要 
 

開催日時 9月25日 13時～17時  開催場所  びわ湖ワークス(ジョブカレ) 

内容 
・よりよい支援会議のあり方について  ・支援者養成プログラムについて 

・グループワーク(よりよい支援会議のあり方について) 

平成26年度 第3回支援者養成部門会議 開催概要 

開催日時 2月6日 16時～18時  開催場所  大津プリンスホテル 

内容 
・よりよい支援会議のあり方について  ・支援者養成プログラムについて 

・平成26年度事業報告書について 
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【事業推進委員会】 

平成26年度 第1回事業推進委員会 開催概要 
 

開催日時 6月20日 13時～15時  開催場所  むれやま荘 

内容 

・事業推進委員会設置要綱について     ・利用受付会議について 

・利用相談の状況について         ・正式利用者の状況について 

・今年度の各部門会議について       ・日中支援部門会議について(開催報告) 

・生活支援部門会議について(開催報告)   ・支援者養成部門会議について(開催報告) 

・ジョブカレにおける取り組みの報告書について 

平成26年度 第2回事業推進委員会 開催概要 
 

開催日時 10月20日 13時～15時  開催場所  むれやま荘 

内容 

・利用相談の状況について         ・正式利用者の状況について 

・日中支援部門会議について(開催報告)   ・生活支援部門会議について(開催報告) 

・支援者養成部門会議について(開催報告)  

平成26年度 第3回事業推進委員会 開催概要   

開催日時 3月9日 13時30分～15時30分 
 

開催場所  むれやま荘 

内容 

・利用相談の状況について        ・正式利用者の状況について 

・日中支援部門会議について(開催報告)  ・生活支援部門会議について(開催報告) 

・支援者養成部門会議について(開催報告) ・総合支援シート、自己評価表について 

・支援者養成について          ・平成26年度事業報告書について 

・今後の事業展開について 

 

 

第Ⅳ章 各アセスメントツールについて 

 

発達障害のある人がより生きやすくなるために、どのような制度が必要か、どのよう

なサービスが必要か、どのような支援が必要か、どのようなアセスメントが必要か。ジ

ョブカレでは、発達障害のある人を理解するために、発達障害のある人に対してよりよ

い支援を届けていくためにどのようなアセスメントツールが必要かということを、日々

の関わりの中で考えてきた。そして、今世の中で使用されている様々なツールや、日々

の関わりの中で感じていることを突き合わせながら作ったものが、就労移行のための総

合支援シート(日中支援)、ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート(生活支援)、自

己評価表である。 

 本章では、上記 3 ツールの活用の方法について示す。また、巻末には参考資料として

記入例を、付録として書式を収録した。しかし、本報告書に示してある通りに使用する

べきだ・してほしいとは考えていない。というのも、これら 3 ツールは、実際にジョブ
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カレで試行したりもする中で検討を重ねたものではあるものの、まだその有効性を検証

するために十分な時間をかけられていない。その検証はこれからの課題だと考えており、

今回提示する上記のツールや活用の方法をたたき台としてさらに検討を重ね、今後、よ

りよいものにブラッシュアップしていけたらと考えている。あくまでツールの一例、活

用の一例の紹介として捉えていただき、世の中で使用されている様々なツールや日々の

関わりの中で感じることを突き合わせながら、それぞれの事業所においてより使いやす

いようにアレンジを加えていただければと考えている。 

 

１．就労移行のための総合支援シートについて 

平成 26 年度の日中支援部門会議においては、かねてよりの課題であったアセスメン

ト項目や書式の検討を重ね、就労移行のための総合支援シートをまとめた。これは、ア

セスメントシート(モニタリングシート)、個別支援計画、引き継ぎシートなどが 1 セッ

トになったものである。 

従来、ジョブカレでは、アセスメント(モニタリング)や個別支援計画の立案のために、

日中支援においては TTAP の学校/事業所尺度の項目を用いてきた。更に、実習前後に

は、本人や支援者が課題を改めて意識したり、実習の振り返りを行なったりするための

ツールとして、社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発

達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事

業)の 45頁に掲載されている“実習評価表”を引用して“自己評価表”を作成し、使用

していた。その中で、この自己評価表をベースにしながらもう少しジョブカレなりのア

レンジを加えてみることはできないかという意見が出てきた。 

このような課題意識から、自己評価表の項目や評価基準を精査するために、自己評価

表と、ジョブカレで従来から用いてきた TTAP のアセスメント項目や、Vineland 適応

行動尺度Ⅱ、更には、障害者職業総合センターの『就労移行支援のためのチェックリス

ト』との照合作業を行なった。それぞれのツールを比較しながら、重複する項目は統合

したり、“必要最小限”でないと判断した項目は削除したりして項目を選定し、評価基準

もより具体的な行動レベルに落としたりするなど、検討を重ねた。 

結果、当初は、実習前後のみ用いようとしていた自己評価表であったが、ジョブカレ

利用開始時よりこの新しい自己評価表でもってアセスメントをとり、個別支援計画を立

てていくような仕立てにできないかというアイディアが持ち上がった。そして、この新

しい自己評価表を就労移行のための総合支援シートと名付け、実習前後に使用する自己

評価表は自己評価表で、また別様式として整えることとした。ここまでが、就労移行の

ための総合支援シートや自己評価表作成に至る大まかな流れである。 

就労移行のための総合支援シートや自己評価表は、ある程度形になってきた段階で、

ジョブカレにおいて実際に試行したりもする中で、項目や様式や活用方法について更に

検討を重ねてきた。今後も改良の余地はあると思われるが、今年度までで整理したとこ

ろを紹介したい。自己評価表の詳細については、後述する。 
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ジョブカレの取り組み①  週間プログラムについて 

 

ジョブカレのプログラムは、この 3 年間の間に、利用者のニーズに合わせて変化して

いる。プログラムを大きく分けると、①オリエンテーション②生活体験プログラム③就

労準備訓練プログラム④共通プログラムがある。 

ジョブカレ開講当初は、１週間のうち、2 日半を施設内での作業（就労準備訓練プロ

グラム）、2日を生活体験（オリエンテーション、生活体験プログラム、共通プログラム）、

という形で実施してきた。なぜ、このようなプログラムを組んできたかと言うと、まず、

作業を通して就労するために必要な言葉遣い、挨拶、報連相の仕方、手順書の見かたな

ど、働くうえで必ず必要とされるスキルを学んでもらうためである。また、スモールス

テップで作業をすることで成功体験を増やし、就労に対する気力を上げる。そして、生

活体験では、さまざまな体験をしてもらい、どんなことに興味があるのか、対人関係で

の苦手な部分はどこなのか、リラックスできる方法は、などの自己理解を促す場として

きた。 

このようなプログラムの形を1年ほど続けてきた頃、利用者から、「もっと、お金を稼

げる作業がしたい。」、「実習に行きたい。」と、いうような要望が出てきた。施設内で軽

作業をすることで、利用者が当たり前にできている行動でもプラスの評価をすることが

できる。そのため、成功体験の少ない彼らは、徐々に成功体験を増やすことができ、就

労に対する気力を上げることができるのではないかと考える。 

その後、利用者の要望を受け、施設内で行ってきた軽作業を施設外作業に変更し、よ

り実践的な作業をプログラムに取り入れた。また、水曜日の午後からの休講もとりやめ、

毎日１日働く体力と、生活リズムを身に付けてもらうこととした。生活体験は、月に 1

回程度とし、主に工場見学やグループワークの時間にあてた。月に 1 回の生活体験は、

作業以外のことをするので、利用者にとっては息抜きの時間にもなる。このようなプロ

グラムを続けた後に、実際の職場に、１人で実習に行くというプログラムを組んだ。そ

こで、今まで身につけたスキルを活用してもらう。そして、実習中新たに出てきた課題

は、ジョブカレで振り返りを行い、対処方法をスタッフと話し合い、実習で実践する。

実習中は、こういったやり取りを繰り返しながら進めていく。それと同時に、就職活動

を行うというプログラムを組んだ。このように、プログラムは利用者のニーズに合わせ

て、徐々に変化している。 

 

 

 

 

 



13 

 

（１）各シートについて 

①スキル評価シート 

 個別支援計画・モニタリングシート、引き継ぎシートなど各シートの大元となるシー

トである。各シートは、この①のシートから必要部分を抜き出す形で整えられる。 

 ジョブカレの利用期間は2年(延長する場合は3年)ということ、モニタリングは3ヶ

月に1度実施するということから、3ヶ月を1クールとし、8クール分まで書き込める

ようになっている(3ヶ月×8クール＝2年間)。モニタリング欄と次クールのアセスメン

ト欄はまったく同じ内容になるはずだが、クールで分けた時の見やすさを考慮し、あえ

て別々に欄を設けている。最後には、今後どのような支援が必要かということも書き込

めるようになっている。 

②個別支援計画・モニタリングシート ※①スキル評価シートからの取り出し 

 ①のシートから、1 クール分を取り出すと、それがそのまま個別支援計画表・モニタ

リングシートとして活用できる。計画作成日、計画作成者、本人同意の各欄も挿入する。

ただし、アセスメントで支援量が１と評価された項目については支援計画を立てる必要

がないことから、個別支援計画表やモニタリングシートに記載するのは、アセスメント

で支援量が２～５と評価された項目のみとした方が、見た目としてはシンプルでわかり

やすいのではないかと思われる。 

③引き継ぎシート ※①スキル評価シートからの取り出し 

①のシートから、利用開始時(1 クール目)と退所時(何クール目に退所となるかはケー

スにより異なる)の部分、更に今後必要と思われる支援を書き入れた部分を取り出すと、

引き継ぎシートとして活用できる。他のクールの情報も伝えておくべきと判断する場合

や、引き継ぎ先の支援機関から他のクールの情報も必要だとリクエストがあった場合等

は、①のシートから更に必要な部分を追加で抜き出して組み込むことも可能である。 

④状態評価シート ※ひとり暮らしへの移行のための総合支援シートと共通 

 このシートは、１～５という支援量での評価にはなじまないと思われる、本人への支

援を行なう上でのベースとして支援者側が心得ておくべき本人の基本的な状態像(配慮

事項)について記入するシートである。利用開始時と退所時に、それぞれの項目について

記入する。また、本人の状態像だけではなく、利用開始時からジョブカレではどのよう

な配慮を行なってきたか、どのような配慮が有効と思われるかなどについても記入する

様式となっている。③の引き継ぎシートと併せてこのシートも引き継げるとよいのでは

ないかと考えている。このシートについては、ひとり暮らしへの移行のための総合支援

シートに共通のシートである。 

 項目は 16 項目あり、これらの項目の他に特記事項がある場合は、最下段の欄に書き

込めるようになっている。項目それぞれに評価基準は特に設けておらず、中にはその解

釈が多少困難なものもあるかもしれないが、基本的には自由記述でよい。 

【記入例：巻末の参考資料のシート①を参照】 
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（２）スキル評価項目について ※状態評価シート以外 

 評価項目は、全部で42項目ある。このうち、あみがけになっている項目については、

他の項目に比べてより高次と思われるスキルである。また、＊がついている項目は、後

述する自己評価表の項目としても抜粋している項目である。 

 最下段にある“その他”の欄は、42項目の他に、それぞれの職場によって、あるいは

個人によって個別に上がってきた項目について記入する欄である。 

 

（３）スキル評価基準について ※状態評価シート以外 

 基本的には、すべての項目について、他者に促されてではなく自らそのスキルを使用

できるか否かが前提となっている。その前提があった上で、評価する。 

項目それぞれに評価基準を設けているものの、中にはその解釈が多少困難なものもあ

るかもしれない。ジョブカレのスタッフ間で試行した際に疑問が挙がった項目を中心に、

評価基準について若干の説明を加える。 

 

３  指示・指示系統の理解/働く場のルール理解、遵守/働く場のルールを理解し、そ

れに従うことができる。 

→その職場にあるルールを理解し、それに従うことができるかどうか。 

６  指示・指示系統の理解/柔軟性/理由を伝えれば、急な予定変更にも応じることが

できる。 

→理由にもよるかもしれないが、仕事である以上は、どのような理由であれ、予定

変更に応じることができるかどうか。 

９  指示・指示系統の理解/伝言/伝言を受けたり、届けたりすることができる。 

→伝言を受けて届けるという一連の行動ができるかどうか。つまずいているとした

ら、その一連の過程のどこでつまずいているか。 

１１ 作業遂行能力/作業量・質の理解/従事する作業で求められている量的または質的

目標を理解している。（どのくらいの時間にいくらくらいやればいいかなど） 

→ふだん、目標を設定していない利用者の場合でも、意図的に目標を設定してアセ

スメントをとる。 

１２ 作業遂行能力/作業速度/期待されている速度に合わせようと取り組むことができ

る。 

→ふだん、目標を設定していない利用者の場合でも、意図的に目標を設定してアセ

スメントをとる。 

２５ 感情コントロール//自分なりの方法（       ）で落ち着くことができる。 

→本人が自覚していない方法がある場合もあるため、どのような方法で気持ちを落

ち着けているかのアセスメントをとり、（ ）内に記入する。 

３２ 対人関係、コミュニケーション/表現の必要性の理解/表現しなければ、自分の気

持ちは他人にはわからないということを理解している。 
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→自分だけが知っていることを相手に伝えようとする時に、相手はそのことについ

て知らないということを理解した上で話すことができるかどうか。 

３６ 対人関係、コミュニケーション/対人距離①/関係性に応じた適切な対人距離で接

することができる。 

→心理的な距離、物理的な距離両方を含めて適切な対人距離で接することができる

かどうか。 

４２ 対人関係、コミュニケーション/会話の終わり/会話の終わりや会話を終えるべき

時に気付くことができる。 

→気付くだけではなく、気付いて終わることができるかどうか。 

 

（４）スキル評価方法・記入方法について ※状態評価シート以外 

①支援量 

 どのくらいの支援が必要か(頻度)について、1～5で評価する。その支援形態(声かけ、

見守り、直接支援など)は問わず、頻度で評価する（支援形態は、支援内容に書き込む）。

また、例えば、何らかの支援ツールが必要であっても、そのツールさえあれば支援者に

よる直接支援が必要でない場合(本人にとってそのツールを活用することが定着してお

り、そのツールを活用して自律的にそのことを遂行できる場合)は、1と評価する。その

ツールが必要であるということは備考欄に明記しておく。 

１：ほとんど毎回ひとりでできる 

２：ひとりでできる時の方が多い 

３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである 

４：支援を要する時の方が多い 

５：ほとんど毎回支援を要する 

 ふだんの活動の中ではなかなか評価する機会がない項目であっても、できるだけその

項目の評価ができるような状況を設定し評価するということを基本としたい。ただし、

様々な事情によりそのような状況を設定することが困難で評価が難しい場合は、支援量

の欄は空欄とし、評価の詳細の欄に“不明”と記入する。 

 私たちは、この支援量がすべて1になることが目標とは考えていないし、すべて1に

ならないと移行が難しいと考えているわけでもない。もちろん、ひとりでできることが

増えていくことは利用者にとって自信や自尊心の高まりにおいても重要であり、支援者

としてもその点をサポートできたらと考えている。しかし、一方では、どのようなサポ

ートがあればそのことが可能になるかということが利用者にも支援者にも明らかになっ

ていくことも重要だと考えている。その点が明らかになれば、本人はより生きやすくな

るのではないだろうか。すべてをひとりでできるように支援するのではなく、本人にと

って必要十分なサポートを見極め、それを確実に届けていくことが支援者の役割である

と考えている。 
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②評価の詳細 

 どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、ど

のような方法・環境が効果的でありそうか等について記入する。また、支援量が１の評

価であっても特記事項がある場合は、評価の詳細に記入する。逆に、支援量が１の評価

で特記事項がない場合は、“できる”“特記なし”など何らかのコメントを評価の詳細に

記入しておく。 

③支援内容 

 ②の評価の詳細を受けて、どのような支援が必要か(支援形態やその具体的内容)につい

て、記入する。また、本人が担うべき役割についても記入する。 

 

（５）使用プロセスの例 ※状態評価シート以外 

 最後に、スキル評価シート、個別支援計画・モニタリングシート、引き継ぎシートの

使用プロセスの例を示す。記入例についてはすべて、巻末の参考資料の該当シートを参

照されたい。 

 

1クール目 

スキル評価シート・・・すべての項目について評価する。まず、支援の頻度によって、

支援量を１～５で評価する。支援量が２～５と評価された項目については、評価の詳細

を記入し、支援内容も検討し、記入する。１と評価された項目については、特記事項が

あれば評価の詳細の欄に記入し、なければ“できる”“特記なし”などと記入する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート②を参照】 

個別支援計画・モニタリングシート・・・スキル評価シートから、１クール目のアセス

メントで２～５と評価された項目の部分のみ取り出し、個別支援計画表を作成する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート③を参照】 

 

1クール目～2クール目 

スキル評価シート・・・3 か月後、1 クール目のモニタリングを行なう。支援量が２～

５と評価された項目については、評価の詳細を記入し、支援内容も検討し、記入する。

１と評価された項目については、特記事項があれば評価の詳細の欄に記入し、なければ

“できる”“特記なし”などと記入する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート④を参照】 

個別支援計画・モニタリングシート・・・スキル評価シートから、１クール目のアセス

メントで２～５と評価された項目の部分のみ取り出し、モニタリングシートを作成する。

（＝1クール目の個別支援計画表のモニタリング欄にモニタリング内容を記入する。） 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑤を参照】 

個別支援計画・モニタリングシート・・・また、スキル評価シートから、１クール目の

モニタリングで２～５と評価された項目の部分のみ取り出し、2 クール目の個別支援計
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画表を作成する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑥を参照】 

 

スキル評価については、この流れを繰り返していく。流れは、ひとり暮らしへの移行

のための総合支援シートも同様である。この流れを利用者の退所クールまで繰り返し、

退所時は、スキル評価シートから 1 クール目と退所クールの部分を引き継ぎシートとし

て取り出し活用することもできる。上記のように、1クールと退所クールだけではなく、

その他のクールについても情報として提供するほうがよいと判断される場合や、情報提

供先からそのような求めがある場合は、その他の部分についてもスキル評価シートから

取り出す。場合によっては、何枚もの用紙にわたってしまうが、全クール分を提供する

こともあるかもしれない。いずれにせよ、当該利用者の支援を引き継ぐにあたって必要

十分な情報が提供できるような形であればよい。 

 

引き継ぎ時 ※8クール目が退所クールとなる場合 

スキル評価シート 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑦を参照】 

↓スキル評価シートから必要部分を取り出す。 

引き継ぎシート 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑧を参照】 

 

上記のように、こうしたスキル評価による引き継ぎシートと併せて、状態評価シート

についても引き継げるとよいのではないかと考えている。 

 

２．ひとり暮らしへの移行のための総合支援シートについて 

平成 26 年度の生活支援部門会議においては、かねてよりの課題であったアセスメン

ト項目や書式の検討を重ね、ひとり暮らしへの移行のための総合支援シートをまとめた。

これは、アセスメントシート(モニタリングシート)、個別支援計画、引き継ぎシートなど

が1セットになったものである。 

従来、ジョブカレでは、アセスメント(モニタリング)や個別支援計画の立案のために、

生活支援においてはTTAPの家庭尺度の項目を用いてきた。しかし、生活支援において

は、日中支援において使用していた実習期間前後の自己評価表のように、ひとり暮らし

への移行の目途が立った段階で使用できるようなツールがないのが課題であった。 

そこで、まずは、日頃の支援をイメージしながら、引っ越しリストのような、ひとり

暮らしへの移行のためのチェックリストの作成を試みた。そして、そのチェックリスト

と、ジョブカレで従来から用いてきた TTAP のアセスメント項目や、Vineland 適応行

動尺度Ⅱとの照合作業を行なった。それぞれのツールを比較しながら、重複する項目は

統合したり、“必要最小限”でないと判断した項目は削除したりして項目を選定し、評価
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基準もより具体的な行動レベルに落とすなど、検討を重ねた。 

結果、当初はひとり暮らしへの移行の目途が立った段階で用いようと考えていたが、

日中支援で用いる自己評価表と同様に、ジョブカレ利用開始時よりこの新しいチェック

リストでもってアセスメントをとり、個別支援計画を立てていくような仕立てにできな

いかというアイディアが持ち上がった。そして、この新しいチェックリストをひとり暮

らしへの移行のための総合支援シートと名付けることとした、というのが大まかな流れ

である。 

 ひとり暮らしへの移行のための総合支援シートは、ジョブカレにおいて実際に試行し

たりもする中で、項目や様式や活用方法について更に検討を重ねてきた。今後も改良の

余地はあると思われるが、今年度までで整理したところを紹介したい。 

 

（１）各シートについて 

①スキル評価シート 

②個別支援計画・モニタリングシート ※スキル評価シートからの取り出し 

③引き継ぎシート ※スキル評価シートからの取り出し 

④状態評価シート ※就労移行のための総合支援シートと共通 

 ①～④については、就労移行のための総合支援シートと同様である。 

 

（２）スキル評価項目について ※状態評価シート以外 

評価項目は、全部で32項目ある。 

 最下段にある“その他”の欄は、32項目の他にそれぞれの住環境によって、あるいは

個人によって、個別に上がってきた項目について記入する欄である。 

 

（３）スキル評価基準について ※状態評価シート以外 

基本的には、すべての項目について、他者に促されてではなく自らそのスキルを使用

できるか否かが前提となっている。その前提があった上で、評価する。また、“毎日”と

いう表現が出てくるが、これは厳格な意味での毎日ということではなく、そのような習

慣があるかどうかで判断すればよいのではないかと考えている。 

項目それぞれに評価基準を設けているものの、中にはその解釈が多少困難なものもあ

るかもしれない。ジョブカレのスタッフ間で試行した際に疑問が挙がった項目を中心に、

評価基準について若干の説明を加える。 

２  生活習慣/食事/何らかの手段で食事を調達することができる。 

→自分で調理をせずとも、例えばどこかで外食をする、惣菜を買ってくる、誰かが

用意してくれるなど、何らかの手段が確保されているかどうか。 

７  生活習慣/入浴/毎日、自発的に入浴ができる。 

→入浴には、洗髪や洗体が含まれるものと想定して評価する。 

８  生活習慣/洗濯/決めた頻度（     ）で自発的に洗濯をすることができる。 
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→頻度を予め話し合って決めておき、それを（ ）内に記入した上でアセスメント

をとる。 

９  生活習慣/衣服の選択/季節に合わせた服装を選択することができる。 

→自分で購入せずとも、何らかの手段で用意がある服装の中から選択できるかどう

か。 

１５ 体調管理/定期通院/医師に指示された通りに通院することができる。(定期通院が

ある場合) 

→自力かどうかは問わない。 

１６ 金銭管理/家計のやりくり/1か月の家計のやりくりができる。 

→手元にあるお金のやりくりを想定して評価する。 

１７ 金銭管理/貸し借り/借りたら返すことができる。 

→金銭に限定して想定で評価する。 

２０ 感情コントロール//自分なりの方法（       ）で落ち着くことができる。 

→本人が自覚していない方法がある場合もあるため、どのような方法で気持ちを落

ち着けているかのアセスメントをとり、（ ）内に記入する。 

２２ 対人関係、コミュニケーション/対人距離①/関係性に応じた適切な対人距離で接

することができる。 

→心理的な距離、物理的な距離両方を含めて適切な対人距離で接することができる

かどうか。 

２３ 対人関係、コミュニケーション/対人距離②/他者（家族/家族以外）に対して、頻

回な質問や無理な要求をしない。 

→他者については、家族に対してはどうなのか、家族以外に対してはどうなのか、

両方について評価する。 

２４ 住環境の整備/掃除①/決めた頻度（   ）で自発的に掃除をすることができる。 

→頻度を予め話し合って決めておき、それを（ ）内に記入した上でアセスメント

をとる。 

３２ 余暇//自分なりの方法（           ）で余暇を過ごすことができる。 

→本人が自覚していない方法がある場合もあるため、どのような方法で余暇を過ご

しているかのアセスメントをとり、（ ）内に記入する。 

 

（４）スキル評価方法・記入方法について ※状態評価シート以外 

①支援量 

②評価の詳細 

③支援内容 

 ①～③については、就労移行のための総合支援シートと同様である。 
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（５）使用プロセスの例 

 最後に、スキル評価シート、個別支援計画・モニタリングシート、引き継ぎシートの

使用プロセスの例を示す。記入例についてはすべて、巻末の参考資料の該当シートを参

照されたい。 

 

1クール目 

スキル評価シート・・・すべての項目について評価する。まず、支援の頻度によって、

支援量を１～５で評価する。支援量が２～５と評価された項目については、評価の詳細

を記入し、支援内容も検討し、記入する。１と評価された項目については、特記事項が

あれば評価の詳細の欄に記入し、なければ“できる”“特記なし”などと記入する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑨を参照】 

個別支援計画・モニタリングシート・・・スキル評価シートから、１クール目のアセス

メントで２～５と評価された項目の部分のみ取り出し、個別支援計画表を作成する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑩を参照】 

 

1クール目～2クール目 

スキル評価シート・・・3 か月後、1 クール目のモニタリングを行なう。支援量が２～

５と評価された項目については、評価の詳細を記入し、支援内容も検討し、記入する。

１と評価された項目については、特記事項があれば評価の詳細の欄に記入し、なければ

“できる”“特記なし”などと記入する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑪を参照】 

個別支援計画・モニタリングシート・・・スキル評価シートから、１クール目のアセス

メントで２～５と評価された項目の部分のみ取り出し、モニタリングシートを作成する。

（＝1クール目の個別支援計画表のモニタリング欄にモニタリング内容を記入する。） 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑫を参照】 

個別支援計画・モニタリングシート・・・また、スキル評価シートから、１クール目の

モニタリングで２～５と評価された項目の部分のみ取り出し、2 クール目の個別支援計

画表を作成する。 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑬を参照】 

 

スキル評価については、この流れを繰り返していく。流れは、就労移行のための総合

支援シートも同様である。この流れを利用者の退所クールまで繰り返し、退所時は、ス

キル評価シートから 1 クール目と退所クールの部分を引き継ぎシートとして取り出し活

用することもできる。上記のように、1 クールと退所クールだけではなく、その他のク

ールについても情報として提供するほうがよいと判断される場合や、情報提供先からそ

のような求めがある場合は、その他の部分についてもスキル評価シートから取り出す。

場合によっては、何枚もの用紙にわたってしまうが、全クール分を提供することもある
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かもしれない。いずれにせよ、当該利用者の支援を引き継ぐにあたって必要十分な情報

が提供できるような形であればよい。 

 

引き継ぎ時 ※8クール目が退所クールとなる場合 

スキル評価シート 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑭を参照】 

↓スキル評価シートから必要部分を取り出す。 

引き継ぎシート 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑮を参照】 

 

上記のように、こうしたスキル評価による引き継ぎシートと併せて、状態評価シート

についても引き継げるとよいのではないかと考えている。 

 

３．自己評価表について 

上記１．就労移行のための総合支援シートについてで述べたような経緯から、自己評

価表は、就労移行のための総合支援シートとは別様式で整えることとなった。 

新たな自己評価表は、個別支援計画との連動も視野に入れ、両総合支援シートの項目

の中から抜粋した項目からなっており、ジョブカレにおいても実際に試行する中で、項

目や様式や活用方法について検討を重ねてきた。今後も改良の余地はあると思われるが、

今年度までで整理したところを紹介する。 

（１）使用目的について 

 現在のところ想定している目的としては、4つが挙げられる。 

①定期評価 

 ジョブカレにおいては、3 か月ごとにモニタリングを実施している。支援者が評価す

ると同時に、このモニタリングのタイミングで利用者自身にも自己評価をつけてもらう

ことで、両者を突き合わせながら振り返りをし、次の個別支援計画につなげることがで

きる。利用者と支援者で、自己評価表なりモニタリングシートなりを材料としてやりと

りをする中で、利用者の自己理解や、支援者の利用者理解が促進されるのではないかと

考えている。 

また、利用者には、毎日その日の日中活動を振り返りジョブカレノートに評価をつけ

てもらっているので、今後はこのジョブカレノートの評価項目とも連動していけるとよ

いと考えている。 

②職場実習 

 職場実習の前後、また実習中において、利用者が自身の課題や必要なサポートを整理

するのを助ける手段の 1 つとして活用が考えられる。ただ単に利用者に評価を記入して

もらうだけではなく、利用者と支援者とで実習の振り返りをする際の材料として用いる

(やりとりをする)ことが望ましいと思われる。 
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③就労の場への移行時 

 就労の場へ移行する際、利用者が自身の課題や必要なサポートを整理するのを助ける

手段の 1 つとして活用が考えられる。ただ単に利用者に評価を記入してもらうだけでは

なく、利用者と支援者とで移行に向けて相談を重ねる際の材料として用いる(やりとりを

する)ことが望ましいと思われる。 

④暮らしの場の移行時 

 暮らしの場を移行する際、利用者が自身の課題や必要なサポートを整理するのを助け

る手段の 1 つとして活用が考えられる。ただ単に利用者に評価を記入してもらうだけで

はなく、利用者と支援者とで移行に向けて相談を重ねる際の材料として用いる(やりとり

をする)ことが望ましいと思われる。 

 

 いずれにしても、利用者が記入して終わりということではなく、その自己評価表をも

とに利用者と支援者とでやりとりをすることが、利用者の自己理解や支援者の利用者理

解を促す上では重要ではないかと考えている。その際、どのようなやりとりでもよいと

いうことではなく、やりとりの質、支援者の力量が問われることは言うまでもなく、こ

の点は支援者養成とも深く関わってくる点である。 

 

（２）評価項目について 

 本来であれば、両総合支援シートのスキル評価 74 項目すべてについて評価できると

よいのかもしれないが、負担感も考慮し、従来ジョブカレで使用してきた自己評価表(上

記のように、社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達

障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)

の45頁に掲載されている“実習評価表”を引用したもの)の項目と照らし合わせながら、

項目を抜粋した。全部で 30 項目を設定しているが、このうちの 2 項目については、そ

れぞれ男性のみ、女性のみの該当項目となっている。これらの項目は、1～13を日常生

活スキル、14～30を作業遂行スキルに分類している。 

 

（３）評価基準について 

 総合支援シートと同様である。 

 

（４）評価方法、記入方法について 

まず、この自己評価表をつける目的や、評価対象となる期間を記入する。 

評価については、総合支援シートと同様に、ほとんど毎回ひとりでできる（１）・ひと

りでできる時の方が多い（２）・ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである

（３）・支援を要する時の方が多い（４）・ほとんど毎回支援を要する（５）という表現

を用いている。やはり支援頻度で支援量を評価し、該当するところに〇をつける。また、

その評価をした中身として、自分でできる(本人ができる)ことはどういったことなのか、
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サポートが必要なことはどういったことなのかということも下段に記入する。 

ちなみに、日常生活スキルと作業遂行スキル、それぞれの領域ごとに評価の合計を記

入する欄を設けているが、これは、数字が何以下にならないと就労できない、ひとり暮

らしができないなどと判断するためのものではない。総合支援シートの支援量の説明に

おいても述べたように、私たちは、すべてのことをひとりでできるようにすることが支

援者の役割だとは考えていない。ひとりでできることが増えていくように支援するのと

同時に、どのようなサポートがあればそのことが可能になるかということを明らかにし

ていくこと、そしてそのサポートを確実に届けていくことも支援者の役割だと考えてい

る。この領域ごとの評価合計を出す意味は、利用者と支援者が振り返りをする際に、前

後の変化をぱっと見で捉えやすくするためである。例えば、数字が小さくなったからよ

かったと振り返るのではなく、数字が小さくなったという変化があったということを共

有し、ではその中身として具体的にはどのような変化があったのだろうかということを

振り返るための最初の手がかりとして活用できたらと考えている。 

 

（５）記入例 

 記入例については、巻末の参考資料のシート⑯を参照されたい。 

【記入例：巻末の参考資料のシート⑯を参照】 
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ジョブカレの取り組み②  ジョブカレノートについて 

 

ジョブカレノートは、利用者が１日のプログラムの振り返りをし、自分の特徴や特性

に気づく、考えることを目的としている。 

ジョブカレノートには①『今日の目標』②『今日の自己評価』③『今日の結果、感想』

④『スタッフ確認欄』の項目を設定している。 

①の『今日の目標』は前日の振り返りの時間に本日の自己評価や結果等を踏まえて翌

日の目標を設定しておく。その目標がどうであったかの評価を②の『今日の結果、感想』

の項目に自由記述してもらっている。 

③の『今日の自己評価』ではマナー、規則、協調性、持続力、感情、仕事の 6 つのカ

テゴリーに分け、10段階で自己評価をすることとなっている。6つのカテゴリーは、仕

事をする上で必要な、あいさつや身だしなみ、遅刻しない、指示に従う、感情コントロ

ール、仕事のスピードなどのスキルである。これらの項目を利用者自身が振り返ること

で、自分のできている点、改善しなければならない点など自己評価することで、自分な

りにできていることとできていないことの気づきをこちらが把握できる。 

この自己評価を見ながら、他の人から見ると、そのことができているのか、できてい

ないのか、についての返しを、その理由を明確にしながら伝えている。また、項目の一

つである④『スタッフ確認欄』に支援者がコメントを記述している。支援者が記述して

いる経緯は、面談することが時間的に困難である場合もあることから、利用者が振り返

ったことに対して支援者からのコメントを記述している。 

例えば、職場実習へ行き、ノルマが達成できない、日によって動作のばらつきが見ら

れ実習継続ができなかったという利用者がいる。そういった場合は、『今日の目標』欄に

現在行っている活動内容に対しての目標を設定するのではなく、利用者と支援者とで振

り返りをしながら、そのうえで翌日の『今日の目標』を設定していく必要がある。こう

いった場合に限らずとも、利用者自身が自分の特徴や特性に気付くという自己理解を促

すためにも、ジョブカレノートをもとに、利用者と支援者とで定期的な振り返り（面談）

を行なっていく必要がある。 
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第Ⅴ章 支援者養成について 

 

 事業開始当初、「支援とは？」「指導と支援の違いは何か？」このことを議論しながら、

支援者をどう育てるのか？ということを考えていた。発達障害のある人の支援をする時、

専門性を高めるために何が必要なのか。その他発達障害者の支援にかかるスタッフに必

要な要素をどのように伝え、自らのやる気を出してもらうのか。そのことで支援者とし

て広く発達障害に対する専門性の確保につながるのではないかと考えたからである。そ

のために、ジョブカレの方針を見える化した「支援者であり続けるために～５か条～」

を作成し、スタッフが共通認識を持って支援していく方向性を確認できるようにした。

また、支援会議において利用者に対する支援の検討を行っているにもかかわらず、担当

のスタッフが支援のあり方を批判され、責められている感覚に陥ることがしばしばあっ

た。そのため、「支援者を支援するための支援会議のあり方」を検討した。そして、そも

そも専門性を確保するための障害特性に関する研修等をどのように組み立てていくべき

かの検討も実施した。これらの項目についてみていきたい。 

 

１．支援者であり続けるための５か条について 

 ジョブカレ事業を開始するにあたり、私たちスタッフがどちらの方向を向いて支援す

るかの方向性を共有するために、行き詰った時に、立ち戻れる指針を作る必要があるの

ではないか。との思いで作成した。この５か条は、スタッフの１人がこれまでの経験か

ら、自分自身が大切にしてきたことをベースにまとめたものである。私たちの仕事の基

本となる部分を共有していくことの大切さをビジュアルに落とし込んでいることに意義

があるのである。 

当たり前のことを書き連ねたものであるが、この当たり前のことを実施することが難

しいと感じ、メンタルなソフト面の事柄を目に見えるハードにすることで、共通認識が

できるようになった。 

 

２．ジョブカレ報連相について 

メーリングリストを活用した「業務報告」を実施している。ジョブカレが昼夜一体の

支援をしている関係上、他のスタッフの業務が見えづらくなっていることと、その業務

内容が多岐にわたっているために、お互いの業務内容の確認と、支援者自身の業務内容

の振り返りを行う機会としている。また、そのメーリングリストには、連絡事項、次の

日の業務予定を記載するようにしているため、どのスタッフがどんな予定で動くのかも

共有している。また、連絡事項には、スタッフ間での確認事項や利用者の状況などにつ

いても記載し、現在の本人の状況についても全員で共有出来るようにしている。 
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３．内部研修について 

 ジョブカレのスタッフには、まず最初に発達障害の理解を深めてもらうため、「自閉症

の理解」と題した研修を実施した後、自分の言葉で「自閉症の３つ組の障害」を話して

もらう（プレゼン）研修を行っている。この研修は、話を聞くだけではわかったつもり

になっているが、実際に自分の言葉で語ると、曖昧な部分がはっきりわかるため、自分

自身の振り返りになる。また、他のスタッフのプレゼンを聞くことで、他のスタッフの

まとめ方を知る機会にもなるのである。 

 その研修が終わった後に、その他の研修を受講することとした。内部研修は事業所で

計画的に組み立てられるメリットがある一方で、その研修内容については、講師となる

スタッフの力量による限界もある。そのため、滋賀県で実施している「キーパーソン養

成事業」の研修等を事業所バージョンに落とし込んだような研修が望まれるところであ

る。 
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 また、内部研修の一環として、実際に発達障害の人とかかわりながら学ぶことが必要

であると考え、当事者として活動している方や、ホームかなざわ（発達障害のある男性

を対象としたグループホーム）の利用者や元利用者に協力願い、話をする研修を設けて

いる。実際に当事者と話をすることで、イメージを持ってもらうことを狙いとしている

のであるが、着任して間もない支援者はどうしてもそのイメージが持ちにくいので、実

際の利用者と接する時、経験豊富な先輩支援者が利用者の通訳となり、あるいは、今一

度その利用者の気持ちを確認するなどしてフォローする必要がある。 

事業所内での研修を実施することで、発達障害に関する専門性を獲得するには不十分

である。そのため、外部の研修を受講しながら支援者養成をはかる必要がある。滋賀、

京都、大阪等で開催される研修を内部研修と組み合わせて実施した。 

 研修をたくさん受けることで、その利用者の障害特性を探す、あるいは、その特性が

あるからこういう支援が必要だと断定してしまう危険性も考えなければならないと思う。

ひとり１人に向き合った支援をしなければならないのである。そして、その利用者のこ

とを本当には理解できない。だが、何とか理解しようと努力することが大切であること

も肝に銘じる必要がある。私たちの支援者養成は、その部分から始めるべきだと考える。

すなわち、発達障害を理解する前に、その利用者について理解しようとすることが大切

で、障害特性は、その人を理解する一助でしかないということを伝えつつ、仮説を立て

る時には、特性を理解していることの重要性も同時に伝えている。 

 

４．よりよい支援会議のあり方について 

 支援者を支えるための環境づくりのひとつとして、よりよい支援会議のあり方につい

て検討を進める中で、支援者養成部門会議をご担当いただいている佐藤氏からケース・

スタディ法をご紹介いただき、定例のスタッフミーティングにおいて、その方法を試し

てみた。また、部門会議統括の肥後氏からはインシデント・プロセス法をご紹介いただ

き、第 2 回支援者養成部門会議の後半部分においては、佐藤氏や肥後氏にファシリテー

ターを依頼し、インシデント・プロセス法を用いたケース検討を行なった。ここでは、

これら２つの取り組みについて紹介したい。 
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ジョブカレの取り組み③  ナビノートについて 

 

 ナビノートは、利用者が自ら生活スケジュールを決め、体調などの変化を記入し、自

分の状況がどこにあるのかナビゲーションするノートとして活用するものである。 

発達障害のある人の中には、体調や気持ちの変化に自覚がなく、急に調子を崩して仕

事を持続できないということがある。体調や気持ちの変化を自分で見えるようにするこ

とで、事前に体調の変化を察知し、自分の行動を調整することができれば、生活を安定

させることができると思われる。また、障害にかかわらず、生活リズムを作るうえで、

どこを改善すればいいかの手掛かりとなることを目的として実施している。何より、自

ら発信することが少ない人、表情や言動だけでは調子が分かりにくい人などの状態を支

援者が把握できるということも大きなメリットである。 

記入方法はまず、１日の生活スケジュールを時間に沿って記入する。何時に何をする

か具体的に決めておくことで、生活リズムを作りやすくする。次に服薬している人は状

況を毎日記入し、服薬への意識を高める。さらに重要なポイントとして体調、気分、2

項目を朝、昼、夜の３回記入する。１日の中でも体調の変化を感じて、自分の傾向を探

っていく。食欲、睡眠は 1 日１回記入。評価は自己判断で１０段階。グラフにして日々

の変化を自覚しやすくしている。 

ナビノートをつけだすと、体調、気分の項目記入に自分の評価基準が定まらず、戸惑

いもあるが、面談によって基準を話しあい、平常時の自分の状態がどのあたりにあるの

か、把握し記入するようにしている。 

実際に感情の起伏が激しい方などは、グラフの変化で自分の気性について自覚を持て

るようになった。また、気持ちの波が把握できるようになり、気分が落ち込んでも、一

定期間で戻れることが分かり、気持ちが楽になったというケースもあった。また、言わ

れて仕方なく記入しているという場合でも、自分の体調を意識するようになったケース

もあった。 

一方で、ナビノートに記入しない（できない）理由を尋ねると、「面倒」「記入しなく

てもわかる」「忘れている」ということであった。記入しない利用者の生活状況や体調は

乱れているケースが多く、よりナビノートのような支援が必要であると思われる。記入

の方法を工夫する、必要性を実感できるようにするなど、個々に応じた対応が必要であ

る。 

ナビノートをつけて自分の状況を把握し、スケジュールを組んでもすぐに崩れてしま

う。体調の変化に気づいても対処できない。気分の向上の方法が見つからない。睡眠・

食欲の状況が改善されないなど、その後の対処方法に悩まれている方が多い。ナビノー

ト記入が直接の解決策とはならないが、支援の必要な部分が明確になるという点におい

て、ナビノートは支援において重要なポイントを担っていると考えられる。 
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（１）スタッフミーティングにおけるケース検討について 

―ケース・スタディ法を用いて― 

 ケース・スタディ法とは、「どこでも起こりそうな具体的なケース（事例、事件、出来

事）を素材として、個人またはグループで討議し、本質を究明し、問題点を分析したり、

解決策を立案したりすることによって、問題解決能力や意思決定能力などを開発するこ

とを目的として活用」されるもので、「参加者は提示された事例について考察することに

よって、類似の問題や状況における問題の解決に対する応用力を養成すること」ができ

るとされている。（「 」内、http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/31.shtml より

引用） 

 ケース・スタディの一般的な進め方は、以下の通りとされる。 

（http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/31.shtml より引用） 

 

【ケース・スタディの進め方】 

第１ステップ 導入とケースの提示（何を、どのように、何のために） 

↓ 

第２ステップ ケースの事実の認定（推測、解釈、創作をしない） 

↓ 

第３ステップ 色々な問題点の発見（問題と思われること） 

↓ 

第４ステップ 核心的な問題点（原因）の発見（基本的な問題点の抽出） 

↓ 

第５ステップ 色々な解決策を考える（代替策も含めて） 

↓ 

第６ステップ 最終的な解決策の決定（対策案の評価と意思決定） 

↓ 

第７ステップ フィードバック（受講者、担当講師からのコメント） 

 

佐藤氏からは、http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/31.shtml を参考に作成

された資料（※次頁参照）を提供していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/31.shtml
http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/31.shtml
http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/31.shtml
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【ケース・スタディについて】 

 

 

 

 

スタッフミーティングにおいてケース検討を行なうにあたり、まず、この上記資料を

もとにワークシート（※次頁参照）を作成し、選定したケースについて、当日までに各

スタッフが記入した。 
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【ケース・スタディ ワークシート】 

 

当日は、スタッフ６人で、ケース・スタディ法の概要を確認してから、スタッフの 1

人（スタッフＡ）が上記ワークシートにある６つのステップにそって進行役を務め、事

前に各スタッフが記入したワークシートをもとに検討を深め、最後に感想を共有した（約

１時間）。 

 ケース検討を行なった際の主なやりとりの内容は、下記を参照されたい。なお、やり

とりは、報告書作成にあたり、よりわかりやすく表記するという観点から、内容を損な

わない程度に実際のものを加筆修正したものである。また、個人情報保護の観点から、

ケースについては実際の状況とは異なる部分もある。 

 

ステップ 発言者 内容 コード 

（スタッフAの役割） 

１ 

 

スタッフA まず、ステップ 1 の導入とケースの提示ですが、今回は、田中さ

ん（仮名、利用者）のケースです。出席が安定せず、どのような形

でなら出席を安定させることができるか本人と話し合いながら取

り決めをしてきたが、現在も出席は安定していない。今後、どのよ

うなアプローチをとればよいか。ということですね。 

・導入とケースの提示 

 

 

 

２ 
スタッフA そして、ステップ 2 として、ケースの事実の認定ということで事

実関係を整理しました。出席が安定しないということで、いろいろ

なアプローチを取りました（→ワークシートをもとに、今まで行な

・事実関係の確認 

・発言の促し 
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ってきたアプローチを確認）。でも、やはり出席が安定していない

ということですね。この他、何か補足があれば教えてください。大

体こんな感じでいいでしょうか。 

３ 
スタッフA では、次のステップ３に進みます。いろいろな問題点の発見、洗い

出しということで、なぜこのような状況が起こっていると考えられ

るかということを、事前に、ワークシートを使って考えて来てもら

ったと思うので、自分はどう思うかということを言ってもらってい

いですか。ステップ 4 には進まずに、１人ずつ言ってもらえたら

と思うんです。では、Bさんからお願いしていいですか。 

・次のステップへの導

入 

・発言の促し 

 

スタッフB 

 

そうですね。まずは、環境に慣れてしまうとかえってできなくなっ

てくるという傾向があるのかなと思います。あと、仕事自体に飽き

てくる。それと、仕事に毎日行かなければという意識が持ちにくい

のかなと。興味がある仕事だとできると本人は言うのですが、実際

はどうかということがわからない。それと、そもそも今まで毎日継

続して出てきたということをやったことがないというのがあるか

なと思います。 

 

スタッフA 

 

わかりました。（スタッフ B の発言を手短に繰り返す。）では、他

のみなさんも、かぶっていてもいいので、考えてきてくださったこ

とを言ってもらえたら。Cさん、どうでしょうか。 

・発言内容の確認 

・発言の促し 

スタッフC 

 

かぶっているんですけど、仕事に飽きたっていうのと、あんまりお

金を必要としていなくてある程度のお金が稼げたらいいかなとい

う意識なのかもしれないと思いました。 

 

スタッフA 

 

わかりました。（スタッフ C の発言を手短に繰り返す。）では、D

さんはどうでしょう。 

・発言内容の確認 

・発言の促し 

スタッフD 

 

かぶっているんですけど、作業に飽きてきたっていうのと、必要最

低限だけ出たらいいっていうふうに思っておられるのかなと思い

ました。前の派遣社員の時とかでも、今のような感じで行っておら

れたんですよね。 

 

スタッフA 

 

長期間、今のような形での生活が続いているんじゃないかなという

ことですね。私もいくつか考えてきたんですけど、私もかぶってい

るんですが、作業が単調で面白みを感じにくいのかなというのと、

話をする時間がないというのが物足りないのかなというのと、お金

にそれほど困っていないのではということと、自分が何をやりたい

かとか、もっと大きく言うとどう生きたいかということが本人さん

自身もわからずにおられるのではないかなと思いました。では、E

さんは？今ぱっと思ったことでもいいですよ。 

・発言内容の確認 

・意見の提示 

・発言の促し 

スタッフE ワークシートを予め書いてなかったですが。理由はいろいろあると  
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 思うんですが、寝ている時間が長いということ。間に合う時間に起

きてさえいればとりあえず来られると思うんですけど、寝ている時

間が極端に長い、原因はわからないんですけどね。 

２ 
スタッフA 

 

ちなみにステップ 2 に戻るんですけど、本人さんの睡眠状況を知

っている人は？ 

・事実関係の確認 

スタッフB 

 

出勤できる時は、夜0時過ぎには寝て、朝6時半から7時に起き

て準備をして出てくる。起きれていない時は朝方まで寝られなくっ

て、朝方にふと寝てしまって気が付いたら夕方だったということも

あるし、前の日は早く寝たんだけど、朝一瞬起きかけてまた横にな

ってしまうことがあるというふうにきいています。 

 

スタッフD 利用開始されて、最初１ヶ月くらいは毎日来ておられましたよね。  

スタッフA そうですよね。  

スタッフC 急にですね。たぶん作業にも慣れてきたのと、当初メンバーが多か

ったんですよ、喋れるっていうのがあったので来ることができてい

たのかな。 

 

３ 
スタッフA 

 

なるほど。ステップ 3 ではいろんな意見が出ましたが、ざっと整

理をすると、環境に慣れてくるとだれてくるのかなということと、

仕事に飽きてくる傾向があるのかもしれない、毎日行かないといけ

ないという意識を持ちにくく、興味がある仕事にしてももしかした

ら来られないのではという推測、長年の生活の中で今のようなスタ

イルが身についているのではということと、お金を最低限さえ稼げ

たらそれでいい、今はある程度稼げているのでそれでいいと思って

おられるのかもしれないということと、寝ている時間が長いという

ことと、話す時間・相手がないということ、自分がこれからどうし

ていきたいかということがわからないということがあるのではな

いかということなど、いろいろ挙げてもらいました。次のステップ

4では、今挙げた問題点の中で根底にあること、ここが改善できた

らうまくいくんじゃないかということを検討できたらと思うんで

す。今、いろんな方向の問題点が出て来ていると思うんです。作業

内容に関すること、本人さんの意識、本人さんの生活リズム、大き

く言うとそれくらいと思うのですが。 

・挙がった意見の再提

示（確認） 

・次のステップへの導

入 

４ 

 

スタッフA 

 

では、核心的な問題点として、それぞれ考えてきてくださったこれ

じゃないかというのを、今出た意見を参考にしてやっぱりこれかも

と思ったらそれでもいいですし、出してみてもらってもいいです

か。ステップ 4 ですね。私は、お金にそれほど困っていないとい

うのが大きなこととして 1 つあるかなと思ったんですけど、どう

ですか。 

・次のステップへの導

入 

・発言の促し 

・意見の提示 
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スタッフC お金というのは思いますね。行く意味みたいなのもうすいのかな。  

スタッフB 

 

行く意味っていうのと似ていると思うんですけど、自分がどうなり

たいかというビジョンが描きづらくて、今のままでいいやみたいな

のがあるのかな。 

 

スタッフA 

 

どうなりたいかというビジョンが描きづらいというのは、どういう

ことから来ていそうというのはあったりされますか。 

・意見の掘り下げ 

スタッフE 

 

でも、どうなりたいかはなくても、とりあえず毎日行くものですっ

ていう人がいますよね。いやでも毎日行くものですっていうのがな

いのかな、いやいやでもお金は稼げなくても訓練だから行くんだっ

ていう。学校とかそうじゃないですか？毎日行きますよね、いやで

も。学校って、好きで行っていましたか？私はあんまり好きじゃな

かったんですが、毎日行くんだっていうね。 

 

スタッフD 単位さえ最低取れていたらいいっていう感じで行っていましたね。  

スタッフE 

 

どうなりたいかというのが見えてなくても行くものなんですよ、学

校とか、訓練とか、行くもんだって思っていますよね。 

 

スタッフD 

 

でも、それってなかなか難しいですよね。田中さんの立場だったら、

たぶん私、こういう状況になると思う。 

 

スタッフE 自分のぎりぎりラインを選択しているのかな。  

スタッフD 

 

そうです。でも、仕事に毎日来ているモチベーションってやっぱり

お金じゃないですか、稼がないとっていうのが私はあるので。なか

なか、行くものだっていうのは難しいですよね。 

 

スタッフE 

 

ほんとに困ったら働けるっていうのを経験しておられるっていう

のもあるんじゃないかと思うんです。利用期限がきれてほんとに困

ったら、なんとかして仕事見つけるって思っておられるのかな。 

 

スタッフA なんとかなるさ感みたいなものですかね。 ・発言内容の確認 

スタッフE なんとかしたことあるから。  

スタッフA なんとかなってきた経験があるということですね。 ・発言内容の確認 

スタッフD 最低限行けばいいみたいな感じだったのかどうか。  

スタッフC 

 

ほどよい距離感を保てるのがいいんじゃないのかな。行ったりちょ

っと休んだりみたいな感じで。 

 

スタッフA 

 

つかずはなれずみたいなことですか。それでやってきてうまいこと

いってきたからそれでいいんだっていう。 

・発言内容の確認 

スタッフC それで、今もそれを貫いているみたいな。  

スタッフD 

 

鈴木さん（仮名、利用者）は、何があっても行くみたいな、そうい

うふうに教え込まれてきたのかな。 

 

スタッフE そういう価値観をね。佐藤さん（仮名、利用者）もそうかもしれな  



35 

 

いですよね。 

スタッフC 田中さんの場合、周りも、あんまり行け行け言わなかったのかも。  

スタッフA 

 

今、ステップ 4 を整理すると、大きくあると 2 つあるかなと。お

金にそんなに困っていない、必要最低限だけでいいと思っているか

らモチベーションが上がりにくいんじゃないかっていうことと、も

う１つは自分がどうなりたいというビジョンがなく今のままでい

いと思っているのでは？ということがありそうかなと思いきや、実

はもしかしたら、本人さんの中でどうなりたい、なりたくない以前

に、今までの経験から言って、仕事はこういうものだという意識が

持ちにくいのかな、でもいいのか悪いのかうまくいってきた経験が

あるので、そういう今までの経験から、このままでいいやって思っ

ているっていうのもあるかもしれないという推測も出て来たかな

と思うんですが、仮にお金に困っていないということと、今までの

経験上、今のままでいいと思っておられるということがあって出席

が安定しないという状況が起こっているのだとしたら・・・ 

・挙がった意見の整理 

 

５ 
スタッフA 次、ステップ 5 なんですけど、どういうふうな解決策があるか。

今話し合って自分の中で出てきたことでもいいですし、事前に考え

て来てもらったことでもいいですし、どうですかね。・・・でも、

そもそも、今のままでいいやって思っておられるところにアプロー

チする必要があるかどうかということがまずあると思うんですけ

ど、みなさん、どうですか。 

・次のステップへの導

入 

・発言の促し 

スタッフC 

 

解決って難しいですよね。これからずっと、田中さん行きますよと

言って手をひっぱって行けないですよね。解決策じゃなくて、田中

さんのスタイルに合う仕事を見つけるしかないのかなとか・・・ 

 

スタッフD でも、決まった曜日だけ出てこられるかと言っても・・・  

スタッフC 毎日短時間だったら働けるかと言っても・・・  

スタッフE 

 

約束は守るものっていうのがあんまりないのかな。こちらが強制し

ているわけではなくて、田中さんは、自分から提案して、こうしま

すって言いますよね。半日でも週に 1 日でもこちらとしてはいい

んだけど・・・そこが守れていたら、それに合わせたスタイルの仕

事を探せるんだけど・・・約束ができないと、それも難しい。 

 

スタッフA 

 

なるほど。例えば、毎日来るということに重きをおくんじゃなくて、

約束を守りましょうというところにまずは焦点を当てたらどうか

ということですね。 

・発言内容の確認 

スタッフE 

 

約束は守るっていう、それが信頼関係の根底にあるみたいな、がち

っとしたのが難しいのかな・・・アルバイトでも何でも、約束だか

ら行きますよね。 
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スタッフA 

 

Bさんも、田中さんとの面談記録の中で、自分で決めたことは守る

みたいなことを書いておられましたよね。 

・発言の促し 

スタッフB 自分で決めた提案は守りましょうみたいなことをね。  

スタッフE それができたらっていう感じなんですよね、きっと。  

スタッフA 

 

出勤に限らず、自分で立てたものを自分で守るということがひとつ

課題かなと、そこにアプローチしていければいいのかなという感じ

でしょうか。 

・発言内容の確認 

 

６ 
スタッフA 具体的にどういうアプローチがいいですかね、ステップ 6 に入り

ましょうかね、約束を守ってもらえるためには・・・ 

・次のステップへの導

入 

・発言の促し 

スタッフE 守ったらいいことあるみたいな経験かな。彼女の中では、どういう

計算をしているんだろう。家族から仕送りをしてもらったらいける

というのがあるとしたら、そこは守ることができているんですよ

ね。 

 

スタッフA これくらい稼いでおかないとという最低ラインは守ることができ

ているのかなと。 

・発言内容の確認 

スタッフE 

 

かなと。こちらにわかりにくいだけで。決めたことをちゃんとやっ

たらいいことあるんだというリズムがついたらいいですよね、きっ

とね。 

 

スタッフC 私だったら、約束守るとか時間守るとかって、信用してもらいたい

とか、関係性とかいうことで自然に、社会人として、生きていく上

で必要だなって感じているんです。田中さんに、何でそこが必要な

のかっていうことを振り返ってもらうことも必要なのかなと思い

ました、今みんなの話をきいていて。約束って簡単なようで難しい

じゃないですか。 

 

スタッフD 難しいですよね、約束守るって。  

スタッフC 

 

難しいですよね、集合時間に来るとかね、私も難しいですもん。私

は、約束を守れなかったら、ごめんごめんとか、いろいろ取り繕っ

たりとかするけれども、田中さんの場合は・・・？ 

 

スタッフA 

 

Cさんが振り返るって言ってくれているのは、約束は何で必要なん

だっていうのを伝えながら一緒に考えるみたいなイメージなんで

すかね。 

・発言内容の確認 

スタッフC はい。  

スタッフA 仕事に就かれる上では約束を守ってもらうっていうことは大事な

ことだから、守っていってもらえるように、例えば守れなかった時

に、何で守れなかったんだろうか、約束はこういうものなんだ、こ

・まとめ 
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ういうことだから約束は生きていく上では必要なんだっていうこ

とを支援者と丁寧に振り返っていくっていうことがいいのかなと

いう、最終的にはそういう話になったかと思いますが、みなさん、

異論はないですか。 

スタッフD 

 

・・・・・今ふと思い出したんですけど、田中さんって、長生きし

たくないって言われるんです。なので、生きていくために必要って

言ったって別に長生きしたいと思ってないって話になるかなと。 

 

スタッフE 

 

難しいですね。信頼損ねますよって言っても、嫌われたって平気み

たいになると・・・ 

 

スタッフA そうですね・・・そうなると、また他のアプローチを考えていかな

いといけなくなりますね。 

・まとめ 

感
想
の
共
有 

スタッフA ここからは、ケース・スタディをやってみてどうだったかというこ

とを話せたらと思うんですけれど。 

・感想の促し 

スタッフE いろんな見方が出てきて、段階をおって考えを整理しながら解決策

を探っていくっていうやり方、すごくいいと思います。ふだん、あ

あだよなこうだよなって言うけど、特に整理されずに終わっている

感じがあるので。みんなが、いろんな角度から見て接している様子

が感じられました。 

 

スタッフA 区切ってあると整理しやすかったなっていうのはあったっていう

ことですかね。 

・発言内容の確認 

スタッフE そうです、自分の主観に走らないでしゃべれるというか。何ていう

のか、ステップがあるからっていうのもあるかもしれないけど、あ

きらめない感じがするんです。ふだん会話しているとステップ３く

らいで終わるんですけど、それをもうちょっと深めていって、対策

を考えていってやってみようっていうところまでいくと、なんか整

理されていくっていうか、あきらめない支援につながっていくかな

っていう感じがして。 

 

スタッフA ぼやっとしたまま終わるんじゃなくて、そこからもうひと押しみた

いな感じができるかなという。 

・発言内容の確認 

スタッフE おもしろい、時間があったらみんなのやりたいなという感じです

ね。 

 

スタッフA 逆にちょっとここはいつもと違ってやりにくかったっていうこと

が感じられたりとかはありますか。 

・感想の促し 

スタッフB 整理できたように思います。毎日どう出てもらうかって思っていた

のが、よく考えてみたら約束っていうことに実はポイントがあった

っていうのが段階追っていったので、しっかりみることができたと

思います。やっぱりそれがなかったら、今日来られなかった、明日
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どうしようどうしようとか、出てもらうことばっかりに主観がいっ

ていたのかなとも思うので、やっぱり段階を追って整理していくっ

ていうのは大事ですね。 

スタッフA 焦点を置くところが、段階を追うことで変わっていったかなと。 ・発言内容の確認 

スタッフB うん。いろんな人の意見も出て。  

スタッフC いろいろな問題点は出せるんですけど、核心的な問題点っていうの

がなかなかしぼりにくかったなぁっていうのはあります。 

 

スタッフD でも、ひとりで考えているより、話していると出てくるなって。  

スタッフC いろいろな問題点といろいろな解決策だけでいいんじゃないかな。

最終的なっていうのは誰が決定するのかな。１の解決策をやってみ

て、これはうまくいかなかったな、次とか。あんまり決めつけなく

てもいいのかなと。 

・感想 

スタッフF ステップ４は、いろいろ出てきたことを整理をするところだと思い

ます。ステップ６も同じだと思うんです。こういう解決策あるよね

っていろいろ出てきた中で、もうちょっと整理するっていう位置づ

けなんじゃないかと。 

やっぱり事実が先に出てくるから、事実に対する議論はしやすいの

かなっていう感じかな、感情が入ってないから。事実に基づいてど

ういう課題があるのかっていうのは議論しやすくなるだろうなと

は思いますね。 
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事 例    長谷川さん     利用開始年齢28歳  アスペルガー症候群 

 

《利用目的と支援の方向性》 

 ひきこもり暦５年の長谷川さん。本人もこの状態が良いと思っていなかったが、自分

では何ともできず、両親が本人に勧めたことで利用を開始した。 

 当初の支援目標は生活リズムを整え、昼夜逆転の生活から脱却することであった。２

年間、日中活動支援と生活支援を実施して、ひきこもり状態から、何かしらの日中活動

ができるようになるため、支援をすることであった。 

《事業利用開始後》 

 利用開始後４日目で、日中活動に通うことができない状況になった。そのため、ジョ

ブカレドリーム（アパート）でひきこもり、昼夜逆転の生活を送っていた。しかし、私

たちはアパートで何度も本人と話し、興味・関心のあることを聞く、あるいは、さまざ

まな場所に出掛けた。そうした取り組みの中で、手芸に興味があり、実際に自分で作る

こともしていたということがわかりアパートで封入作業をする活動を取り入れた。また、

外に出るための仕掛けとして、ポスティングの仕事も取り入れた。活動は９時から１６

時の間で行うこととしたことで、昼夜逆転の解消、生活リズムを整えることとなった。

こうした取り組みを続けることで、ひきこもりの状態から徐々にエネルギーを蓄え、少

しずつ他の活動も行いたいという意欲が本人に芽生えてきた。 

《就職活動に向けて》 

 日中活動が軌道に乗り始め、生活リズムがついて来たため、新たな取り組みを提案し

た。それは、工場内で行う内職仕事である。多くの従業員が通う工場で働くということ

である。企業側に理解があり、配慮された環境を整えられるということでの提案だった。

本人の、「働いてみたい。」という意思表示があり、チャレンジした結果、実際に働けた

ことは本人の自信に繋がった。仕事終了後には振り返りの時間を設け、仕事に対する不

安の解消、自己理解を促す支援を行った。 

 およそ、１年、工場での作業、食品加工場での実習等を通して、本人は「自分は就職

出来るのではないか。」と思えるようになっていった。その後、「集団面接会に参加した

い。」との希望である会社の採用試験を受け、見事採用された。 

 現在もその会社で働き続けている。当初の目標を大きくクリアし、就職までつながっ

たのは、ひきこもる場所が支援者の目の届く範囲であったこと、日中の支援と生活の支

援を一体的に行っていたことでの支援の手厚さがその要因ではないかと考える。しかし、

そもそも、本人ががんばったことが一番の要因であると思っている。私たちにも、成功

体験をもたらしてくれた長谷川さんに感謝している。 
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（２）第2回支援者養成部門会議におけるケース検討について 

―インシデント・プロセス法を用いて― 

 インシデント・プロセス法とは、ケース・スタディ法の一種である。インシデントと

は、ある小さな出来事のことを指し、参加者には、始めに発端となるインシデントが提

示された後、質問によって、その出来事の背景や、原因となる情報を収集し、それに基

づいて問題を分析し、対策を考えていく。通常のケース・スタディでは、あらかじめ事

件・出来事の全容が提示されるが、インシデント・プロセス法では、情報を収集しなが

ら問題を解明していくプロセスに重点が置かれるのが特徴とされている。  

 イ ンシデント・プロセスの一般的な進め方は、以下の通りとされる

（http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/32.shtml より引用）。 

 

【インシデント・プロセスの進め方】 

第１ステップ インシデントの提示 

↓ 

第２ステップ 事実・情報の収集 

↓ 

第３ステップ 解決すべき問題は何か 

↓ 

第４ステップ 解決策の立案とその理由 

↓ 

第５ステップ このケースから何を学んだか 

 

当日は、肥後氏と佐藤氏にファシリテーターを依頼し、スタッフ７人でそのうちの１

人(スタッフＡ)が事例提供者となり、３人ずつの２グループに分かれ、検討を行なった。

なお、肥後氏からは、このインシデント・プロセス法による検討がより有用な形でなさ

れるために、下記のようなルールが提示された。 

 

【話し合いの3つのルール】 

・相談者を支援することを目的とする。（相談者が他者を支援していることから派生する問題で

あれば、相談者を支援することを通して、その他者を支援すると考える） 

・問題になるテーマに関して、専門的な知識がある/ない、詳しい/詳しくないといった基準や

意見は持ち出さない。 

・相談者を批判しない。もし自分が相談者ならどうするといった視点で意見交換を行なう。 

  

ケース検討を行なった際のやりとりの主な内容は、下記を参照されたい。今回は、ス

タッフがケースを検討する方法自体を学ぶという意味合いもあったため、ファシリテー

ターの役割の解説などもなされている。また、最後には、ケースを通して学んだことだ

http://noukai.tetras.uitec.jeed.or.jp/giho/32.shtml
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けではなく、インシデント・プロセスというケース検討法を体験してみての感想も共有

した（約1時間）。なお、やりとりは、報告書作成にあたり、よりわかりやすく表記する

という観点から、内容を損なわない程度に実際のものを加筆修正したものである。また、

個人情報保護の観点から、ケースについては実際の状況とは異なる部分もある。 

 

ステップ 発言者  内容  コード 

（ファシリテーターの役割） 

１ 
スタッフA 資料に基づいて、ケースの説明(概要：実習に通っているある

女性利用者について。実習先の担当者から指摘を受けた際、な

ぜそのような対処をしたかということを説明したかっただけ

なのに、それを言い訳と捉えられてしまったことに悩んでおら

れる)。 

 

スタッフA 面談時、本人に対してどのように伝えたらいいかということに

とても戸惑ったんです。やりとりについて共有し、助言等いた

だけたらと思います。 

 

ファシリテーター 相談のポイントは？ ・相談目的の明確化 

スタッフA 本人は、説明を言い訳ととられてしまうとおっしゃっていたの

ですが、それは他者から見たら言い訳だということを伝える方

がよかったのか、彼女にとってどのようにしたらよかったのだ

ろうかということですね。字義通りにとってしまうということ

がトラブルにならないように、本人に対してどのように働きか

けたらよかっただろうかと・・・ 

 

ファシリテーター ポイントを明確した方が話し合いが拡散しにくく、話が整理し

やすいですね。それは言い訳だということを、本人に納得して

もらいたいということですか。 

・相談目的の明確化 

スタッフA それと、あとは今後言い訳として使わないようにということで

すね。 

 

ファシリテーター 本人にとって、それは可能でしょうか、どうでしょうか。  

スタッフA 難しいかもしれないですね。  

ファシリテーター 問題の解き方もいろいろあって。それは言い訳であるというこ

とを本人に納得させることで今後言い訳をしないようにして

いくのか、それとも、どういうふうにしたらトラブルにならな

いか対応の方法を教えていくのか。問題の設定の仕方として、

どのような設定の仕方がいいでしょうかね。説得の方法を検討

するという方法もあるし、どのような場面対応の力をつけても

らえるとよいのかということを検討するという方法もありま

す。 

・解決方法の具体化 
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スタッフA 後者ですかね。  

ファシリテーター 解き方もバリエーションを広げて解いていくということでよ

いですか。 

 

スタッフA はい。  

ファシリテーター Aさんを支援するということを目的として、専門ではないと

か、本人のことをよく知らないとかは関係なく、今ある情報で

積極的に考えてもらいたいと思います。また、私ならどうする

かということで考えてもらいたいと思います。 

・グループ討議のルー

ルの提示 

２ 
ファシリテーター まず、この問題を解くためにどのような情報がほしいか、Aさ

んへの質問をしてもらえたらと思います。質問時間以外は質問

は受け付けませんよ。質問タイプは10分、プラスアルファで

2，3分という感じでいきましょうか。 

・次のステップへの導

入 

スタッフB 本人は、いきなりAさんに話しかけてこられたんですか？  

スタッフA 前々からこういう状況をきいてはいたんですが、この時はあら

ためて電話がかかってきて、相談したいですということで、相

談の部屋にいらっしゃったという経緯があります。 

 

ファシリテーター どうですか？手を挙げなくてもいいですからね。 ・発言の促し 

スタッフC Aさんは、本人がどんなふうに詫びたか確認しましたか？  

スタッフA はい。内容としては、なぜミスしたかということを克明に説明

しているというものでした。 

 

スタッフD Aさんは、本人の上司とは会われたことはあるんですか？  

スタッフA この時点ではお会いしたことがないという状況でした。  

スタッフD では、この時は、その上司の方がどのようなキャラクターのか

たかイメージがないまま。 

 

スタッフA そうですね。  

ファシリテーター 本人のミスの説明の中から、こうしたらいいねということを導

き出せそうな中身はあったのかな？ 

・質問（発言の促し） 

スタッフA 本人としては致し方ないという感じなんですけど、おそらくミ

スの説明で火に油を注ぐ感じになる内容だったと記憶してい

ます。 

 

ファシリテーター 自発的にお詫びに行かれたんですかね？誰かに言われたと

か？  

・質問（発言の促し） 

スタッフA いえ、誰かにとかではないと思います。自発的に。とにかく事

情を説明しないといけないという一心だったんだと思います。 

 

ファシリテーター 他どうですか？時間がだんだん少なくなっていますが。 ・発言の促し 
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例えば、別のやり方でお詫びするじゃないですけど、他にどん

なやり方あるでしょうね、と言ったら返ってきそうですか？何

が悪かったかじゃなくて、他にはどんなやり方がありますか

ね、みたいな。 

・質問（発言の促し） 

スタッフA 本人としては、一生懸命説明して悪い所を指摘してほしいんだ

と。こうしたらいいんじゃないですか？とアドバイスがほしい

ので一生懸命説明をさせてもらうんだということなんだそう

です。なので、おそらく他の発想は難しいのではないかなとい

う感じがします。 

 

ファシリテーター これ以外には、他に何かいい方法はありますか？とか、その場

できいて出てきそうな気がしますか？ 

・質問（発言の促し） 

スタッフA ちょっと難しそうですかね。でもどうでしょう、私も実際きい

たことがないですね。 

 

ファシリテーター どうでしょうか、よろしいでしょうか。まだききたいことがあ

ります？いいですかね、よろしいですか？もう二度ときけませ

んよ（笑）。もう1分くらい考えますか？自分で解くんですか

らね、この問題は。もう1分くらい待ちましょう。 

話している時に、話の整理って会話で十分成り立っていきま

す？それとも書いた方が成り立ちやすいですか？ 

・発言の促し 

・質問（発言の促し） 

スタッフA 会話自体は口頭で成り立っているなという感触はあります。  

ファシリテーター ごちゃごちゃしている時にはどうですか？ ・質問 

スタッフA そうですね、例えば、できていること・できていないことを書

き出してみたりとか。 

 

ファシリテーター 書くとより整理される感じですかね。  

スタッフA 書くとより整理されるというのはあると思います。  

ファシリテーター じゃあ、いいですか、そろそろ、よろしいでしょうか。 ・次のステップへの導

入 

３ 
ファシリテーター スタッフは 6 人いるので、3 人 3 人でグループを分け、案を

練ってもらいたいと思います。今得た情報や、各自が持ってい

るアイディアを含め、本人がこの状況を切り抜けるために自分

だったらどのようにアドバイスをするか等話し合ってもらい、

最後に発表してもらいます。Aさんは、みんなから少し離れて、

こちらへ来てください。グループでの話し合いの時間は15分

にします。まず、司会を 1 人決めてから話し合いを始めてく

ださい。 

・グループ分け 

・グループ討議時間の

設定 

各グループで話し合い。(時間を4分延長) ※途中、ファシリテー
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ターによるタイム

キープの発言あり。 

４ 
ファシリテーター では、グループで出た案を発表してもらいたいと思います。今

日のテーマは？ 

・次のステップへの導

入 

・発言の促し 

・ワーク(支援会議)の

目的の再確認 

スタッフE Aさんをサポートすること。  

ファシリテーター このワークが成功か失敗かは、Aさんが話して良かったと思え

るかどうかですからね。 

 

スタッフE こちらのグループで話し合ったのは、本人はこの相談に何を求

めておられるのだろうか？ただ話をきいてほしいだけかもし

れないし、アドバイスが何らかほしいのかもしれない。まず、

本人がこの相談に何を求めているのかということを本人にき

いてみたらいいのではないかという意見が出ました。というの

も、もし A さんの立場だったら、本人の気持ちもよくわかる

し聞いて差し上げたいし、でも一方では社会に適応していくた

めには・・・というところで、Aさんもとても迷いながら相談

を受けておられたのではないかと思いました。なので、初めに

本人がどのようなことを相談に求めておられるのかというこ

とを明確にできると、こちらのスタンスも定めやすいのではと

いう意見が出ました。あとは、その場では形として謝罪をする

必要があるということをお伝えして、その場で思ったこと(説

明など)は家族やスタッフ等職場には関係のないところで話し

てはということを伝えてみてはどうかという意見も出ました。 

 

ファシリテーター なるほど。では、そちらのグループはどうですか。 ・発言の促し 

スタッフC お詫びをしたいというところがこの面談のテーマだったので

はと思われるのですが、話が広がっているので、今日の面談テ

ーマを“失敗した時に相手にどう伝えるか？”ということを2

人で確認し、そこからそれずにしゃべるのがよかったのではな

いかという意見が出ました。そもそも、担当者は詫びてほしい

と思っているかも含めて話していく、一般的に仕事では詫びを

求めるのではなく、仕事のミスは仕事で挽回するんだというこ

とを伝える、相手は説明を求めているわけではないということ

を伝えるなど。面談の方法としては、コミック会話等いろいろ

あると思われますが、ポイントからそれずに話せたらいいので

はという意見が出ました。 
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５ 
ファシリテーター こちらでは、詫びの気持ちを伝える時はどのようにした方が伝

わるのかという議論をしてもいいのではないかと私は思った、

という話を A さんとしていました。今までの提案をきいてみ

て、Aさんは？ 

・別の解決方法の提示 

・次のステップへの導

入 

・感想の促し 

スタッフA 自分が本人に対してどうしてあげたいかが不明確だったのだ

と思います。面談のテーマや目的がぼやけていたなと。スター

トの時点でもう少し丁寧にいかないといけないということと、

お詫びを伝える方法を広げるチャンスだったのだなと思いま

した。 

 

ファシリテーター 話してよかったですか。 ・目的達成の確認 

スタッフA はい。  

ファシリテーター インシデントはケース会議の仕方を学ぶためのものなので、こ

のあと、こういうのはよかった、僕はこう思う、こうすればも

っとよかったということを話し合うこともあるし、時間がなけ

ればこのまま終わることもあるし、グループで感想を話し合う

時間をとることもあります。Fさんは、この方法を試してみて

どうでしたか。 

・インシデント・プロ

セス法の解説 

・感想の促し 

スタッフF よかったと思います。ふだんだと、支援した人を責める形にな

ってしまう時があるんですけど、こうやってしゃべることで自

分だったらどうするか？と自分の勉強にもなるし、支援した人

が悪いということにもならないし、面白いし楽しいなと。みん

なで情報も共有できてよかったです。 

 

ファシリテーター 今回、みなさん、それぞれがこのケースの方やその取り組みを

知っているのでやりにくい部分があったと思います。でも、逆

に言えば知っているようで知らないこともあるし、共有してい

くことは大事かなと思いますね。Bさんは？ 

・感想の促し 

スタッフB 私も、よかったと思います。ふだん、ここはもっとつっこんで

きいたら？とか言ってしまいがちなんですけど、自分だったら

どうかということを想定しながら話し合いができた感じだっ

たので、冷静に振り返られるポイントにもなったし、私自身も

気を付けないといけない部分とか、プラスになったグループワ

ークでした。 

 

ファシリテーター よかった。Eさんは？ ・感想の促し 

スタッフE (それぞれのグループにはファシリテーターはいないとして

も、)この全体の場には、ファシリテートをする人がいるとい

うことですなんですね。 

 

ファシリテーター この方法だと、ファシリテーターには、ネガティブな印象を与 ・ファシリテーターの
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えずに時間をコントロールするスキルが必要かなと思います。

また、グループでの討議内容の発表の際に、“こうされたら”

ではなく、“私たちだったらこうするかな”という伝え方をす

ると、もっとケース提供者が楽になると思いますよ。ケース提

供者にしたら、あなたはそうするんだときける、でもそれは提

案なので、それを選ぶかどうかは私、ということになる。相手

にどう伝わるかという話ですね。そちらのグループは？ 

役割についての解説 

・発表時の留意点につ

いての解説 

・感想の促し 

スタッフD 実際のワークの場にいられてよかったです。“こうされたら”

と、“私だったらこうする”というのはニュアンスの差はけっ

こう大きいと思います。悪気はないとしても、どうしても前者

になりがちということが改めてわかりました。ルールで確認し

ていても、どうしてもそういうニュアンスで伝わる場合もある

と感じました。 

 

ファシリテーター そのことが本人が抱えていることでもあるんですね。自分の悪

いことを指摘してもらおうと説明したら言い訳と捉えられて

しまう。それをどう伝えていけばいいのか？自分が失敗したこ

とはわかっていて、そこをどうリカバリーするのかということ

をやっているのだけれど、いつもリカバリーもなかなかうまく

いかない。だから、話をきいてもらいたいというのもあっただ

ろうと思います。失敗をしていくことが変化をするチャンスな

んだけれども、どう変化していけばいいかを教えるというのも

1つというのが私の考え方です。 

大体今のプラスアルファの部分を省くと、35分40分くらい

で終えられているんじゃないかと思います。短かったらいいと

いうわけでも長かったらいいというわけでもないです。時間を

設定し、守っていくことで集中度を上げていくという部分もあ

ると思います。 

・ケースの解説 

・時間設定についての

解説 

スタッフ一同 ありがとうございました。  
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ジョブカレの取り組み④  ドリームミーティングについて 

  

ジョブカレ開講から 1 年ほど経過し、ドリームハイツのゴミ出しや、ルールの変更な

ど、全員に周知する必要が生じ、利用者を集めてミーティングを開くことになった。（ド

リームミーティング）。ドリームのルールを守ることは、一人暮らしをする場合にも地域

の決まりごとを守ることにつながる。また、困りごとをスタッフに直接発信するのが苦

手な人は、ミーティングが発信の場にもなる。以降定期的に月に１度なるべく全員が揃

う１９時からに設定した。 

ある月のミーティングのテーマでは「指定された日にゴミを出しましょう」というこ

とで話し合いをした。その中で、「指定された日にゴミを出せないのは、帰省の前に掃除

をして出たゴミを部屋に置いて留守にできないから」という理由であるなど、その利用

者なりの優先順位や自分ルールができていることもあった。あるいは、「分別の仕方やゴ

ミを出すタイミングなどがわからない。」「今はまだ捨てる必要がないが、電池を捨てな

ければならなくなった時にどう捨てたら良いか」など細かい部分について確認が必要な

利用者もいることがわかった。「ルールを守ろうとするあまり、破ってしまったらどうし

よう」という考え方をしている利用者もいた。ミーティングは、利用者それぞれの特性

をスタッフが知る機会にもなった。 

また、ミーティングに参加している利用者からは、「他の利用者のいろいろな意見に共

感した。」「自分とは別のやり方や考え方があることを知る場にもなった。」などの感想も

語られた。 

ジョブカレミーティングをとおして、様々な話し合いがなされ、利用者が住みやすい

環境を整え、ルールを作る場として有効である。今、共有ルームには、掃除機、布団乾

燥機、パソコン、ノイズキャンセリングを貸し出し備品としている。これらはジョブカ

レミーティングで出された困りごとから用意したものである。 
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第Ⅵ章 事業所認証について 

本事業の目的である事業所認証制度について、１つは事業所内に専門性を持った支援

者の存在が基本になるのではないかと考えた。２つ目は、事業所全体のレベルアップの

ため、事業所内で支援者を育成できる仕組みづくりが重要になってくる、と思われた。

そのため、「事業所で専門性をもった人材をどのように育成したら良いか」という視点で、

人材育成プログラムについて検討し、支援者養成プログラムを作成し、実施した。 

 また、支援者の専門性だけでは事業所として機能しないと思われる。そのため、どの

ような事業所であれば発達障害のある人を受け入れられるかを検討する必要もあると考

え、発達障害者を受け入れられる事業所としての条件について考察を行なった。 

 

１．人材育成ができる事業所 

 事業所の内部研修として発達障害の基本的な障害特性の理解から、支援に必要な知識、

支援スキルについて、各個人が調査し、発表するという形式で実施した。また、外部か

ら講師を招き、発達障害についての理解や対応についての講義やスーパーバイザーによ

るケース検討を実施した。あわせて、他の団体等が主催する研修会にも参加し、いろい

ろな側面から発達障害についての理解を深めた。各支援者がこの１年で受けた研修と振

り返りについて記録してもらったが、共通する意見としては、障害特性の理解の上に支

援があること。アセスメント能力が必要であるということ。チームアプローチの大切さ

等があげられていた。また、実際に利用者と関わってこそ、研修で得た知識が生きると

いう当たり前のことを再認識した支援者もいた。人材育成の基本となる考え方として、

障害特性の理解が無ければ、『支援の質が担保できないし、支援の方向性も間違ってしま

う可能性がある』ということの理解を促しながら、研修で得た知識、技術をいかに実践

の場で自分のものにしていくかをサポートする体制を整える（サポート出来る専門性を

もったスーパーバイザーの存在）OJTが大切だということが言える。 

 

２．専門性を持った支援者 

 人材育成を行う上で必要な専門性をもった支援者とは、どんな支援者であるかという

ことだが、まずは、発達障害の特性を理解していることが前提となるため、その部分に

ついての知識が必要となることは言うまでもない。その上で、相談援助技術を持ち、障

害特性をふまえたアセスメント（見立て）ができ、個別支援計画が作成できることが必

要となる。また、チームアプローチを行なうためのOJT、様々な事例に対応できる引き

出しを持っていること、困難に対処できる方法を探し続けられる、等のことが考えられ

る。 

 このような支援者を養成するためには、滋賀県で実施しているキーパーソン養成事業

の研修課程の再構築を行うことで、支援現場の支援者養成課程を作成し、その修了を持

って認定する等の方法が必要になってくると思われる。 



49 

 

 もう１つの専門性として考えられるのが、利用者に対してどのような方向性で支援を

行うのかを明確にするということである。わかりやすく言えば、一般就労、ひとり暮ら

しということになるが、その根底をなす部分に対する支援をするスキルが専門性だとい

える。 

ジョブカレでは、利用者に対し、様々な支援プログラムを提供すると同時に振り返り

を行いながら、本人に気づきを促し自己理解を深める支援を行っている。それは、自己

理解を深める支援と同時に、行動を選定するスキルや支援を受けるスキルを高めていく

ことで、核となる行動を獲得できると考えられるからである。そのために、支援者には、

利用者の振り返りを行うスキル、気づきを促す仕掛けを作るスキルなども必要で、そこ

を理解し、そのスキルを持つためのOJTを日々行っている。 

 

３．発達障害者を受け入れられる事業所 

 事業所認証制度を考える上で、専門性を持った支援者の存在は必要不可欠である。一

方で、事業所としてどう機能するかを考える必要がある。そのための視点が２つある。

１つ目は、専門性をもった支援者が有効に機能しているかどうか。２つ目は、事業所全

体として発達障害者を受け止める体制（チームアプローチ）が整っているかどうか、と

いうことである。 
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ジョブカレの取り組み⑤   面談について 

 

生活場面での面談内容は、職業相談や体調、金銭管理、感情コントロールなど多岐に

わたっている。週 1 回、30 分程度の定期面談と、随時相談できる体制を利用者に伝え

ている。面談に留意点は次の通りである。 

１、面談の目的を明確にする。１回の面談のテーマは、１つに設定し、多くの情報で

お互いに混乱したり収集がつかなくなることを避ける。 

２、面談中で話した内容を記録する。カーボン用紙を挟み、複写を本人に渡す。 

３、面談の会話を叙述形式で記録する。 

４、他のスタッフと共有する。 

 ジョブカレ支援の 3 つの柱である「自己理解を促すための支援」には、日々の振り返

りが大きな意味を持つ。事象やその時の感情を振り返ることで、「どんな時にどう思いど

う行動したのか」が見えてくる。それを繰りかえすことによって、自分の行動パターン

や、思考のパターンが分かり、自己理解につながっていく。スタッフは自分の価値観を

押し付けず、感情を交えずに、面談の中で事実と感情が整理されていくことに注意を払

う必要がある。情報を整理した中で、スタッフが問題を共有し、解決策を探っていく。 

利用開始間もない時期には、生活リズムの確立が大切であるため、日中活動への支障

がないように、面談で生活習慣の確認をする。面談の中で得た情報から、本人の生活リ

ズムを確認し、スケジュールの組立や、生活習慣についてのアドバイスをしていく。 

本人が支援の必要性を感じていない、あるいは気付かない場合も多い。その場合も、

留意する点は同様であるが、「支援を受けるために、どう発信するか」ということも伝え

ていく。「支援を受けるためのスキル獲得支援」として、相談したいことをどうスタッフ

に伝えるかを考え、経験してもらう必要がある。自分の行動（発信）が、助けてもらっ

て良かったという体験に繋がるように心がける。初めは発信の仕方に慣れておらず、面

談を受け身にとらえていることが多いが、成功した体験が次の発信に繋がっていく。発

信が上手く伝わらなくても、支援者は根気強く段階を待つことも必要である。 

逆に、自分で考え行動することができたとしても、支援者に面談を求めてくる場合が

ある。その理由が何かを見つけ出し、コミュニケーションの取り方、余暇の過ごし方な

どの課題を、次の面談のテーマにすることもある。 

雑談や行動の中から生活上のルールが守れないなど問題と思われる時は、支援者から

面談を提案することもある。その場合「面談が説教の場」にならないような配慮が要る。  

面談をいつでも受けられるオープンな姿勢と、何でも話せる信頼できる支援者である

ことが面談の第一歩である。  
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第Ⅶ章 成果と課題 

 

１．日中支援の視点から 倉本義則（京都女子大学 教授） 

日中支援活動に関する３年間の取り組みは、基本的なプログラム構成の検討から始ま

った。検討に際しては、限られた支援期間の中で一般就労を意識した支援を行うことや

障害特性などを踏まえ、まず、より重要と考えられる「核となる行動や知識」を同定し、

その獲得を目指すものとすること、その上で必要かつ可能な範囲でのバリエーションを

加え、できるだけさまざまな体験ができるものとすることを方針とした。加えて、高機

能発達障害の利用者を想定し、自身の自己理解の促進が本質的に重要であることを確認

した。それらのことをふまえた上で、「日中プログラム一覧」が整理された。個々のメニ

ュー（「日中プログラム一覧」にある各プログラム）では、それぞれ目的や手順、実施形

態、アセスメントの視点などを明示している。これは、誤解・誤用を防ぐことや修正を

行う場合の効率化に寄与するものである。いずれにしてもこのプログラムは、経験が不

足・偏りがちな、あるいは離職、不適応などの失敗経験の多い利用者が取り組みやすい

ように配慮しつつ、必要と考えられるメニューを集約したものとなっており、汎用性の

高いものであるといえよう。 

 多様な利用者個々に対する効果的支援を考えるためには、利用者の状態の確認、個別

目標の設定、プログラムの個別化または修正等が不可欠である。それに資するためにア

セスメントについて継続的に検討が行われ、最終的に別掲のとおり「就労移行のための

総合支援シート」を試作した。これは利用者の状態や支援状況・経過等の情報を一元的

に集約し、個別支援計画との関係が明確であり、かつ、他機関への引き継ぎなどに容易

に接続できることを意図し、また、支援と利用者の自己評価との関係を意識したものと

なっている。今後、使い勝手などの点で検証を重ねる必要はあるものの、多角的なアセ

スメント情報を集約する先駆的な取り組みであるといえる。 

 こうした土台作りを行いつつ、実際の支援方法についても部門会議における事例検討

などを通じて議論を重ねてきた。さまざまな話題が取り上げられたが、なかでも繰り返

し確認されたのは、支援者からの常時のアドバイス・一方的な指導では無く、利用者が

気づき、行動できるようになることを支援する、利用者の自信につながるような支援を

行う、利用者が実際に活用できるようになることを含めてスキル獲得支援を行うことが

重要であるなどの点である。あわせて、これらを実現するためには、発達障害の理解や

個別情報等の把握が不可欠であることもさまざまな事例で話題となった。このように、

実際の支援では、単にスキルを獲得したか否か、就労可能かどうかという次元ではなく、

利用者の生きづらさに関係する部分の改善に焦点を当てていることがわかる。言い換え

れば、就労を含め社会への適応性を高めることを意識した支援であるといえよう。 

 以上のように、この３年の間にプログラムやアセスメントなど支援を行っていく上で

の構造を作り、支援のノウハウを着実に蓄積してきた。今後は、支援者側としてはその
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ノウハウを整理、分析するとともに、支援者間で共有する手立てを検討することが一層

大切になるであろう。また、こうした事業が広範囲で実施されれば、利用者にとっては、

特に不適応状態にあっても既存のさまざまな支援機関を利用することに躊躇や違和感を

感じる障害者にとって、貴重な社会資源となるであろう。 

 

２．生活支援の視点から 八木成和（四天王寺大学 教授） 

本事業では、就労に向けた日中支援と共に、自立に向けた生活支援が行われてきた。

この生活支援においては「ドリーム」を起点とした宿泊を伴う支援内容であった。就労

に向けた支援が安定するためには普段の生活の安定が必要であり、一人で生活すること

を前提とした宿泊を伴う取り組みは非常に有効な支援である。本事業で開発された体制

づくりと支援方法は、日々の就労時の食事、洗濯、掃除等の生活管理から休日の余暇の

時間の過ごし方まで自立に向けた日常生活をサポートできるものである。 

 そして、平成 26 年度には、就労移行とひとり暮らしへの移行のための総合支援シー

トと自己評価表を作成した。これは、現在のスキルと状態を把握し、個別支援計画を作

成し、モニタリングしながら検討し、最終的に次の段階への引き継ぎという流れに沿っ

たものである。3 年間、支援する中で様々なツールを参考にしながら、抽出された項目

であり、今後、他機関でも基本的なツールの１つとして使用できるものである。 

 ところで、本事業に参加する中で見えてきた生活支援の困難さについて述べる。第一

に、日常生活は就労と異なり、個々に多様な生活スタイルがあり、柔軟性があるという

ことである。私たちは、地域社会や文化、家庭環境から大きな影響を受けながら育って

きている。私たちは、その中で習慣や対人関係のスタイルを身に付けて生きている。そ

こで身に付けたものは定型発達の人であっても様々である。そのため、一概に基準を作

ることが難しい内容である。例えば、「毎日、入浴できる」という基準の場合、私たちで

あっても邪魔くさくて入浴しない場合や体調が悪くて入浴しない方が良いと判断して入

浴しない場合もある。自閉症スペクトラムの特徴をもつ方にとっては、この柔軟性がど

の程度あるかが重要である。しかし、その時の健康状態や周囲の人が不快でない程度と

しか説明できないものでもある。個々に異なる生活スタイルでは、この「程度」の枠づ

けを個々の特徴を把握しながら適応レベルかどうかを適宜判断しながら、対応するしか

ないと思われる。 

 第二に、発達の観点である。本事業では高校卒業後の若者から就労経験のある 40 歳

代の成人まで幅広く対象としてきた。20歳前後の若者は、定型発達の範囲内の者であっ

ても自立に向けて精神的に不安定な時期にあり、就労に向けた学修やキャリアを積極的

に形成する時期でもある。それまで保護者と共に生活し、世話をしてもらうことが当然

であった若者が、一人暮らしをすること自体が困難さを伴う場合もある。したがって、

保護者との関係が自立した生活に影響することになる。そして、発達障害の診断がいつ

なされたかや、精神疾患の合併の有無も影響する。 

生活支援においては、ある項目ができたかどうかだけで実態把握をするのではなく、
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年齢に見合った日常生活ができているかどうかを確認しながら、実態把握を進める必要

がある。 

 

３．支援者養成の視点から 佐藤克敏（京都教育大学 教授） 

大嶋（2008）は、人材育成のアプローチを人材育成の体制・方針の方向性と組織か

個人のどちらに重点をおくかの２つの軸により整理し、企業の人材戦略と個人のキャリ

ア志向の一致を目指すことが、ある種の理想的な方法であるが、実際にはその一致点を

見いだし、組織の第一義的目的である業績向上・成果発現につなげるのは容易ではない

と述べている。また、守島（2005）は、極めて個人的プロセスである個人の成長を、

企業の求める方向性と一致させるためには何らかの仕組みが必要であり、その仕組みと

は、求める人材像の明確化、キャリア支援制度の充実、「OJT（職場内訓練）」・「OJT

（職場内訓練）」・「SD（自己啓発）」の組合せによる研修プログラムの見直しなど人

事・人材育成制度と実践であると述べている。 

ジョブカレの取り組みに合わせて考えれば、OJTは、職場内研修、スタッフミーティ

ング、ケース会議、会議資料の作成、管理職や先輩指導員等による業務に関する個人的

な指導、業務に関する相談などが含まれる。一方、Off-JTは、職場を離れて行う人材育

成の方法で、県レベル、法人レベルで行われる集合形式を中心とした研修が相当する。

自己啓発は、自己研修または自主研修などと言われてきたものであり、職員が、課題意

識をもって、自ら研修に励むことを示す。研究会や学会等に参加したり、参考文献を読

んだりすることである。 

ジョブカレの取り組みでは、「支援者であり続けるための５か条」を取り組み開始時

に示した。これは、本取り組みを進める上で必要な人材像について示したものである。

その上で、基礎的研修、専門的研修として、OJT 、Off-JTの内容について検討が加え

られている。また、OJTの一形態として、職員同士がお互いの対応について検討するた

めのケース会議を設定した。ケース会議では、「支援者の支援を通して当事者を支援す

る」「自分ならどうするかという視点で提案する」などの約束事を設定しており、ケー

ス会議を通して、実態把握につながる視点や対応スキルのレパートリーの拡大、同僚性

の向上、自身の課題の明確化といったことが可能となると考える。 

実践の中で自身の課題が見えてくれば、自身の課題に即した自己啓発のニーズが生じ

ることになる。効果的に自己啓発を進めるためには、個人のニーズにあわせた情報の提

供も必要であり、自己啓発の機会を支援する体制やキャリアに応じた評価の機会及び役

割の提供、同時に職員の不安や悩みを話せる場を提供し、エンパワーメントすることな

ども必要である。 

支援者の専門性の向上には、プログラムの内容を検討することに加えて、支援者をエ

ンパワーメントし、OJT や Off-JT のサイクルを計画的に実施するための組織づくり、

自己啓発の機会を支援する体制やキャリアに応じた評価の機会及び役割の提供などの取

組みも必要になると考える。 
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４．全体を通して～ジョブカレの成果と課題～ 

肥後祥治（鹿児島大学 教授） 

いわゆる“高機能自閉症”あるいはその周辺群と目されている人は、その“高機能”

という言葉からイメージされる支援の質や量と、実際に彼らが必要とする支援の質や量

との間に大きな乖離がある。このことを知る人は、現時点では彼らの支援や相談を担当

してきた関係者を除いては、多くはないと思われる。そしてこのことは、彼らの家族に

おいても例外ではないのであろう。多くの場合、私たちはこの“高機能”という言葉に

油断し、振り回されてきたのではないだろうか。実際の彼らへの支援は、決して容易な

ものではなく、優れて専門性を必要とするものである。しかしながら、これまでの障害

者支援の方法論やシステムをどのように取捨選択し、より適切なサービスユニットを構

成するかに関しては、多くの福祉の現場においては手がつけづらい課題であったといえ

よう。 

平成24年～26年に実施された発達障害者自立生活支援システム構築事業は、その課

題に正面から取り組んだものである。この事業は、いわゆる“高機能”といわれる発達

障害のある人に対して、就労関連の支援を目的とした「日中支援」と就労以外の日常生

活の営みの支援を目的とした「生活支援」の 2 つの支援の柱を同時期に一貫性を持たせ

ながら支援の構築を行うことが、先の課題に答えをだすことになるとの仮説に基づくア

クションリサーチであったといえる。 

3 年間という時間は、決して十分な時間とはいえなかったが、現時点でこの事業はい

くつかの成果を上げることができたといえよう。ここではそれらを 4 つに整理してみた

い。1 つは、この事業の仮説、つまり支援の２つの柱を同時期に一貫性を持たせるよう

に仕掛けられたサービス枠組みにより、参加者に見るべき成果を達成させることができ

たということである。これは、本報告書の支援事例にその一端が示してある。2つめは、

“高機能”発達障害者の日中生活支援と生活支援における学習プログラムが整理・実践

されたことである。これらのプログラム内容は、個々に習得すべき内容は異なってくる

が、整理されたことにより職業及び日常生活に向かう上で、取り組まれるべき内容が明

確になったと思われる。3 つめは、先の 2 つめの成果と関連が深いが、評価をしながら

支援につなげていための 2 つの総合支援シート（就労移行と一人暮らしへの移行）と自

己評価表が提案されたことであろう。この 3 つは、本事業においては、最も完成に時間

がかかったものであったが、実際での試行を繰り返しながら、必要な項目を多くの参考

資料から取捨選択をし、評価の軸を定めてようやく完成に至った。今後はこの 3 つが、

さらにその実用性、予見性などが実際の支援相談の中で吟味されて、より良い機能的な
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ものになっていくようにと願っている。 

発達障害のある当事者を支援するためのプログラムや、プログラムの遂行を補佐する

ツール（２つの支援シートと自己評価表）は、当事者の支援を目的に作成されてきた。

しかし支援は、サービスを受給する側だけでなく、サービスを提供する側にも必要であ

る。多くの場合このような支援は、支援者個人としての専門性を向上させる形で提供さ

れる。いわゆる支援者用の研修プログラムである。発達障害やその特性を理解し、その

障害固有の援助技術を学ぶことは、重要なことでる。しかし、本事業の支援者養成にお

いては、従来からおこなわれているこの種のプログラムだけに焦点を当てるのではなく、

支援者自身が支援者としての在り方を常に見直すことの重要性を強調し、さらに、支援

者同士が支え合いながら支援を構成していく必要性を認識した新たな研修の方向性を模

索してきた。その成果が、「支援者である続けるために～５か条～」の策定と、支え合う

ためのケース検討会の実施の提案である。これらのことは、本事業の成果の4つめとな

る。ウォルフェンスベルガーは、支援者の障害者観こそが、支援サービスの質を決定す

ると考えていた。このことは、研修によって取得されたサービスの知識や技術が、支援

者の障害観によっては、用いられない可能性があることを示すものであり、現在のサー

ビス関連知識や技術に関する研修の危うさをうかがわせるものである。本事業が、「支援

者である続けるために～５か条～」の策定と支え合うためのケース検討会の実施の提案

に焦点を合わせることができたことは、これまでの研修の方向性の持つリスクを制御し、

より多くの事業所が“高機能”の発達障害者の支援の砦となる上で必要な第一歩を提供

することになったのではないかと考えている。 

ここまでは、3 年間の精力的な取り組みの中で、達成できたことを整理してみた。次

に今後の課題について整理をしてみたい。アクションリサーチは、仮説に基づき実行の

プランを立案し、実行の結果を基にさらなる仮説とプランの立案、そして実行の評価と

いう「Plan-Do-See」のサイクルからなっている。本事業の 3 年間は、このサイクル

の第1サイクルであったといえよう。この第１サイクルの成果をもとにさらなる第 2サ

イクルへと進まなければなるまい。そこには、本事業の仮説の再検証や使用ツールの実

証性の検証と修正も含まれるであろう。また、第 1 サイクルでは、手をつけられなかっ

た細かい課題の微調整も残っているものと思う。社会のシステムを変えようとするアク

ションリサーチは、いつも予測通りの結果や安定した実践が約束されるものではない。

したがってこの事業に関わる者たちには、出てきた結果と我々が向かうべき夢を追いな

がら、その都度課題を解決しながら、少しずつ着実に進んでいくイメージで次のサイク

ルに向かうことを期待している。 
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＊文献（就労移行のための総合支援シート、ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート、自己評価表） 

・『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル(平成 24 年度厚生労働省障害者

総合福祉推進事業)』：社会福祉法人横浜やまびこの里 

・『就労移行支援のためのチェックリスト』：障害者職業総合センター 

・『自閉症スペクトラムの移行アセスメントプロフィールTTAPの実際』：ゲーリー・メジボブ、ジョン・

B.トーマス、S.マイケル・チャップマン、エリック・ショプラー著 梅永雄二監修 服巻繁・服巻智子

監訳（川島書店,2010） 

・Vineland適応行動尺度Ⅱ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

社会福祉法人グロー（GLOW） ～生きることが光になる～ 

びわ湖ワークス・ジョブカレ 

〒521-1205 滋賀県東近江市躰光寺町250番地 

Tel：0748-34-0700／Fax：0748-42-5003／Mail：job-college@glow.or.jp 



≪参考資料≫ 記入例 

シート① 【状態評価シート】 

シート② 1クール目 【スキル評価シート】 

シート③ 1クール目 【個別支援計画・モニタリングシート】 

シート④ 1クール目～２クール目 【スキル評価シート】 

シート⑤ 1 クール目～２クール目 【個別支援計画・モニタリングシート】 

シート⑥ 1 クール目～２クール目 【個別支援計画・モニタリングシート】 

シート⑦ 引き継ぎ時 【スキル評価シート】 

シート⑧ 引き継ぎ時 【引き継ぎシート】 

シート⑨ 1クール目 【スキル評価シート】 

シート⑩ 1クール目 【個別支援計画・モニタリングシート】 

シート⑪ 1クール目～２クール目 【スキル評価シート】 

シート⑫ 1 クール目～２クール目 【個別支援計画・モニタリングシート】 

シート⑬ 1 クール目～２クール目 【個別支援計画・モニタリングシート】 

シート⑭ 引き継ぎ時 【スキル評価シート】 

シート⑮ 引き継ぎ時 【引き継ぎシート】 

シート⑯ 【自己評価表】 

 

 

 

 

 



就労移行のための/ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート

状態評価シート
利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：平成29年3月1日
作成者：〇〇〇〇〇

利用開始時
(平成27年3月10日　記入)

利用中 退所時
(平成29年2月10日　記入)

本人の状態 ジョブカレで行なってきた配慮 本人の状態

1 就労意欲
「自分も大人なのだから、ちゃんと働かないといけないと
は思うんですが、気持ちがしんどいです」「働かなくても
いいのなら、そうしたいです」と話す。

面談の中で、しんどい気持ちを共有しつつ、本人が困っ
ていることを一緒に考えたり、よほど踏み外したことでな
い限りは本人の言動を支持したり、本人が自分のいい
ところにも目を向けられるような促しをするよう心掛け
た。

「自分も、ちょっとは働いて役に立てるかもしれないと思
います」「働いてお金をもらったら、家族と旅行に行った
り、本を大人買いしたいです」などと話している。

2 就労形態・職種へのこだわり 「できれば週３日くらいから始めたいです」とのこと。
本人の希望に沿った求人情報を提供しつつ、本人の様
子を見ながら週４・５日勤務についても何気なく提案した
りした。

「週４とか５でもがんばれそうな気がしてきています」と話
している。

3 体力・持久力 立ちっぱなしの仕事を長時間でも続けられる。(９時～１
７時、昼休憩１時間)

特になし。 利用開始時と同様。

4 表現コミュニケーション
(方法と特徴)

簡潔に話すことが難しく、話しているうちにこちらからし
たらつながりがないような話に展開したり、話しながら話
す内容を考えている節があるも、結局何が言いたいの
かがみえづらい。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのか整理しながら会話
を進めるよう心掛けた。

簡潔に話すのは難しそうだが、相談したいことを予めメ
モしてくる時も増えてきている(こちらがそうするよう促し
たわけではない)。

5 受容コミュニケーション
(方法と特徴)

わからないことがあってもそのまま聞き流してしまうこと
が多い。

わからないことがあったら尋ねるよう促すと同時に、こち
らが伝えたいことが本当に伝わっているかどうかこまめ
に確認しながらやりとりを進めていくよう心掛けた。

「すみません、もう１回言ってもらえませんか？」と依頼し
たり、こちらが伝えた内容を復唱し確認したりするように
なってきている。

6 読み書き 読み書きに困る様子は見受けられない。書字は丁寧。 特になし。 利用開始時と同様。

7 感覚の特異性
小さな子どもの声には敏感で、こちらが気付かないよう
な声でさえもすぐさま気付き、その内容に関わらず耳を
ふさぐ行為がみられる。

左記の行為がみられた時は、声をかけるようにした。あ
まりにつらそうな時はゆっくり話をきいたり、ひとりで休ん
でもらったりした。また、作業中であってもその場を離れ
てもよいと伝えた。

こちらが気付くくらいの大きさの子どもの声がきこえて
も、黙々と作業を続けている。あまりに大きな声にはや
はり耐え難いようで耳をふさいだり場所を移動したりして
いる。

8 こだわり行動
踏み出すのは必ず右足からと決めている。水道など水
が流れるところでは、その様子を１０秒以上は見つめて
いる。

生活の支障になっているわけではないので、左記の行
為はそのままそっとしておくこととした。

利用開始時と同様。

9 自己理解 自分のことについて「忘れっぽい性格」と話す。
忘れないための工夫を一緒に考え、試行錯誤を繰り返
した。

以前は「性格」ということ止まりだったが、今はそれへの
対応策を考えようと思うようになった、と話している。

10 依存性

物質の依存は特にみられない。
母以外の他者に相談する(頼る)ことが難しいが、かと
言って母に依存しているというほどでもない。自分でや
れることはできるだけ自分でやらなければ、という気持
ちも強い(むしろ、その気持ちが強すぎることが懸念され
る)。

利用当初はとにかく関係形成に努め、母以外の他者に
も相談できるよう促した。

物質の依存は特にみられない。
「困った時は相談したいです」と話し、母以外の他者にも
相談する(頼る)ことが少しずつできるようになってきてい
る。

11 社会性

積極的に自ら他者と関わろうとすることはないが、グ
ループ活動では、他者からの働きかけがあるとやりとり
もし、笑顔もみられる。
反社会的な行動もみられない。

無理に他者との関わりを促すようなことはせず、活動の
中でグループ活動を設定するなど自然と他者と関わる
機会も設定するようにした。

積極的に自ら他者と関わろうとすることはないが、
時々、好きな本の話などを自らするようになった(話しす
ぎることはない)。
反社会的な行動もみられない。

12 不安 強迫行動はみられないが、「人と関わることに不安があ
ります」とよく話す。

面談の中で、人との関わりの中で困ったエピソードがあ
れば話してもらい、どの点で困ったのか、その時はどう
対応したのかなどを振り返って共有し、他にどのような
対応があったか一緒に考えたりした。

「人と関わることには今も不安があるので、そういうこと
について相談できる人が身近にいてくれるといいなと思
います」と話している。

13 侮辱・からかい・いじめ みられない。 特になし。 みられない。

14 周囲への注意

周囲が何か違う行動を始めても、自らそれに気付くのは
難しい。例えば、周囲が掃除を始めても、ひとりだけ作
業を続けていることが多い。こちらが声をかけるとはっと
気付いて、掃除に移ることができる。

作業終了時刻にチャイムが鳴るよう、掛け時計を設定し
た。

チャイムが鳴ると、区切りのいいところで作業を終え、掃
除に移ることができている。

15 自傷行為 居室でよく頭髪を抜いてしまう、とのこと。
頭髪を抜かないように注意をなげかけるのではなく、本
人からこのことについて話題にした時のみ話すようにし
た。

以前ほどではないが、今でもやはり居室で頭髪を抜くこ
とがある、とのこと。

16 他害行為 みられない。 特になし。 みられない。

項目 備考

その他特記事項

シート①



就労移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

1 交通手段 何らかの手段を使って自分で通勤することができる。 1 できる。

*2 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。 3 連絡があったり、なかったりする。そこに規則があるよ
うには思われない。

欠勤時、遅刻時に面談時間を設ける。

3 働く場のルール理解、遵守 働く場のルールを理解し、それに従うことができる。 1 ルールが明示されていれば、従うことができる。

*4 指示の受け入れ① 上司からの指示に従うことができる。 1 できる。

*5 指示の受け入れ② 注意や指示・助言等をされても感情的に反発したり、ふてくされたりしない。 1 「はい」「はい」と返事をしながらきき、反発したりふてく
されたりすることはない。

*6 柔軟性 理由を伝えれば、急な予定変更にも応じることができる。 1 できる。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することができる。 5 わからないのに尋ねることができず、自己判断で作業
を進めてしまう。

本人に意識してもらえるように、わからない時には声を
かけるよう促す。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対して報告することができる。 3
報告があったり、なかったりする。そこに規則があるよ
うには思われない。

指示系統を明確に示し、本人に意識してもらえるよう
に、報告がない時は、声をかける。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。 4 伝言（口頭）を受けても、自分のところで止めてしまい
がち。

伝言は口頭だけではなく、メモに書いて渡すようにする
か、本人にメモを取るよう促す。

*10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 相談先はあるが、困っていても自分から発信すること
が難しく、声をかけられると困りごとを話す。

本人に話してもらいやすくなるように、当面は、困りごと
がないかこちらから声をかけ相談を促す。

*11 作業量・質の理解 従事する作業で求められている量的または質的目標を理解している。(どのくらいの時間にいくらくらいやれば
いいかなど)

1 目標を達成できている。

*12 作業速度 期待されている速度に合わせようと取り組むことができる。 1 できる。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。 2
効率よい取り組み方を予め取り決めておけば、それに
従って取り組むことができる。

予め、効率よい取り組み方を取り決めておき、それにし
たがって取り組んでもらい、うまくいかない時は話し合
う。

*14 作業の正確性 ミスなく作業することができる。 1 手順が理解できれば、作業は正確。

*15 自律性① ルーチンであれば、特に指示がなくても行うことができる。 1 できる。

*16 自律性② 監督者が近くにいなくても作業を継続することができる。 1 できる。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲で手伝うことができる。 5
自分がしなくてはいけないことがあっても、手伝いを求
められたら手伝ってしまう。

自分の作業を優先してよいと伝える。もしどちらを優先
したらよいかわからなくなったらスタッフに確認するよう
に促す。

*18 集中力 よそ見・独り言・手を止めるなどがない。 1 そのようなことはない。

*19 修正能力 自ら間違いに気付いて修正することができる。 1 できる。

*20 準備、後片付け 材料の準備、後片付けができる。 1 できる。

*21 返却 道具を使ったら、元の所に返すことができる。 1 できる。

22 時間の厳守 時間通りに休憩から戻ることができる。 1 できる。

23 休憩時間のふるまい 自分の過ごしたいように過ごし、休息をとることができる。 不明（自分の過ごしたいように過ごせているかわからな
い）

休憩時間の過ごし方について話し合う。

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理できる。 4 所持品がないとの訴えがある。 どこに何を保管しておくか、相談して決める。

*25 感情コントロール 自分なりの方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)で落ち着くことができる。 1 職場で感情的になることはない。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。 5 他者から声をかけられると、あいさつできる。 自分からもあいさつできるよう、声をかける。

27 注意喚起 他者に話しかける際、一言断ってから話しかけることができる。 不明（他者に話しかけることがあまりない）
わからないことがある時など、どうしても自ら話しかけ
ないといけないような状況で、一言断ってから話しかけ
るよう促していく。

*28 言葉遣い 会話中、相手に対して丁寧な言葉遣いができる。 1 できる。

29 話す時の音量 会話中、相手にききとりやすい音量で話すことができる。 1 1対1や少人数でならできる。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認することができる。 5
わからないことがあっても、そのままにしてしまい、後に
なって伝わっていなかったことが判明するというパター
ンが多い。

伝えた内容を理解できているか、こまめに確認を取り
ながら会話を進めていく。

31 謝罪 必要な時に謝ることができる。 1 できる。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人にはわからないということを理解している。 不明

33 発言内容の選択 みんなの前では、意地悪なことや恥ずかしいことを言わないようにしたり、失礼な質問はしないようにできる。 1 できる。

34 情報の適切な扱い 個人的なことに関しては、自分のことであれ他者のことであれ、それを伝えることに十分注意することができる。 1 できる。

35 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明

36 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

37 対人距離② 他者に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 できる。

38 相づち 会話中、相手を見て相づちをうちながら相手の話をきくことができる。 1 できる。

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができる。 3
話しているうちに、(本人の中ではつながりがあるのか
もしれないが)こちらからみるとつながりのないような話
に展開していくことがある。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理しながら
会話を進めていく。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言われると別の表現ができる。 5 別表現を試みるが、結局同じ表現になる。
本人が伝えようとしていることと相違ないか確認しなが
ら会話を進めていく。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た回答をすることができる。 5 誠実に回答しようとするが、簡潔に回答することが難し
く、話しながら回答の仕方を探っている様子。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理しながら
会話を進めていく。

42 会話の終わり 会話の終わりや会話を終えるべき時に気付くことができる。 1 できる。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人が担う役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

その他

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

出勤

指示・指示系統の理解

作業遂行能力

仕事の準備、後片付け

休憩時間のふるまい

対人関係、コミュニケーション

備考

平成　　年　　月～
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考

個別支援計画・モニタリングシート(　クール目：平成　　年　　月～平成　　年　　月)

今後必要と思われる支援
領域 項目 基準

個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

シート②



就労移行のための総合支援シート 個別支援計画・モニタリングシート
≪1クール目：平成27年3月1日～平成27年5月31日≫

利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：　　　平成27年3月1日 作成者：　　　〇〇〇〇〇 本人同意署名：　　　〇〇〇〇〇 作成者：　　　〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*2 出勤 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。 3 連絡があったり、なかったりする。そこに規
則があるようには思われない。

欠勤時、遅刻時に面談時間を設ける。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することが
できる。

5 わからないのに尋ねることができず、自己
判断で作業を進めてしまう。

本人に意識してもらえるように、わからない
時には声をかけるよう促す。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対し
て報告することができる。

3 報告があったり、なかったりする。そこに規
則があるようには思われない。

指示系統を明確に示し、本人に意識しても
らえるように、報告がない時は、声をかけ
る。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。 4 伝言（口頭）を受けても、自分のところで止
めてしまいがち。

伝言は口頭だけではなく、メモに書いて渡す
ようにするか、本人にメモを取るよう促す。

10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めるこ
とができる(相談できる)。

5
相談先はあるが、困っていても自分から発
信することが難しく、声をかけられると困りご
とを話す。

本人に話してもらいやすくなるように、当面
は、困りごとがないかこちらから声をかけ相
談を促す。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。 2 効率よい取り組み方を予め取り決めておけ
ば、それに従って取り組むことができる。

予め、効率よい取り組み方を取り決めてお
き、それにしたがって取り組んでもらい、うま
くいかない時は話し合う。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲
で手伝うことができる。

5 自分がしなくてはいけないことがあっても、
手伝いを求められたら手伝ってしまう。

自分の作業を優先してよいと伝える。もしど
ちらを優先し多良よいかわからなくなった
ら、スタッフに確認するように促す。

23 休憩時間のふるまい 休憩時間のふるまい 自分の過ごしたいように過ごし、休息をとる
ことができる。

不明（自分の過ごしたいように過ごせている
かわからない） 休憩時間の過ごし方について話し合う。

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理
できる。

4 所持品がないとの訴えがある。
どこに何を保管しておくか、相談して決め
る。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。 5 他者から声をかけられると、あいさつでき
る。

自分からもあいさつできるよう、声をかけ
る。

27 注意喚起 他者に話しかける際、一言断ってから話し
かけることができる。

不明（他者に話しかけることがあまりない）
わからないことがある時など、どうしても自ら
話しかけないといけないような状況で、一言
断ってから話しかけるよう促していく。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認する
ことができる。

5
わからないことがあっても、そのままにして
しまい、後になって伝わっていなかったこと
が判明するというパターンが多い。

伝えた内容を理解できているか、こまめに
確認を取りながら会話を進めていく。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人には
わからないということを理解している。 不明

35 傷つく状況・関係の
回避

自らが傷ついたり、不愉快になったりする場
面や人付き合いから離れることができる。 不明

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができ
る。

3

話しているうちに、(本人の中ではつながり
があるのかもしれないが)こちらからみると
つながりのないような話に展開していくこと
がある。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整
理しながら会話を進めていく。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言わ
れると別の表現ができる。

5 別表現を試みるが、結局同じ表現になる。
本人が伝えようとしていることと相違ないか
確認しながら会話を進めていく。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た
回答をすることができる。

5
誠実に回答しようとするが、簡潔に回答する
ことが難しく、話しながら回答の仕方を探っ
ている様子。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整
理しながら会話を進めていく。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

備考

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

指示・
指示系統の理解

作業遂行能力

対人関係、
コミュニケーション

領域 項目 基準
アセスメント

支援内容
モニタリング

シート③



就労移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

1 交通手段 何らかの手段を使って自分で通勤することができる。 1 できる。

*2 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。 3 連絡があったり、なかったりする。そこに規則があるよう
には思われない。

欠勤時、遅刻時に面談時間を設ける。
3
連絡がなかった時、事情を尋ねると「忘れていました」と
のことだった。忘れず連絡するよう伝えるも、その繰り
返しであった。

3
連絡がなかった時、事情を尋ねると「忘れていました」と
のことだった。忘れず連絡するよう伝えるも、その繰り
返しであった。

どうしたら欠勤、遅刻等する時は連絡を入れらるか、何
かいい方法を一緒に考え、試す。

3 働く場のルール理解、遵守 働く場のルールを理解し、それに従うことができる。 1 ルールが明示されていれば、従うことができる。

*4 指示の受け入れ① 上司からの指示に従うことができる。 1 できる。

*5 指示の受け入れ② 注意や指示・助言等をされても感情的に反発したり、ふてくされたりしない。 1 「はい」「はい」と返事をしながらきき、反発したりふてくさ
れたりすることはない。

*6 柔軟性 理由を伝えれば、急な予定変更にも応じることができる。 1 できる。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することができる。 5 わからないのに尋ねることができず、自己判断で作業
を進めてしまう。

本人に意識してもらえるように、わからない時には声を
かけるよう促す。

4 こちらが近くにいると、声をかけることができていた。 4 こちらが近くにいると、声をかけることができていた。
引き続き、本人に意識してもらえるように、わからない
時には声をかけるよう促す。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対して報告することができる。 3 報告があったり、なかったりする。そこに規則があるよう
には思われない。

指示系統を明確に示し、本人に意識してもらえるよう
に、報告がない時は、声をかける。

3
指示系統を視覚的に示し、指示の最後に報告にも来る
よう併せて伝えていたが、報告を忘れることがあった。

3
指示系統を視覚的に示し、指示の最後に報告にも来る
よう併せて伝えていたが、報告を忘れることがあった。

どうしたら忘れず報告することができるか、何かいい方
法を一緒に考え、試す。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。 4 伝言（口頭）を受けても、自分のところで止めてしまいが
ち。

伝言は口頭だけではなく、メモに書いて渡すようにする
か、本人にメモを取るよう促す。

2

伝言メモを受け取ると、すぐに相手に伝えに行くことが
できていることが多かった。相手が取り込み中だと、後
にしようと思ってそのまま忘れてしまった、とのこと。自
分でメモを取ることができるようにメモを常に携帯するよ
う伝えたが、忘れることが多かった。

2

伝言メモを受け取ると、すぐに相手に伝えに行くことが
できていることが多かった。相手が取り込み中だと、後
にしようと思ってそのまま忘れてしまった、とのこと。自
分でメモを取ることができるようにメモを常に携帯するよ
う伝えたが、忘れることが多かった。

引き続き、伝言は口頭だけではなく、メモに書いて渡す
ようにする。また、どうしたら忘れずメモを携帯できる
か、何かいい方法を一緒に考え、試す。

*10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 相談先はあるが、困っていても自分から発信することが
難しく、声をかけられると困りごとを話す。

本人に話してもらいやすくなるように、当面は、困りごと
がないかこちらから声をかけ相談を促す。

5 こちらから声をかけると、相談することができていた。 5 こちらから声をかけると、相談することができていた。
引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、困りご
とがないかこちらから声をかけ相談を促す。

*11 作業量・質の理解 従事する作業で求められている量的または質的目標を理解している。(どのくらいの時間にいくらくらいやればい
いかなど)

1 目標を達成できている。

*12 作業速度 期待されている速度に合わせようと取り組むことができる。 1 できる。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。 2 効率よい取り組み方を予め取り決めておけば、それに
従って取り組むことができる。

予め、効率よい取り組み方を取り決めておき、それにし
たがって取り組んでもらい、うまくいかない時は話し合
う。

5
予め取り組み方を決めていたが、その通りに取り組む
ことが難しかった。

5
予め取り組み方を決めていたが、その通りに取り組む
ことが難しかった。

予め決めた取り組み方を紙に書くなどして整理する、あ
るいはそうするよう促す。

*14 作業の正確性 ミスなく作業することができる。 1 手順が理解できれば、作業は正確。

*15 自律性① ルーチンであれば、特に指示がなくても行うことができる。 1 できる。

*16 自律性② 監督者が近くにいなくても作業を継続することができる。 1 できる。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲で手伝うことができる。 5 自分がしなくてはいけないことがあっても、手伝いを求
められたら手伝ってしまう。

自分の作業を優先してよいと伝える。もしどちらを優先
したらよいかわからなくなったらスタッフに確認するよう
に促す。

3
指示として、自分の作業を優先するよう伝えると、その
ようにできるようになってきた。

3
指示として、自分の作業を優先するよう伝えると、その
ようにできるようになってきた。

引き続き、自分の作業を優先してよいと伝える。もしど
ちらを優先したらよいかわからなくなったらスタッフに確
認するように促す。

*18 集中力 よそ見・独り言・手を止めるなどがない。 1 そのようなことはない。

*19 修正能力 自ら間違いに気付いて修正することができる。 1 できる。

*20 準備、後片付け 材料の準備、後片付けができる。 1 できる。

*21 返却 道具を使ったら、元の所に返すことができる。 1 できる。

22 時間の厳守 時間通りに休憩から戻ることができる。 1 できる。

23 休憩時間のふるまい 自分の過ごしたいように過ごし、休息をとることができる。 不明（自分の過ごしたいように過ごせているかわからな
い）

休憩時間の過ごし方について話し合う。 1
休憩中は、ひとりでお茶を飲んだり、読書をしたりしてす
ごしており、今のままでよいと思っている、とのこと。

1
休憩中は、ひとりでお茶を飲んだり、読書をしたりしてす
ごしており、今のままでよいと思っている、とのこと。

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理できる。 4 所持品がないとの訴えがある。 どこに何を保管しておくか、相談して決める。 4
保管場所は決めたが、所持品がないとの訴えは続いて
いる。

4
保管場所は決めたが、所持品がないとの訴えは続いて
いる。

保管場所を紙に書くなどして整理する、あるいはそうす
るよう促す。

*25 感情コントロール 自分なりの方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)で落ち着くことができる。 1 職場で感情的になることはない。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。 5 他者から声をかけられると、あいさつできる。 自分からもあいさつできるよう、声をかける。 4
来客者があった時など、あいさつを促す声かけをしてき
た。ここ1か月ほどは、こちらの声かけがなくともあいさ
つができていた。

4
来客者があった時など、あいさつを促す声かけをしてき
た。ここ1か月ほどは、こちらの声かけがなくともあいさ
つができていた。

引き続き、自分からもあいさつできるよう、声をかける。

27 注意喚起 他者に話しかける際、一言断ってから話しかけることができる。 不明（他者に話しかけることがあまりない）
わからないことがある時など、どうしても自ら話しかけな
いといけないような状況で、一言断ってから話しかける
よう促していく。

1
わからないことがある時、「すみません、ちょっといいで
すか」など一言断ってから話すことができていた。

1
わからないことがある時、「すみません、ちょっといいで
すか」など一言断ってから話すことができていた。

*28 言葉遣い 会話中、相手に対して丁寧な言葉遣いができる。 1 できる。

29 話す時の音量 会話中、相手にききとりやすい音量で話すことができる。 1 1対1や少人数でならできる。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認することができる。 5
わからないことがあっても、そのままにしてしまい、後に
なって伝わっていなかったことが判明するというパター
ンが多い。

伝えた内容を理解できているか、こまめに確認を取りな
がら会話を進めていく。

5
わからないことがあっても、そのままにしてしまい、後に
なって伝わっていなかったことが判明するというパター
ンが多かった。

5
わからないことがあっても、そのままにしてしまい、後に
なって伝わっていなかったことが判明するというパター
ンが多かった。

引き続き、伝えた内容を理解できているか、こまめに確
認を取りながら会話を進めていく。

31 謝罪 必要な時に謝ることができる。 1 できる。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人にはわからないということを理解している。 不明 不明 不明

33 発言内容の選択 みんなの前では、意地悪なことや恥ずかしいことを言わないようにしたり、失礼な質問はしないようにできる。 1 できる。

34 情報の適切な扱い 個人的なことに関しては、自分のことであれ他者のことであれ、それを伝えることに十分注意することができる。 1 できる。

35 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明 不明 不明

36 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

37 対人距離② 他者に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 できる。

38 相づち 会話中、相手を見て相づちをうちながら相手の話をきくことができる。 1 できる。

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができる。 3
話しているうちに、(本人の中ではつながりがあるのか
もしれないが)こちらからみるとつながりのないような話
に展開していくことがある。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理しながら
会話を進めていく。

2
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人の中での
つながりをこちらも理解でき、やりとりもスムーズになっ
てきた。

2
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人の中での
つながりをこちらも理解でき、やりとりもスムーズになっ
てきた。

引き続き、紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理
しながら会話を進めていく。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言われると別の表現ができる。 5 別表現を試みるが、結局同じ表現になる。
本人が伝えようとしていることと相違ないか確認しなが
ら会話を進めていく。

4
こちらが確認していく中で、体の動きやイラストを用いて
説明することも増えてきた。

4
こちらが確認していく中で、体の動きやイラストを用いて
説明することも増えてきた。

引き続き、本人が伝えようとしていることと相違ないか
確認しながら会話を進めていく。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た回答をすることができる。 5 誠実に回答しようとするが、簡潔に回答することが難し
く、話しながら回答の仕方を探っている様子。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理しながら
会話を進めていく。

4
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人が何を伝
えたいかをこちらも理解しやすくなり、やりとりもスムー
ズになってきた。

4
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人が何を伝
えたいかをこちらも理解しやすくなり、やりとりもスムー
ズになってきた。

引き続き、紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理
しながら会話を進めていく。

42 会話の終わり 会話の終わりや会話を終えるべき時に気付くことができる。 1 できる。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人が担う役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

その他

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

出勤

指示・指示系統の理解

作業遂行能力

仕事の準備、後片付け

休憩時間のふるまい

対人関係、コミュニケーション

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

個別支援計画・モニタリングシート(２クール目：平成27年6月～平成27年8月)
領域 項目 基準

個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

シート④



就労移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

　 　 　

　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　

　 　

　

　 　 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

今後必要と思われる支援 備考

個別支援計画・モニタリングシート(８クール目：平成28年12月～平成28年2月) 平成29年3月～
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考

シート④



就労移行のための総合支援シート 個別支援計画・モニタリングシート
≪1クール目：平成27年3月1日～平成27年5月31日≫

利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：　　　平成27年6月1日 作成者：　　　〇〇〇〇〇 本人同意署名：　　　〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*2 出勤 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。 3
連絡があったり、なかったりする。そ
こに規則があるようには思われな
い。

欠勤時、遅刻時に面談時間を設け
る。

3

連絡がなかった時、事情を尋ねると
「忘れていました」とのことだった。忘
れず連絡するよう伝えるも、その繰
り返しであった。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することが
できる。

5
わからないのに尋ねることができ
ず、自己判断で作業を進めてしま
う。

本人に意識してもらえるように、わか
らない時には声をかけるよう促す。

4
こちらが近くにいると、声をかけるこ
とができていた。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対し
て報告することができる。

3
報告があったり、なかったりする。そ
こに規則があるようには思われな
い。

指示系統を明確に示し、本人に意識
してもらえるように、報告がない時
は、声をかける。

3
指示系統を視覚的に示し、指示の最
後に報告にも来るよう併せて伝えて
いたが、報告を忘れることがあった。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。 4 伝言（口頭）を受けても、自分のとこ
ろで止めてしまいがち。

伝言は口頭だけではなく、メモに書
いて渡すようにするか、本人にメモを
取るよう促す。

2

伝言メモを受け取ると、すぐに相手に伝えに行く
ことができていることが多かった。相手が取り込
み中だと、後にしようと思ってそのまま忘れてし
まった、とのこと。自分でメモを取ることができる
ようにメモを常に携帯するよう伝えたが、忘れる
ことが多かった。

10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めるこ
とができる(相談できる)。

5
相談先はあるが、困っていても自分
から発信することが難しく、声をかけ
られると困りごとを話す。

本人に話してもらいやすくなるよう
に、当面は、困りごとがないかこちら
から声をかけ相談を促す。

5
こちらから声をかけると、相談するこ
とができていた。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。 2
効率よい取り組み方を予め取り決め
ておけば、それに従って取り組むこ
とができる。

予め、効率よい取り組み方を取り決
めておき、それにしたがって取り組
んでもらい、うまくいかない時は話し
合う。

5
予め取り組み方を決めていたが、そ
の通りに取り組むことが難しかった。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲
で手伝うことができる。

5
自分がしなくてはいけないことがあっ
ても、手伝いを求められたら手伝っ
てしまう。

自分の作業を優先してよいと伝え
る。もしどちらを優先したらよいかわ
からなくなったら、スタッフに確認す
るように促す。

3
指示として、自分の作業を優先する
よう伝えると、そのようにできるよう
になってきた。

23 休憩時間のふるまい 休憩時間のふるまい 自分の過ごしたいように過ごし、休息をとる
ことができる。

不明（自分の過ごしたいように過ご
せているかわからない）

休憩時間の過ごし方について話し合
う。 1

休憩中は、ひとりでお茶を飲んだり、
読書をしたりしてすごしており、今の
ままでよいと思っている、とのこと。

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理
できる。

4 所持品がないとの訴えがある。
どこに何を保管しておくか、相談して
決める。 4

保管場所は決めたが、所持品がな
いとの訴えは続いている。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。 5 他者から声をかけられると、あいさ
つできる。

自分からもあいさつできるよう、声を
かける。 4

来客者があった時など、あいさつを
促す声かけをしてきた。ここ1か月ほ
どは、こちらの声かけがなくともあい
さつができていた。

27 注意喚起 他者に話しかける際、一言断ってから話し
かけることができる。

不明（他者に話しかけることがあまり
ない）

わからないことがある時など、どうし
ても自ら話しかけないといけないよう
な状況で、一言断ってから話しかけ
るよう促していく。

1
わからないことがある時、「すみませ
ん、ちょっといいですか」など一言
断ってから話すことができていた。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認する
ことができる。

5

わからないことがあっても、そのまま
にしてしまい、後になって伝わってい
なかったことが判明するというパター
ンが多い。

伝えた内容を理解できているか、こ
まめに確認を取りながら会話を進め
ていく。

5

わからないことがあっても、そのまま
にしてしまい、後になって伝わってい
なかったことが判明するというパター
ンが多かった。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人には
わからないということを理解している。 不明 不明

35 傷つく状況・関係の
回避

自らが傷ついたり、不愉快になったりする場
面や人付き合いから離れることができる。 不明 不明

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができる。 3

話しているうちに、(本人の中ではつ
ながりがあるのかもしれないが)こち
らからみるとつながりのないような話
に展開していくことがある。

紙に書き出すなど、何を伝えたいの
かを整理しながら会話を進めてい
く。

2

紙に書き出しながら会話を進めるこ
とで、本人の中でのつながりをこちら
も理解でき、やりとりもスムーズに
なってきた。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言わ
れると別の表現ができる。

5 別表現を試みるが、結局同じ表現に
なる。

本人が伝えようとしていることと相違
ないか確認しながら会話を進めてい
く。

4
こちらが確認していく中で、体の動き
やイラストを用いて説明することも増
えてきた。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た
回答をすることができる。

5
誠実に回答しようとするが、簡潔に
回答することが難しく、話しながら回
答の仕方を探っている様子。

紙に書き出すなど、何を伝えたいの
かを整理しながら会話を進めてい
く。

4

紙に書き出しながら会話を進めるこ
とで、本人が何を伝えたいかをこち
らも理解しやすくなり、やりとりもス
ムーズになってきた。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

備考

指示・
指示系統の理解

作業遂行能力

対人関係、
コミュニケーション

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

領域 項目 基準
アセスメント

支援内容
モニタリング

シート⑤



就労移行のための総合支援シート 個別支援計画・モニタリングシート
≪２クール目：平成27年6月1日～平成27年8月31日≫

利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：平成27年6月1日 作成者：　　　〇〇〇〇〇 本人同意署名：　　　〇〇〇〇〇 作成者：　　　〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*2 出勤 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。 3

連絡がなかった時、事情を尋ねると
「忘れていました」とのことだった。忘
れず連絡するよう伝えるも、その繰
り返しであった。

どうしたら欠勤、遅刻等する時は連
絡を入れらるか、何かいい方法を一
緒に考え、試す。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することが
できる。

4
こちらが近くにいると、声をかけるこ
とができていた。

引き続き、本人に意識してもらえるよ
うに、わからない時には声をかける
よう促す。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対し
て報告することができる。 3

指示系統を視覚的に示し、指示の最
後に報告にも来るよう併せて伝えて
いたが、報告を忘れることがあった。

どうしたら忘れず報告することができ
るか、何かいい方法を一緒に考え、
試す。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。 2

伝言メモを受け取ると、すぐに相手に伝えに行く
ことができていることが多かった。相手が取り込
み中だと、後にしようと思ってそのまま忘れてし
まった、とのこと。自分でメモを取ることができる
ようにメモを常に携帯するよう伝えたが、忘れる
ことが多かった。

引き続き、伝言は口頭だけではな
く、メモに書いて渡すようにする。ま
た、どうしたら忘れずメモを携帯でき
るか、何かいい方法を一緒に考え、
試す。

10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めるこ
とができる(相談できる)。

5
こちらから声をかけると、相談するこ
とができていた。

引き続き、本人に話してもらいやすく
なるように、困りごとがないかこちら
から声をかけ相談を促す。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。 5
予め取り組み方を決めていたが、そ
の通りに取り組むことが難しかった。

予め決めた取り組み方を紙に書くな
どして整理する、あるいはそうするよ
う促す。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲
で手伝うことができる。 3

指示として、自分の作業を優先する
よう伝えると、そのようにできるよう
になってきた。

引き続き、自分の作業を優先してよ
いと伝える。もしどちらを優先したら
よいかわからなくなったら、スタッフ
に確認するように促す。

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理
できる。

4
保管場所は決めたが、所持品がな
いとの訴えは続いている。

保管場所を紙に書くなどして整理す
る、あるいはそうするよう促す。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。 4

来客者があった時など、あいさつを
促す声かけをしてきた。ここ1か月ほ
どは、こちらの声かけがなくともあい
さつができていた。

引き続き、自分からもあいさつできる
よう、声をかける。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認する
ことができる。 5

わからないことがあっても、そのまま
にしてしまい、後になって伝わってい
なかったことが判明するというパター
ンが多かった。

引き続き、伝えた内容を理解できて
いるか、こまめに確認を取りながら
会話を進めていく。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人には
わからないということを理解している。 不明

35 傷つく状況・関係の
回避

自らが傷ついたり、不愉快になったりする場
面や人付き合いから離れることができる。 不明

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができる。 2

紙に書き出しながら会話を進めるこ
とで、本人の中でのつながりをこちら
も理解でき、やりとりもスムーズに
なってきた。

引き続き、紙に書き出すなど、何を
伝えたいのかを整理しながら会話を
進めていく。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言わ
れると別の表現ができる。 4

こちらが確認していく中で、体の動き
やイラストを用いて説明することも増
えてきた。

引き続き、本人が伝えようとしている
ことと相違ないか確認しながら会話
を進めていく。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た
回答をすることができる。 4

紙に書き出しながら会話を進めるこ
とで、本人が何を伝えたいかをこち
らも理解しやすくなり、やりとりもス
ムーズになってきた。

引き続き、紙に書き出すなど、何を
伝えたいのかを整理しながら会話を
進めていく。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

備考

指示・
指示系統の理解

作業遂行能力

対人関係、
コミュニケーション

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

アセスメント
支援内容領域 項目 基準

モニタリング

シート⑥



就労移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

1 交通手段 何らかの手段を使って自分で通勤することができる。 1 できる。

*2 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。 3 連絡があったり、なかったりする。そこに規則があ
るようには思われない。

欠勤時、遅刻時に面談時間を設ける。
3
連絡がなかった時、事情を尋ねると「忘れていま
した」とのことだった。忘れず連絡するよう伝える
も、その繰り返しであった。

3
連絡がなかった時、事情を尋ねると「忘れていま
した」とのことだった。忘れず連絡するよう伝える
も、その繰り返しであった。

どうしたら欠勤、遅刻等する時は連絡を入れらる
か、何かいい方法を一緒に考え、試す。

3 働く場のルール理解、遵守 働く場のルールを理解し、それに従うことができる。 1 ルールが明示されていれば、従うことができる。

*4 指示の受け入れ① 上司からの指示に従うことができる。 1 できる。

*5 指示の受け入れ② 注意や指示・助言等をされても感情的に反発したり、ふてくされたりしない。 1 「はい」「はい」と返事をしながらきき、反発したり
ふてくされたりすることはない。

*6 柔軟性 理由を伝えれば、急な予定変更にも応じることができる。 1 できる。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することができる。 5 わからないのに尋ねることができず、自己判断で
作業を進めてしまう。

本人に意識してもらえるように、わからない時に
は声をかけるよう促す。

4
こちらが近くにいると、声をかけることができてい
た。

4
こちらが近くにいると、声をかけることができてい
た。

引き続き、本人に意識してもらえるように、わから
ない時には声をかけるよう促す。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対して報告することができる。 3 報告があったり、なかったりする。そこに規則があ
るようには思われない。

指示系統を明確に示し、本人に意識してもらえる
ように、報告がない時は、声をかける。

3
指示系統を視覚的に示し、指示の最後に報告に
も来るよう併せて伝えていたが、報告を忘れるこ
とがあった。

3
指示系統を視覚的に示し、指示の最後に報告に
も来るよう併せて伝えていたが、報告を忘れるこ
とがあった。

どうしたら忘れず報告することができるか、何かい
い方法を一緒に考え、試す。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。 4 伝言（口頭）を受けても、自分のところで止めてし
まいがち。

伝言は口頭だけではなく、メモに書いて渡すよう
にするか、本人にメモを取るよう促す。

2

伝言メモを受け取ると、すぐに相手に伝えに行くこ
とができていることが多かった。相手が取り込み
中だと、後にしようと思ってそのまま忘れてしまっ
た、とのこと。自分でメモを取ることができるように
メモを常に携帯するよう伝えたが、忘れることが
多かった。

2

伝言メモを受け取ると、すぐに相手に伝えに行くこ
とができていることが多かった。相手が取り込み
中だと、後にしようと思ってそのまま忘れてしまっ
た、とのこと。自分でメモを取ることができるように
メモを常に携帯するよう伝えたが、忘れることが
多かった。

引き続き、伝言は口頭だけではなく、メモに書い
て渡すようにする。また、どうしたら忘れずメモを
携帯できるか、何かいい方法を一緒に考え、試
す。

*10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 相談先はあるが、困っていても自分から発信する
ことが難しく、声をかけられると困りごとを話す。

本人に話してもらいやすくなるように、当面は、困
りごとがないかこちらから声をかけ相談を促す。

5
こちらから声をかけると、相談することができてい
た。

5
こちらから声をかけると、相談することができてい
た。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、
困りごとがないかこちらから声をかけ相談を促
す。

*11 作業量・質の理解 従事する作業で求められている量的または質的目標を理解している。(どのくらいの時間にいくらくらいやればいいかなど) 1 目標を達成できている。

*12 作業速度 期待されている速度に合わせようと取り組むことができる。 1 できる。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。 2 効率よい取り組み方を予め取り決めておけば、そ
れに従って取り組むことができる。

予め、効率よい取り組み方を取り決めておき、そ
れにしたがって取り組んでもらい、うまくいかない
時は話し合う。

5
予め取り組み方を決めていたが、その通りに取り
組むことが難しかった。

5
予め取り組み方を決めていたが、その通りに取り
組むことが難しかった。

予め決めた取り組み方を紙に書くなどして整理す
る、あるいはそうするよう促す。

*14 作業の正確性 ミスなく作業することができる。 1 手順が理解できれば、作業は正確。

*15 自律性① ルーチンであれば、特に指示がなくても行うことができる。 1 できる。

*16 自律性② 監督者が近くにいなくても作業を継続することができる。 1 できる。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲で手伝うことができる。 5 自分がしなくてはいけないことがあっても、手伝い
を求められたら手伝ってしまう。

自分の作業を優先してよいと伝える。もしどちらを
優先したらよいかわからなくなったらスタッフに確
認するように促す。

3
指示として、自分の作業を優先するよう伝えると、
そのようにできるようになってきた。

3
指示として、自分の作業を優先するよう伝えると、
そのようにできるようになってきた。

引き続き、自分の作業を優先してよいと伝える。
もしどちらを優先したらよいかわからなくなったら
スタッフに確認するように促す。

*18 集中力 よそ見・独り言・手を止めるなどがない。 1 そのようなことはない。

*19 修正能力 自ら間違いに気付いて修正することができる。 1 できる。

*20 準備、後片付け 材料の準備、後片付けができる。 1 できる。

*21 返却 道具を使ったら、元の所に返すことができる。 1 できる。

22 時間の厳守 時間通りに休憩から戻ることができる。 1 できる。

23 休憩時間のふるまい 自分の過ごしたいように過ごし、休息をとることができる。 不明（自分の過ごしたいように過ごせているかわ
からない）

休憩時間の過ごし方について話し合う。 1
休憩中は、ひとりでお茶を飲んだり、読書をしたり
してすごしており、今のままでよいと思っている、

1
休憩中は、ひとりでお茶を飲んだり、読書をしたり
してすごしており、今のままでよいと思っている、

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理できる。 4 所持品がないとの訴えがある。 どこに何を保管しておくか、相談して決める。 4
保管場所は決めたが、所持品がないとの訴えは
続いている。

4
保管場所は決めたが、所持品がないとの訴えは
続いている。

保管場所を紙に書くなどして整理する、あるいは
そうするよう促す。

*25 感情コントロール 自分なりの方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)で落ち着くことができる。 1 職場で感情的になることはない。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。 5 他者から声をかけられると、あいさつできる。 自分からもあいさつできるよう、声をかける。 4
来客者があった時など、あいさつを促す声かけを
してきた。ここ1か月ほどは、こちらの声かけがなく
ともあいさつができていた。

4
来客者があった時など、あいさつを促す声かけを
してきた。ここ1か月ほどは、こちらの声かけがなく
ともあいさつができていた。

引き続き、自分からもあいさつできるよう、声をか
ける。

27 注意喚起 他者に話しかける際、一言断ってから話しかけることができる。 不明（他者に話しかけることがあまりない）
わからないことがある時など、どうしても自ら話し
かけないといけないような状況で、一言断ってか
ら話しかけるよう促していく。

1
わからないことがある時、「すみません、ちょっと
いいですか」など一言断ってから話すことができて
いた。

1
わからないことがある時、「すみません、ちょっと
いいですか」など一言断ってから話すことができて
いた。

*28 言葉遣い 会話中、相手に対して丁寧な言葉遣いができる。 1 できる。

29 話す時の音量 会話中、相手にききとりやすい音量で話すことができる。 1 1対1や少人数でならできる。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認することができる。 5
わからないことがあっても、そのままにしてしま
い、後になって伝わっていなかったことが判明す
るというパターンが多い。

伝えた内容を理解できているか、こまめに確認を
取りながら会話を進めていく。

5
わからないことがあっても、そのままにしてしま
い、後になって伝わっていなかったことが判明す
るというパターンが多かった。

5
わからないことがあっても、そのままにしてしま
い、後になって伝わっていなかったことが判明す
るというパターンが多かった。

引き続き、伝えた内容を理解できているか、こま
めに確認を取りながら会話を進めていく。

31 謝罪 必要な時に謝ることができる。 1 できる。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人にはわからないということを理解している。 不明 不明 不明

33 発言内容の選択 みんなの前では、意地悪なことや恥ずかしいことを言わないようにしたり、失礼な質問はしないようにできる。 1 できる。

34 情報の適切な扱い 個人的なことに関しては、自分のことであれ他者のことであれ、それを伝えることに十分注意することができる。 1 できる。

35 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明 不明 不明

36 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

37 対人距離② 他者に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 できる。

38 相づち 会話中、相手を見て相づちをうちながら相手の話をきくことができる。 1 できる。

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができる。 3
話しているうちに、(本人の中ではつながりがある
のかもしれないが)こちらからみるとつながりのな
いような話に展開していくことがある。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理しな
がら会話を進めていく。

2
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人の
中でのつながりをこちらも理解でき、やりとりもス
ムーズになってきた。

2
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人の
中でのつながりをこちらも理解でき、やりとりもス
ムーズになってきた。

引き続き、紙に書き出すなど、何を伝えたいのか
を整理しながら会話を進めていく。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言われると別の表現ができる。 5 別表現を試みるが、結局同じ表現になる。
本人が伝えようとしていることと相違ないか確認し
ながら会話を進めていく。

4
こちらが確認していく中で、体の動きやイラストを
用いて説明することも増えてきた。

4
こちらが確認していく中で、体の動きやイラストを
用いて説明することも増えてきた。

引き続き、本人が伝えようとしていることと相違な
いか確認しながら会話を進めていく。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た回答をすることができる。 5
誠実に回答しようとするが、簡潔に回答すること
が難しく、話しながら回答の仕方を探っている様
子。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整理しな
がら会話を進めていく。

4
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人が
何を伝えたいかをこちらも理解しやすくなり、やり
とりもスムーズになってきた。

4
紙に書き出しながら会話を進めることで、本人が
何を伝えたいかをこちらも理解しやすくなり、やり
とりもスムーズになってきた。

引き続き、紙に書き出すなど、何を伝えたいのか
を整理しながら会話を進めていく。

42 会話の終わり 会話の終わりや会話を終えるべき時に気付くことができる。 1 できる。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人が担う役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

領域 項目 基準
個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

個別支援計画・モニタリングシート(２クール目：平成27年6月～平成27年8月)

対人関係、コミュニケーション

その他

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

出勤

指示・指示系統の理解

作業遂行能力

仕事の準備、後片付け

休憩時間のふるまい

シート⑦



就労移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

1 始業10分前に携帯のアラームを鳴らすことで、欠
勤や遅刻の場合は事前に連絡ができている。

始業10分前に携帯のアラームを鳴らすことで、欠勤や
遅刻の場合は事前に連絡ができている。

ルールを明示しておく必要がある。 ルールが明示されていれば、従うことができる。

2
こちらが近くにいなくても、わからない時にはほぼ
声をかけることができている。こちらも、気に留め
ておく必要がある。

新しい作業を課した時など本人の様子を見守り、
わかっていなさそうであるのに作業を進めようとし
た時は確認する。また、理解できているか不安な
時はスタッフに確認を求めるよう促す。

2
こちらが近くにいなくても、わからない時にはほぼ
声をかけることができている。こちらも、気に留め
ておく必要がある。

新しい作業を課した時など本人の様子を見守り、わ
かっていなさそうであるのに作業を進めようとした時は
確認する。また、理解できているか不安な時はスタッフ
に確認を求めるよう促す。

2

自分で指示内容をメモし、そのメモが視覚に入る
範囲に置きながら作業することで、ほぼ毎回報告
できている。時々、指示内容を取り違えることがあ
るので、メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、指示内容を
取り違えて書き出している場合は確認する。また、
理解できているか不安な時はスタッフに確認を求
めるよう促す。

2

自分で指示内容をメモし、そのメモが視覚に入る
範囲に置きながら作業することで、ほぼ毎回報告
できている。時々、指示内容を取り違えることがあ
るので、メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、指示内容を取り
違えて書き出している場合は確認する。また、理解でき
ているか不安な時はスタッフに確認を求めるよう促す。

2

メモは常に携帯している。自分で伝言内容をメモ
することで、ほぼ毎回伝言を届けることができてい
る。時々、伝言内容を取り違えることがあるので、
メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、伝言内容を
取り違えて書き出している場合は確認する。また、
理解できているか不安な時はスタッフに確認を求
めるよう促す。

2

メモは常に携帯している。自分で伝言内容をメモ
することで、ほぼ毎回伝言を届けることができてい
る。時々、伝言内容を取り違えることがあるので、
メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、伝言内容を取り
違えて書き出している場合は確認する。また、理解でき
ているか不安な時はスタッフに確認を求めるよう促す。

3 利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相談で
きるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、
困りごとがないかこちらから声をかけ相談を促す。

3 利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相談で
きるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、困りご
とがないかこちらから声をかけ相談を促す。

2

取り組み方についての何らかの視覚的手がかり
があれば、それに従って取り組むことができてい
る。新しい作業が課される度に、その作業につい
ての新たな視覚的手がかりを作成する必要があ
る。

新しい作業を課した時は、本人と話し合いながら、
その作業についての新たな視覚的手がかりを作
成する。

2

取り組み方についての何らかの視覚的手がかり
があれば、それに従って取り組むことができてい
る。新しい作業が課される度に、その作業につい
ての新たな視覚的手がかりを作成する必要があ
る。

新しい作業を課した時は、本人と話し合いながら、その
作業についての新たな視覚的手がかりを作成する。

本人が理解できるように手順を伝える必要がある。 手順が理解できれば、作業は正確。

1 手伝いを求められたら、「自分の作業が終わって
から手伝います」と伝えることができている。

2

保管場所を決めて視覚的手がかりを示しておけ
ば、その場所にしまうことができている。新しい所
持品が増える度に、その所持品の保管場所につ
いての新たな視覚的手がかりを作成する必要が
ある。

新しい所持品が増えた時は、本人と話し合いなが
ら、その所持品の保管場所についての新たな視
覚的手がかりを作成する。

2

保管場所を決めて視覚的手がかりを示しておけ
ば、その場所にしまうことができている。新しい所
持品が増える度に、その所持品の保管場所につ
いての新たな視覚的手がかりを作成する必要が
ある。

新しい所持品が増えた時は、本人と話し合いながら、そ
の所持品の保管場所についての新たな視覚的手がか
りを作成する。

1 声かけがなくても、自らあいさつできている。

1対1や少人数でならできる。

2
利用開始当初と比べると、わからない時には自ら
尋ねられるようになってきた。こちらも、気に留め
ておく必要がある。

引き続き、伝えた内容を理解できているか、こまめ
に確認を取りながら会話を進めていく。また、わか
らない時には確認するよう促す。

2
利用開始当初と比べると、わからない時には自ら
尋ねられるようになってきた。こちらも、気に留め
ておく必要がある。

引き続き、伝えた内容を理解できているか、こまめに確
認を取りながら会話を進めていく。また、わからない時
には確認するよう促す。

1
こちらが知らない状況については、知っている前
提で話すのではなく、1から丁寧に説明してくれ
る。

不明

利用中は、本人が傷ついたり不愉快になったりする関
係や場面に巻き込まれるということはなかったが、はっ
きりとしたアセスメントをとれているわけではないので、
留意する必要がある。

1 紙に書き出すなど何らかの視覚的手がかりがあ
れば、比較的スムーズに会話できている。

1 紙に書き出すなど何らかの視覚的手がかりがあ
れば、比較的スムーズに会話できている。

1 紙に書き出すなど何らかの視覚的手がかりがあ
れば、比較的スムーズに会話できている。

平成29年3月～個別支援計画・モニタリングシート(８クール目：平成28年12月～平成28年2月)

備考
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考 今後必要と思われる支援

シート⑦



就労移行のための総合支援シート 引き継ぎシート
利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：平成29年3月1日
作成者：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

1 交通手段 何らかの手段を使って自分で通勤することができる。 1 できる。

*2 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。 3 連絡があったり、なかったりする。そこに規
則があるようには思われない。

欠勤時、遅刻時に面談時間を設ける。
3
連絡がなかった時、事情を尋ねると「忘れて
いました」とのことだった。忘れず連絡するよ
う伝えるも、その繰り返しであった。

1
始業10分前に携帯のアラームを鳴らすこと
で、欠勤や遅刻の場合は事前に連絡ができ
ている。

始業10分前に携帯のア
ラームを鳴らすことで、欠
勤や遅刻の場合は事前に
連絡ができている。

3 働く場のルール理解、遵守 働く場のルールを理解し、それに従うことができる。 1 ルールが明示されていれば、従うことができ
る。

ルールを明示しておく必要がある。 ルールが明示されていれ
ば、従うことができる。

*4 指示の受け入れ① 上司からの指示に従うことができる。 1 できる。

*5 指示の受け入れ② 注意や指示・助言等をされても感情的に反発したり、ふてくされたりしない。 1 「はい」「はい」と返事をしながらきき、反発し
たりふてくされたりすることはない。

*6 柔軟性 理由を伝えれば、急な予定変更にも応じることができる。 1 できる。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することができる。 5 わからないのに尋ねることができず、自己判
断で作業を進めてしまう。

本人に意識してもらえるように、わからない
時には声をかけるよう促す。

4
こちらが近くにいると、声をかけることができ
ていた。

2
こちらが近くにいなくても、わからない時には
ほぼ声をかけることができている。こちらも、
気に留めておく必要がある。

新しい作業を課した時など本人の様子を見
守り、わかっていなさそうであるのに作業を
進めようとした時は確認する。また、理解で
きているか不安な時はスタッフに確認を求め
るよう促す。

2
こちらが近くにいなくても、わからない時には
ほぼ声をかけることができている。こちらも、
気に留めておく必要がある。

新しい作業を課した時など本人の様子を見守り、わ
かっていなさそうであるのに作業を進めようとした時は
確認する。また、理解できているか不安な時はスタッフ
に確認を求めるよう促す。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対して報告することができる。 3 報告があったり、なかったりする。そこに規
則があるようには思われない。

指示系統を明確に示し、本人に意識してもら
えるように、報告がない時は、声をかける。

3
指示系統を視覚的に示し、指示の最後に報
告にも来るよう併せて伝えていたが、報告を
忘れることがあった。

2

自分で指示内容をメモし、そのメモが視覚に
入る範囲に置きながら作業することで、ほぼ
毎回報告できている。時々、指示内容を取り
違えることがあるので、メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、指示
内容を取り違えて書き出している場合は確
認する。また、理解できているか不安な時は
スタッフに確認を求めるよう促す。

2

自分で指示内容をメモし、そのメモが視覚に
入る範囲に置きながら作業することで、ほぼ
毎回報告できている。時々、指示内容を取り
違えることがあるので、メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、指示内容を取り
違えて書き出している場合は確認する。また、理解でき
ているか不安な時はスタッフに確認を求めるよう促す。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。 4 伝言（口頭）を受けても、自分のところで止め
てしまいがち。

伝言は口頭だけではなく、メモに書いて渡す
ようにするか、本人にメモを取るよう促す。

2

伝言メモを受け取ると、すぐに相手に伝えに
行くことができていることが多かった。相手
が取り込み中だと、後にしようと思ってその
まま忘れてしまった、とのこと。自分でメモを
取ることができるようにメモを常に携帯する
よう伝えたが、忘れることが多かった。

2

メモは常に携帯している。自分で伝言内容を
メモすることで、ほぼ毎回伝言を届けること
ができている。時々、伝言内容を取り違える
ことがあるので、メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、伝言
内容を取り違えて書き出している場合は確
認する。また、理解できているか不安な時は
スタッフに確認を求めるよう促す。

2

メモは常に携帯している。自分で伝言内容を
メモすることで、ほぼ毎回伝言を届けること
ができている。時々、伝言内容を取り違える
ことがあるので、メモの確認が必要。

本人が書き出している様子を見守り、伝言内容を取り
違えて書き出している場合は確認する。また、理解でき
ているか不安な時はスタッフに確認を求めるよう促す。

*10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5
相談先はあるが、困っていても自分から発
信することが難しく、声をかけられると困りご
とを話す。

本人に話してもらいやすくなるように、当面
は、困りごとがないかこちらから声をかけ相
談を促す。

5
こちらから声をかけると、相談することがで
きていた。

3 利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相
談できるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるよう
に、困りごとがないかこちらから声をかけ相
談を促す。

3 利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相
談できるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、困りご
とがないかこちらから声をかけ相談を促す。

*11 作業量・質の理解 従事する作業で求められている量的または質的目標を理解している。(どのくらいの時間
にいくらくらいやればいいかなど)

1 目標を達成できている。

*12 作業速度 期待されている速度に合わせようと取り組むことができる。 1 できる。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。 2 効率よい取り組み方を予め取り決めておけ
ば、それに従って取り組むことができる。

予め、効率よい取り組み方を取り決めてお
き、それにしたがって取り組んでもらい、うま
くいかない時は話し合う。

5
予め取り組み方を決めていたが、その通り
に取り組むことが難しかった。

2

取り組み方についての何らかの視覚的手が
かりがあれば、それに従って取り組むことが
できている。新しい作業が課される度に、そ
の作業についての新たな視覚的手がかりを
作成する必要がある。

新しい作業を課した時は、本人と話し合いな
がら、その作業についての新たな視覚的手
がかりを作成する。

2

取り組み方についての何らかの視覚的手が
かりがあれば、それに従って取り組むことが
できている。新しい作業が課される度に、そ
の作業についての新たな視覚的手がかりを
作成する必要がある。

新しい作業を課した時は、本人と話し合いながら、その
作業についての新たな視覚的手がかりを作成する。

*14 作業の正確性 ミスなく作業することができる。 1 手順が理解できれば、作業は正確。 本人が理解できるように手順を伝える必要がある。 手順が理解できれば、作
業は正確。

*15 自律性① ルーチンであれば、特に指示がなくても行うことができる。 1 できる。

*16 自律性② 監督者が近くにいなくても作業を継続することができる。 1 できる。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲で手伝うことができる。 5 自分がしなくてはいけないことがあっても、
手伝いを求められたら手伝ってしまう。

自分の作業を優先してよいと伝える。もしど
ちらを優先したらよいかわからなくなったらス
タッフに確認するように促す。

3
指示として、自分の作業を優先するよう伝え
ると、そのようにできるようになってきた。

1
手伝いを求められたら、「自分の作業が終
わってから手伝います」と伝えることができ
ている。

*18 集中力 よそ見・独り言・手を止めるなどがない。 1 そのようなことはない。

*19 修正能力 自ら間違いに気付いて修正することができる。 1 できる。

*20 準備、後片付け 材料の準備、後片付けができる。 1 できる。

*21 返却 道具を使ったら、元の所に返すことができる。 1 できる。

22 時間の厳守 時間通りに休憩から戻ることができる。 1 できる。

23 休憩時間のふるまい 自分の過ごしたいように過ごし、休息をとることができる。 不明（自分の過ごしたいように過ごせている
かわからない）

休憩時間の過ごし方について話し合う。 1
休憩中は、ひとりでお茶を飲んだり、読書を
したりしてすごしており、今のままでよいと
思っている、とのこと。

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理できる。 4 所持品がないとの訴えがある。
どこに何を保管しておくか、相談して決め
る。

4
保管場所は決めたが、所持品がないとの訴
えは続いている。

2

保管場所を決めて視覚的手がかりを示して
おけば、その場所にしまうことができている。
新しい所持品が増える度に、その所持品の
保管場所についての新たな視覚的手がかり
を作成する必要がある。

新しい所持品が増えた時は、本人と話し合
いながら、その所持品の保管場所について
の新たな視覚的手がかりを作成する。

2

保管場所を決めて視覚的手がかりを示して
おけば、その場所にしまうことができている。
新しい所持品が増える度に、その所持品の
保管場所についての新たな視覚的手がかり
を作成する必要がある。

新しい所持品が増えた時は、本人と話し合いながら、そ
の所持品の保管場所についての新たな視覚的手がか
りを作成する。

*25 感情コントロール 自分なりの方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)で落ち着くことができる。 1 職場で感情的になることはない。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。 5 他者から声をかけられると、あいさつでき
る。

自分からもあいさつできるよう、声をかける。 4
来客者があった時など、あいさつを促す声
かけをしてきた。ここ1か月ほどは、こちらの
声かけがなくともあいさつができていた。

1 声かけがなくても、自らあいさつできている。

27 注意喚起 他者に話しかける際、一言断ってから話しかけることができる。 不明（他者に話しかけることがあまりない）
わからないことがある時など、どうしても自ら
話しかけないといけないような状況で、一言
断ってから話しかけるよう促していく。

1
わからないことがある時、「すみません、
ちょっといいですか」など一言断ってから話
すことができていた。

*28 言葉遣い 会話中、相手に対して丁寧な言葉遣いができる。 1 できる。

29 話す時の音量 会話中、相手にききとりやすい音量で話すことができる。 1 1対1や少人数でならできる。
1対1や少人数でならでき
る。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認することができる。 5
わからないことがあっても、そのままにしてし
まい、後になって伝わっていなかったことが
判明するというパターンが多い。

伝えた内容を理解できているか、こまめに確
認を取りながら会話を進めていく。

5
わからないことがあっても、そのままにしてし
まい、後になって伝わっていなかったことが
判明するというパターンが多かった。

2
利用開始当初と比べると、わからない時に
は自ら尋ねられるようになってきた。こちら
も、気に留めておく必要がある。

引き続き、伝えた内容を理解できているか、
こまめに確認を取りながら会話を進めてい
く。また、わからない時には確認するよう促
す。

2
利用開始当初と比べると、わからない時に
は自ら尋ねられるようになってきた。こちら
も、気に留めておく必要がある。

引き続き、伝えた内容を理解できているか、こまめに確
認を取りながら会話を進めていく。また、わからない時
には確認するよう促す。

31 謝罪 必要な時に謝ることができる。 1 できる。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人にはわからないということを理解している。 不明 不明 1
こちらが知らない状況については、知ってい
る前提で話すのではなく、1から丁寧に説明
してくれる。

33 発言内容の選択 みんなの前では、意地悪なことや恥ずかしいことを言わないようにしたり、失礼な質問は
しないようにできる。

1 できる。

34 情報の適切な扱い 個人的なことに関しては、自分のことであれ他者のことであれ、それを伝えることに十分
注意することができる。

1 できる。

35 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明 不明 不明

利用中は、本人が傷ついたり不愉快になったりする関
係や場面に巻き込まれるということはなかったが、はっ
きりとしたアセスメントがとれているわけではないので、
留意する必要がある。

36 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

37 対人距離② 他者に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 できる。

38 相づち 会話中、相手を見て相づちをうちながら相手の話をきくことができる。 1 できる。

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができる。 3

話しているうちに、(本人の中ではつながりが
あるのかもしれないが)こちらからみるとつな
がりのないような話に展開していくことがあ
る。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整
理しながら会話を進めていく。

2
紙に書き出しながら会話を進めることで、本
人の中でのつながりをこちらも理解でき、や
りとりもスムーズになってきた。

1
紙に書き出すなど何らかの視覚的手がかり
があれば、比較的スムーズに会話できてい
る。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言われると別の表現ができる。 5 別表現を試みるが、結局同じ表現になる。
本人が伝えようとしていることと相違ないか
確認しながら会話を進めていく。

4
こちらが確認していく中で、体の動きやイラ
ストを用いて説明することも増えてきた。

1
紙に書き出すなど何らかの視覚的手がかり
があれば、比較的スムーズに会話できてい
る。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た回答をすることができる。 5
誠実に回答しようとするが、簡潔に回答する
ことが難しく、話しながら回答の仕方を探っ
ている様子。

紙に書き出すなど、何を伝えたいのかを整
理しながら会話を進めていく。

4
紙に書き出しながら会話を進めることで、本
人が何を伝えたいかをこちらも理解しやすく
なり、やりとりもスムーズになってきた。

1
紙に書き出すなど何らかの視覚的手がかり
があれば、比較的スムーズに会話できてい
る。

42 会話の終わり 会話の終わりや会話を終えるべき時に気付くことができる。 1 できる。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人が担う役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

その他

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

出勤

指示・
指示系統の理解

作業遂行能力

仕事の準備、
後片付け

休憩時間のふるまい

対人関係、
コミュニケーション

備考

個別支援計画・モニタリングシート(８クール目：平成28年12月～平成28年2月) 平成29年3月～
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考 今後必要と思われる支援
領域 項目 基準

個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

シート⑧



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*1 生活リズム
仕事に支障がないような生活リズムを維持することができる。(仕事に、生活リズムが原因となるような
支障が出ていない。)

1 できる。

2 何らかの手段で食事を調達することができる。 1 調理はあまりしないようだが、食事提供がない日
も、自分で調達できている。

3 食後の片づけをすることができる。 5 食器洗いはできるが、乾いた食器をしまうことが難
しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

　 　 　 　 　 　 　 　

4 飲酒 飲酒欲求をコントロールすることができる。 1 飲酒はしない。 　

*5 歯みがき 毎日、自発的に歯をみがくことができる。 1 できる。

*6 洗顔 毎日、自発的に顔を洗うことができる。 1 できる。

*7 入浴 毎日、自発的に入浴ができる。 1 できる。

*8 洗濯 決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗濯をすることができる。 5 洗濯はほぼ毎日できるが、乾いた洗濯物をしまう
のが難しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

　 　 　 　 　 　 　 　

*9 衣服の選択 季節に合わせた服装を選択することができる。 1 できる。

*10 整髪 毎日、自発的に髪を整えることができる。 1 できる。

*11 ひげの手入れ 自発的にひげの手入れをすることができる。(男性のみ) 1 できる。

*12 生理の対処 生理の対処ができる。(女性のみ)

13 体調不良時の対処 体調不良時に訴えることができる。 1 自分で対処できている。

14 服薬管理
薬の内容や量、時間、回数等医師に決められた通りに服薬することができる。(薬を処方されている場
合)

3 薬の飲み忘れがある。
どうしたら飲み忘れないか、何か方法を一緒
に考え、試す。

　 　 　 　

15 定期通院 医師に指示された通りに通院することができる。(定期通院がある場合) 1 できる。

16 家計のやりくり 1か月の家計のやりくりができる。 1 できる。

17 貸し借り 借りたら返すことができる。 1 借りるような状況になったことがない。 　

18 ATMの使用 必要に応じてATMも使用することができる。 不明 　 　 　 　

19 所持品管理 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理することができる。 5 部屋は、いろいろなものが散乱している。
どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

　 　 　 　 　 　 　 　

*20 感情コントロール 自分なりの方法(他者に話をきいてもらう)で落ち着くことができる。 1 日頃思い悩むことがあると、家族(主に母)に話をき
いてもらっている様子。 　

21 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明 　 　 　 　

22 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

23 対人距離② 他者(家族/家族以外)に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 家族、家族以外ともにそのようなことはない。

24 掃除① 決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃除をすることができる。 5 声かけをし、一緒に掃除をする機会を作らない限
り、自発的に掃除をするのは難しい。

掃除の日を設定し、掃除の仕方(整理の仕
方)を提案し、一緒に掃除する。

　 　 　 　 　 　 　 　

25 掃除② 地域のルールに従ってゴミ出しができる。 5 分別して捨てるということが難しく、ゴミ出しの日も
忘れることが多い。

ゴミの分別BOXを購入するよう促し、分別の
仕方を伝える。また、ゴミ出しカレンダーを一
緒に作成する。

　 　 　 　 　 　 　 　

26 必要物品の購入 生活に必要なもの(洗剤等消耗品)を購入することができる。 1 できる。

27 マナー 近所迷惑な行為(大声を出す、騒音を出すなど)をしない。 1 できる。

28 防犯の意識① 窓やドアに施錠ができる。 2 時々施錠を忘れる様子。
どうしたらかけ忘れないか、何か方法を一緒
に考え、試す。

　 　 　

29 防犯の意識②
不意に人が訪ねてきたら(セールス等)、モニターで確認してからドアを開けるかどうかを判断すること
ができる。

不明 　 　 　 　 　

30 日常生活に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 こちらから声をかければ、相談することができる。
本人に話してもらいやすくなるように、当面
は、こちらから声をかけ相談を促す。

　 　 　 　 　 　 　 　

31 外出 持ち物準備 外出にあたって必要な持ち物を自分で準備することができる。 5 必要なものは何かということはわかるが、それを見
つけるのに時間がかかる。

掃除の仕方(整理の仕方)を提案し、掃除の
日を設定し、一緒に掃除する。

　 　 　 　 　 　 　 　

32 余暇 自分なりの方法(読書など)で余暇を過ごすことができる。 1 図書館、本屋などで過ごすことが多いよう。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール
・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)
・TTAP　家庭尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

住環境の整備

地域生活

その他

今後必要と思われる支援

生活習慣

食事

体調管理

金銭管理

対人関係、
コミュニケーション

平成　　年　　月～

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

アセスメント

個別支援計画・モニタリングシート(　クール目：平成　　年　　月～平成　　年　　月)

支援内容
モニタリング

備考 備考
領域 項目 基準

個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

シート⑨



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート 個別支援計画・モニタリングシート
≪1クール目：平成27年3月1日～平成27年5月31日≫

利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：　　平成27年3月1日 作成者：　　　〇〇〇〇〇 本人同意署名：　　　〇〇〇〇〇 作成者：　　　〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

3 食事 食後の片づけをすることができる。 5 食器洗いはできるが、乾いた食器をしまうこと
が難しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、試
す。

*8 洗濯 決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗濯をすることができる。 5 洗濯はほぼ毎日できるが、乾いた洗濯物をし
まうのが難しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、試
す。

14 体調管理 服薬管理
薬の内容や量、時間、回数等医師に決められた通りに服薬することができ
る。(薬を処方されている場合)

3 薬の飲み忘れがある。
どうしたら飲み忘れないか、何か方法を一緒に
考え、試す。

18 金銭管理 ATMの使用 必要に応じてATMも使用することができる。 不明

19 所持品管理 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理することができる。 5 部屋は、いろいろなものが散乱している。
どこに何をしまうかということを一緒に考え、試
す。

21 対人関係、
コミュニケーション

傷つく状況・関係の
回避

自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れるこ
とができる。 不明

24 掃除① 決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃除をすることができる。 5 声かけをし、一緒に掃除をする機会を作らない
限り、自発的に掃除をするのは難しい。

掃除の日を設定し、掃除の仕方(整理の仕方)
を提案し、一緒に掃除する。

25 掃除② 地域のルールに従ってゴミ出しができる。 5 分別して捨てるということが難しく、ゴミ出しの
日も忘れることが多い。

ゴミの分別BOXを購入するよう促し、分別の仕
方を伝える。また、ゴミ出しカレンダーを一緒に
作成する。

28 防犯の意識① 窓やドアに施錠ができる。 2 時々施錠を忘れる様子。
どうしたらかけ忘れないか、何か方法を一緒に
考え、試す。

29 防犯の意識②
不意に人が訪ねてきたら(セールス等)、モニターで確認してからドアを開
けるかどうかを判断することができる。 不明

30 日常生活に関する
相談

相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 こちらから声をかければ、相談することができ
る。

本人に話してもらいやすくなるように、当面は、
こちらから声をかけ相談を促す。

31 外出 持ち物準備 外出にあたって必要な持ち物を自分で準備することができる。 5 必要なものは何かということはわかるが、それ
を見つけるのに時間がかかる。

掃除の仕方(整理の仕方)を提案し、掃除の日
を設定し、一緒に掃除する。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)

・TTAP　家庭尺度

・TTAP　スキル累積記録

・Vineland適応行動尺度Ⅱ

領域 項目 基準 支援内容 備考

生活習慣

住環境の整備

地域生活

アセスメント モニタリング

シート⑩



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

個別支援計画・モニタリングシート(２クール目：平成27年6月～平成27年8月)

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*1 生活リズム
仕事に支障がないような生活リズムを維持することができる。(仕事に、生活リズムが原因となるような
支障が出ていない。)

1 できる。

2 何らかの手段で食事を調達することができる。 1 調理はあまりしないようだが、食事提供がない日
も、自分で調達できている。

3 食後の片づけをすることができる。 5 食器洗いはできるが、乾いた食器をしまうことが難
しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に
示せる工夫を一緒に考え、試す。

4 飲酒 飲酒欲求をコントロールすることができる。 1 飲酒はしない。

*5 歯みがき 毎日、自発的に歯をみがくことができる。 1 できる。

*6 洗顔 毎日、自発的に顔を洗うことができる。 1 できる。

*7 入浴 毎日、自発的に入浴ができる。 1 できる。

*8 洗濯 決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗濯をすることができる。 5 洗濯はほぼ毎日できるが、乾いた洗濯物をしまう
のが難しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に
示せる工夫を一緒に考え、試す。

*9 衣服の選択 季節に合わせた服装を選択することができる。 1 できる。

*10 整髪 毎日、自発的に髪を整えることができる。 1 できる。

*11 ひげの手入れ 自発的にひげの手入れをすることができる。(男性のみ) 1 できる。

*12 生理の対処 生理の対処ができる。(女性のみ)

13 体調不良時の対処 体調不良時に訴えることができる。 1 自分で対処できている。

14 服薬管理
薬の内容や量、時間、回数等医師に決められた通りに服薬することができる。(薬を処方されている場
合)

3 薬の飲み忘れがある。
どうしたら飲み忘れないか、何か方法を一
緒に考え、試す。

4
薬を飲む時間帯に携帯のアラームを設定す
るようにしたところ、飲み忘れは少し減って
きている。

4
薬を飲む時間帯に携帯のアラームを設定す
るようにしたところ、飲み忘れは少し減って
きている。

引き続き、携帯のアラームの設定を促すな
ど声をかけ定着をはかる。

15 定期通院 医師に指示された通りに通院することができる。(定期通院がある場合) 1 できる。

16 家計のやりくり 1か月の家計のやりくりができる。 1 できる。

17 貸し借り 借りたら返すことができる。 1 借りるような状況になったことがない。

18 ATMの使用 必要に応じてATMも使用することができる。 不明 不明 不明

19 所持品管理 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理することができる。 5 部屋は、いろいろなものが散乱している。
どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に
示せる工夫を一緒に考え、試す。

*20 感情コントロール 自分なりの方法(他者に話をきいてもらう)で落ち着くことができる。 1 日頃思い悩むことがあると、家族(主に母)に話をき
いてもらっている様子。

21 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明 不明 不明

22 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

23 対人距離② 他者(家族/家族以外)に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 家族、家族以外ともにそのようなことはない。

24 掃除① 決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃除をすることができる。 5 声かけをし、一緒に掃除をする機会を作らない限
り、自発的に掃除をするのは難しい。

掃除の日を設定し、掃除の仕方(整理の仕
方)を提案し、一緒に掃除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

引き続き、掃除の日を設定し、掃除の仕方
(整理の仕方)を提案し、一緒に掃除する。

25 掃除② 地域のルールに従ってゴミ出しができる。 5 分別して捨てるということが難しく、ゴミ出しの日も
忘れることが多い。

ゴミの分別BOXを購入するよう促し、分別の
仕方を伝える。また、ゴミ出しカレンダーを一
緒に作成する。

5

分別BOXを用意し分別の仕方を伝えたが、
あまり活用できていない様子。ゴミ出しカレ
ンダーは玄関のドアに貼り出し、朝出かける
前に出せている。

5

分別BOXを用意し分別の仕方を伝えたが、
あまり活用できていない様子。ゴミ出しカレ
ンダーは玄関のドアに貼り出し、朝出かける
前に出せている。

分別の仕方を伝えるだけではなく、どういう
ものをどこに入れるかを視覚的に示すなど
工夫を一緒に考え、試す。

26 必要物品の購入 生活に必要なもの(洗剤等消耗品)を購入することができる。 1 できる。

27 マナー 近所迷惑な行為(大声を出す、騒音を出すなど)をしない。 1 できる。

28 防犯の意識① 窓やドアに施錠ができる。 2 時々施錠を忘れる様子。
どうしたらかけ忘れないか、何か方法を一緒
に考え、試す。

1
枕元と玄関に、施錠確認のプリントを掲示す
るようにしたところ、施錠を忘れることはほぼ
なくなった、とのこと。

1
枕元と玄関に、施錠確認のプリントを掲示す
るようにしたところ、施錠を忘れることはほぼ
なくなった、とのこと。

29 防犯の意識②
不意に人が訪ねてきたら(セールス等)、モニターで確認してからドアを開けるかどうかを判断すること
ができる。

不明 不明 不明

30 日常生活に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 こちらから声をかければ、相談することができる。
本人に話してもらいやすくなるように、当面
は、こちらから声をかけ相談を促す。

5
こちらから声をかければ、相談することがで
きていた。

5
こちらから声をかければ、相談することがで
きていた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるよう
に、こちらから声をかけ相談を促す。

31 外出 持ち物準備 外出にあたって必要な持ち物を自分で準備することができる。 5 必要なものは何かということはわかるが、それを見
つけるのに時間がかかる。

掃除の仕方(整理の仕方)を提案し、掃除の
日を設定し、一緒に掃除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

引き続き、掃除の日を設定し、掃除の仕方
(整理の仕方)を提案し、一緒に掃除する。

32 余暇 自分なりの方法(読書など)で余暇を過ごすことができる。 1 図書館、本屋などで過ごすことが多いよう。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール
・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)
・TTAP　家庭尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

住環境の整備

地域生活

その他

生活習慣

食事

体調管理

金銭管理

対人関係、
コミュニケーション

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

領域 項目 基準
個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

シート⑪



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

　 　 　 　 　 　

　

　 　 　 　 　 　

　 　

　

　 　 　

　 　 　 　 　 　

　

　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

今後必要と思われる支援

平成29年3月～

アセスメント

個別支援計画・モニタリングシート(８クール目：平成28年12月～平成29年2月)

支援内容
モニタリング

備考 備考

シート⑪



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート 個別支援計画・モニタリングシート
≪1クール目：平成27年3月1日～平成27年5月31日≫

利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：　　　平成27年6月1日 作成者：　　　〇〇〇〇〇 本人同意署名：　　　〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

3 食事 食後の片づけをすることができる。 5 食器洗いはできるが、乾いた食
器をしまうことが難しい。

どこに何をしまうかということを一
緒に考え、試す。

5

どこに何をしまうか決めただけで
はしまうことが難しく、結局のとこ
ろ出しっぱなしになることが続い
た。

*8 洗濯
決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗
濯をすることができる。

5 洗濯はほぼ毎日できるが、乾い
た洗濯物をしまうのが難しい。

どこに何をしまうかということを一
緒に考え、試す。

5

どこに何をしまうか決めただけで
はしまうことが難しく、結局のとこ
ろ出しっぱなしになることが続い
た。

14 体調管理 服薬管理
薬の内容や量、時間、回数等医師に
決められた通りに服薬することがで
きる。(薬を処方されている場合)

3 薬の飲み忘れがある。
どうしたら飲み忘れないか、何か
方法を一緒に考え、試す。

4
薬を飲む時間帯に携帯のアラー
ムを設定するようにしたところ、飲
み忘れは少し減ってきている。

18 金銭管理 ATMの使用
必要に応じてATMも使用することが
できる。 不明 不明

19 所持品管理 所持品管理
貴重品を含め、自分の持ち物を自分
で管理することができる。

5 部屋は、いろいろなものが散乱し
ている。

どこに何をしまうかということを一
緒に考え、試す。

5

どこに何をしまうか決めただけで
はしまうことが難しく、結局のとこ
ろ出しっぱなしになることが続い
た。

21 対人関係、コミュニケーション
傷つく状況・
関係の回避

自らが傷ついたり、不愉快になった
りする場面や人付き合いから離れる
ことができる。

不明 不明

24 掃除①
決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃
除をすることができる。

5
声かけをし、一緒に掃除をする機
会を作らない限り、自発的に掃除
をするのは難しい。

掃除の日を設定し、掃除の仕方
(整理の仕方)を提案し、一緒に掃
除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定して
いる。掃除の日以外に自発的に
掃除を実施するのは難しかった。

25 掃除②
地域のルールに従ってゴミ出しがで
きる。

5
分別して捨てるということが難し
く、ゴミ出しの日も忘れることが多
い。

ゴミの分別BOXを購入するよう促
し、分別の仕方を伝える。また、
ゴミ出しカレンダーを一緒に作成
する。

5

分別BOXを用意し分別の仕方を
伝えたが、あまり活用できていな
い様子。ゴミ出しカレンダーは玄
関のドアに貼り出し、朝出かける
前に出せている。

28 防犯の意識① 窓やドアに施錠ができる。 2 時々施錠を忘れる様子。
どうしたらかけ忘れないか、何か
方法を一緒に考え、試す。

1

枕元と玄関に、施錠確認のプリン
トを掲示するようにしたところ、施
錠を忘れることはほぼなくなっ
た、とのこと。

29 防犯の意識②

不意に人が訪ねてきたら(セールス
等)、モニターで確認してからドアを
開けるかどうかを判断することがで
きる。

不明 不明

30 日常生活に関す
る相談

相談先があり、困ったら自ら援助を
求めることができる(相談できる)。

5 こちらから声をかければ、相談す
ることができる。

本人に話してもらいやすくなるよう
に、当面は、こちらから声をかけ
相談を促す。

5
こちらから声をかければ、相談す
ることができていた。

31 外出 持ち物準備
外出にあたって必要な持ち物を自分
で準備することができる。

5
必要なものは何かということはわ
かるが、それを見つけるのに時間
がかかる。

掃除の仕方(整理の仕方)を提案
し、掃除の日を設定し、一緒に掃
除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定して
いる。掃除の日以外に自発的に
掃除を実施するのは難しかった。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫

【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)

・TTAP　家庭尺度

・TTAP　スキル累積記録

・Vineland適応行動尺度Ⅱ

【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・
記入します。

備考

生活習慣

住環境の整備

地域生活

モニタリング
支援内容領域 項目 基準

アセスメント

シート⑫



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート 個別支援計画・モニタリングシート
≪２クール目：平成27年6月1日～平成27年8月31日≫

利用者氏名：〇〇〇〇〇

作成年月日：　　　平成27年6月1日 作成者：　　　〇〇〇〇〇 本人同意署名：　　　〇〇〇〇〇 作成者：　　　〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

3 食事 食後の片づけをすることができる。 5
どこに何をしまうか決めただけではしまうことが難しく、
結局のところ出しっぱなしになることが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に示せる工
夫を一緒に考え、試す。

*8 洗濯
決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗
濯をすることができる。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうことが難しく、
結局のところ出しっぱなしになることが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に示せる工
夫を一緒に考え、試す。

14 体調管理 服薬管理
薬の内容や量、時間、回数等医師
に決められた通りに服薬することが
できる。(薬を処方されている場合)

4
薬を飲む時間帯に携帯のアラームを設定するようにし
たところ、飲み忘れは少し減ってきている。

引き続き、携帯のアラームの設定を促すなど声をかけ
定着をはかる。

18 金銭管理 ATMの使用
必要に応じてATMも使用することが
できる。

不明

19 所持品管理 所持品管理
貴重品を含め、自分の持ち物を自分
で管理することができる。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうことが難しく、
結局のところ出しっぱなしになることが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に示せる工
夫を一緒に考え、試す。

21 対人関係、
コミュニケーション

傷つく状況・
関係の回避

自らが傷ついたり、不愉快になった
りする場面や人付き合いから離れる
ことができる。

不明

24 掃除①
決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃
除をすることができる。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除の日以外
に自発的に掃除を実施するのは難しかった。

引き続き、掃除の日を設定し、掃除の仕方(整理の仕
方)を提案し、一緒に掃除する。

25 掃除②
地域のルールに従ってゴミ出しがで
きる。

5
分別BOXを用意し分別の仕方を伝えたが、あまり活用
できていない様子。ゴミ出しカレンダーは玄関のドアに
貼り出し、朝出かける前に出せている。

分別の仕方を伝えるだけではなく、どういうものをどこ
に入れるかを視覚的に示すなど工夫を一緒に考え、試
す。

29 防犯の意識②

不意に人が訪ねてきたら(セールス
等)、モニターで確認してからドアを
開けるかどうかを判断することがで
きる。

不明

30 日常生活に
関する相談

相談先があり、困ったら自ら援助を
求めることができる(相談できる)。

5 こちらから声をかければ、相談することができていた。
引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、こちら
から声をかけ相談を促す。

31 外出 持ち物準備
外出にあたって必要な持ち物を自分
で準備することができる。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除の日以外
に自発的に掃除を実施するのは難しかった。

引き続き、掃除の日を設定し、掃除の仕方(整理の仕
方)を提案し、一緒に掃除する。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)

・TTAP　家庭尺度

・TTAP　スキル累積記録

・Vineland適応行動尺度Ⅱ

備考

生活習慣

住環境の整備

地域生活

領域 項目 基準 支援内容
アセスメント モニタリング

シート⑬



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

個別支援計画・モニタリングシート(２クール目：平成27年6月～平成27年8月)

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*1 生活リズム
仕事に支障がないような生活リズムを維持することができる。(仕事に、生活リズムが原因となるような
支障が出ていない。)

1 できる。

2 何らかの手段で食事を調達することができる。 1 調理はあまりしないようだが、食事提供がない日
も、自分で調達できている。

3 食後の片づけをすることができる。 5 食器洗いはできるが、乾いた食器をしまうことが
難しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に
示せる工夫を一緒に考え、試す。

4 飲酒 飲酒欲求をコントロールすることができる。 1 飲酒はしない。

*5 歯みがき 毎日、自発的に歯をみがくことができる。 1 できる。

*6 洗顔 毎日、自発的に顔を洗うことができる。 1 できる。

*7 入浴 毎日、自発的に入浴ができる。 1 できる。

*8 洗濯 決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗濯をすることができる。 5 洗濯はほぼ毎日できるが、乾いた洗濯物をしまう
のが難しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に
示せる工夫を一緒に考え、試す。

*9 衣服の選択 季節に合わせた服装を選択することができる。 1 できる。

*10 整髪 毎日、自発的に髪を整えることができる。 1 できる。

*11 ひげの手入れ 自発的にひげの手入れをすることができる。(男性のみ) 1 できる。

*12 生理の対処 生理の対処ができる。(女性のみ)

13 体調不良時の対処 体調不良時に訴えることができる。 1 自分で対処できている。

14 服薬管理
薬の内容や量、時間、回数等医師に決められた通りに服薬することができる。(薬を処方されている場
合)

3 薬の飲み忘れがある。
どうしたら飲み忘れないか、何か方法を一緒
に考え、試す。

4
薬を飲む時間帯に携帯のアラームを設定す
るようにしたところ、飲み忘れは少し減ってき
ている。

4
薬を飲む時間帯に携帯のアラームを設定す
るようにしたところ、飲み忘れは少し減ってき
ている。

引き続き、携帯のアラームの設定を促すな
ど声をかけ定着をはかる。

15 定期通院 医師に指示された通りに通院することができる。(定期通院がある場合) 1 できる。

16 家計のやりくり 1か月の家計のやりくりができる。 1 できる。

17 貸し借り 借りたら返すことができる。 1 借りるような状況になったことがない。

18 ATMの使用 必要に応じてATMも使用することができる。 不明 不明 不明

19 所持品管理 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理することができる。 5 部屋は、いろいろなものが散乱している。
どこに何をしまうかということを一緒に考え、
試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこと
が難しく、結局のところ出しっぱなしになるこ
とが続いた。

場所を決めるだけではなく、それを視覚的に
示せる工夫を一緒に考え、試す。

*20 感情コントロール 自分なりの方法(他者に話をきいてもらう)で落ち着くことができる。 1 日頃思い悩むことがあると、家族(主に母)に話を
きいてもらっている様子。

21 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明 不明 不明

22 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

23 対人距離② 他者(家族/家族以外)に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 家族、家族以外ともにそのようなことはない。

24 掃除① 決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃除をすることができる。 5 声かけをし、一緒に掃除をする機会を作らない限
り、自発的に掃除をするのは難しい。

掃除の日を設定し、掃除の仕方(整理の仕
方)を提案し、一緒に掃除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

引き続き、掃除の日を設定し、掃除の仕方
(整理の仕方)を提案し、一緒に掃除する。

25 掃除② 地域のルールに従ってゴミ出しができる。 5 分別して捨てるということが難しく、ゴミ出しの日も
忘れることが多い。

ゴミの分別BOXを購入するよう促し、分別の
仕方を伝える。また、ゴミ出しカレンダーを一
緒に作成する。

5

分別BOXを用意し分別の仕方を伝えたが、
あまり活用できていない様子。ゴミ出しカレ
ンダーは玄関のドアに貼り出し、朝出かける
前に出せている。

5

分別BOXを用意し分別の仕方を伝えたが、
あまり活用できていない様子。ゴミ出しカレ
ンダーは玄関のドアに貼り出し、朝出かける
前に出せている。

分別の仕方を伝えるだけではなく、どういう
ものをどこに入れるかを視覚的に示すなど
工夫を一緒に考え、試す。

26 必要物品の購入 生活に必要なもの(洗剤等消耗品)を購入することができる。 1 できる。

27 マナー 近所迷惑な行為(大声を出す、騒音を出すなど)をしない。 1 できる。

28 防犯の意識① 窓やドアに施錠ができる。 2 時々施錠を忘れる様子。
どうしたらかけ忘れないか、何か方法を一緒
に考え、試す。

1
枕元と玄関に、施錠確認のプリントを掲示す
るようにしたところ、施錠を忘れることはほぼ
なくなった、とのこと。

1
枕元と玄関に、施錠確認のプリントを掲示す
るようにしたところ、施錠を忘れることはほぼ
なくなった、とのこと。

29 防犯の意識②
不意に人が訪ねてきたら(セールス等)、モニターで確認してからドアを開けるかどうかを判断すること
ができる。

不明 不明 不明

30 日常生活に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 こちらから声をかければ、相談することができる。
本人に話してもらいやすくなるように、当面
は、こちらから声をかけ相談を促す。

5
こちらから声をかければ、相談することがで
きていた。

5
こちらから声をかければ、相談することがで
きていた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるよう
に、こちらから声をかけ相談を促す。

31 外出 持ち物準備 外出にあたって必要な持ち物を自分で準備することができる。 5 必要なものは何かということはわかるが、それを
見つけるのに時間がかかる。

掃除の仕方(整理の仕方)を提案し、掃除の
日を設定し、一緒に掃除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

引き続き、掃除の日を設定し、掃除の仕方
(整理の仕方)を提案し、一緒に掃除する。

32 余暇 自分なりの方法(読書など)で余暇を過ごすことができる。 1 図書館、本屋などで過ごすことが多いよう。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール
・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)
・TTAP　家庭尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

領域 項目 基準
個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

地域生活

その他

生活習慣

食事

体調管理

金銭管理

対人関係、
コミュニケーション

住環境の整備

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

シート⑭



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。

スキル評価シート 利用者氏名：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい食器が
増えた時は、本人と話し合いながら、それを
しまう場所を決めて視覚的な手がかりを作成
する必要がある。

新しい食器を購入した時は、本人と話し合い
ながら、その食器をしまう場所についての新
たな視覚的手がかりを作成する。

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい食器が
増えた時は、本人と話し合いながら、それを
しまう場所を決めて視覚的な手がかりを作成
する必要がある。

しまう場所についての視覚的手がかりがあれば、しまう
ことができている。新しい食器が増えた時は、本人と話
し合いながら、それをしまう場所を決めて視覚的な手が
かりを作成する必要がある。

飲酒はしない。

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい衣類が
増えた時は、それをしまう場所についての新
たな視覚的な手がかりを作成する必要があ
る。

新しい衣類を購入した時は、本人と話し合い
ながら、その衣類をしまう場所についての新
たな視覚的手がかりを作成する。

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい衣類が
増えた時は、それをしまう場所についての新
たな視覚的な手がかりを作成する必要があ
る。

しまう場所についての視覚的手がかりがあれば、しまう
ことができている。新しい衣類が増えた時は、それをし
まう場所についての新たな視覚的な手がかりを作成す
る必要がある。

1
携帯のアラームを設定することにより、飲み
忘れはほぼない。

借りるような状況になったことがない。

1 できる。 外出時に確認できた。

3

保管場所を決めて視覚的手がかりを示して
おけば、その場所にしまうことができている。
新しい雑貨が増える度に、その雑貨の保管
場所についての新たな視覚的手がかりを作
成する必要がある。

新しい雑貨を購入した時は、本人と話し合い
ながら、その雑貨をしまう場所についての新
たな視覚的手がかりを作成する。

3

保管場所を決めて視覚的手がかりを示して
おけば、その場所にしまうことができている。
新しい雑貨が増える度に、その雑貨の保管
場所についての新たな視覚的手がかりを作
成する必要がある。

保管場所を決めて視覚的手がかりを示しておけば、そ
の場所にしまうことができている。新しい雑貨が増える
度に、その雑貨の保管場所についての新たな視覚的手
がかりを作成する必要がある。

日頃思い悩むことがあると、家族(主に母)に話をきいて
もらっている様子。

不明 不明

利用中は、本人が傷ついたり不愉快になったりする関
係や場面に巻き込まれるということはなかったが、はっ
きりとしたアセスメントをとれているわけではないので、
留意する必要がある。

4

今は、毎週日曜日に掃除をすると決めてい
るが、スタッフが確認すると「しなかった」と答
える日が多かった。頻度を見直したり、何に
困っているのかを確認したり等する必要があ
る。

掃除の頻度を見直す。また、何に困っている
かを確認し、本人と話し合いながら、対策を
考える。

4

2週間に1回は自発的に掃除ができていたこ
とから、本人と話し合い、掃除の頻度を隔週
日曜日に設定し直した。ただ、掃除と言って
も「何から始めたらいいかわからなくなるから
余計に億劫になる」とのことだったので、本人
と話し合いながら、掃除の手順書を作成する
必要がある、

本人と話し合いながら、掃除の手順書を作成する。

4

利用開始当初と比べると、分別できるように
なってきた。分別リストも作成し、新しい種類
のゴミを捨てる時は、その都度スタッフに確
認し、リストに書き込んでいる。

新しい種類のゴミを捨てる時、本人から確認
があれば応じる。

4

利用開始当初と比べると、分別できるように
なってきた。分別リストも作成し、新しい種類
のゴミを捨てる時は、その都度スタッフに確
認し、リストに書き込んでいる。

新しい種類のゴミを捨てる時、本人から確認があれば
応じる。

新しい居所にて、鍵のかけ忘れなどに関する注意喚起
の掲示物を作成する必要があるかもしれない。

1 できる。
スタッフが不意に居室に訪問した際、モニ
ターで確認してからドアを開けることができて
いた。

ただ、人から頼まれると断りづらい傾向があるため、予
めセールスの断り方等を確認しておく必要がある。

3 利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相
談できるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるよう
に、困りごとがないかこちらから声をかけ相
談を促す。

3 利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相
談できるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、困りご
とがないかこちらから声をかけ相談を促す。

2

利用開始当初と比べると、外出時にいつも
持って出るものをしまう場所を決めて視覚的
手がかりも表示したことで、外出時に持ち物
が見当たらず困るということはほぼなくなって
きている。ただ、イレギュラーに持って出る必
要のあるもの（主に提出書類）については、
「見当たらない」との訴えがあることもある。

提出書類を保管しておくBOXを用意するな
ど、どうしたら困らないか一緒に考え、試す。

2

本人と話し合い、提出書類を保管しておく
BOX（中身が見えるもの）を用意したところ、
書類が見当たらないという訴えはほぼなくな
りつつある。今後も、保管BOXを活用できる
よう定着をはかる必要がある。

提出書類用の保管BOXを活用できるよう、声かけなど
を行なう。提出書類の他にイレギュラーな持ち物で、本
人が外出にあたって困るようなことがあれば相談に応じ
る。

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

平成29年3月～

今後必要と思われる支援 備考

個別支援計画・モニタリングシート(８クール目：平成28年12月～平成29年2月)

シート⑭



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
引き継ぎシート

利用者氏名：〇〇〇〇〇
作成年月日：平成29年3月1日

作成者：〇〇〇〇〇

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*1 生活リズム
仕事に支障がないような生活リズムを維持することができる。(仕事に、生活リズムが原因とな
るような支障が出ていない。)

1 できる。

2 何らかの手段で食事を調達することができる。 1 調理はあまりしないようだが、食事提供がない日
も、自分で調達できている。

3 食後の片づけをすることができる。 5 食器洗いはできるが、乾いた食器をしまうことが難
しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考
え、試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこ
とが難しく、結局のところ出しっぱなしになる
ことが続いた。

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい食器が
増えた時は、本人と話し合いながら、それを
しまう場所を決めて視覚的な手がかりを作
成する必要がある。

新しい食器を購入した時は、本人と話し合
いながら、その食器をしまう場所について
の新たな視覚的手がかりを作成する。

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい食器
が増えた時は、本人と話し合いながら、そ
れをしまう場所を決めて視覚的な手がかり
を作成する必要がある。

しまう場所についての視覚的手がかりがあれば、しま
うことができている。新しい食器が増えた時は、本人と
話し合いながら、それをしまう場所を決めて視覚的な
手がかりを作成する必要がある。

4 飲酒 飲酒欲求をコントロールすることができる。 1 飲酒はしない。 飲酒はしない。

*5 歯みがき 毎日、自発的に歯をみがくことができる。 1 できる。

*6 洗顔 毎日、自発的に顔を洗うことができる。 1 できる。

*7 入浴 毎日、自発的に入浴ができる。 1 できる。

*8 洗濯 決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗濯をすることができる。 5 洗濯はほぼ毎日できるが、乾いた洗濯物をしまう
のが難しい。

どこに何をしまうかということを一緒に考
え、試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこ
とが難しく、結局のところ出しっぱなしになる
ことが続いた。

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい衣類が
増えた時は、それをしまう場所についての新
たな視覚的な手がかりを作成する必要があ
る。

新しい衣類を購入した時は、本人と話し合
いながら、その衣類をしまう場所について
の新たな視覚的手がかりを作成する。

2

しまう場所についての視覚的手がかりがあ
れば、しまうことができている。新しい衣類
が増えた時は、それをしまう場所について
の新たな視覚的な手がかりを作成する必
要がある。

しまう場所についての視覚的手がかりがあれば、しま
うことができている。新しい衣類が増えた時は、それを
しまう場所についての新たな視覚的な手がかりを作成
する必要がある。

*9 衣服の選択 季節に合わせた服装を選択することができる。 1 できる。

*10 整髪 毎日、自発的に髪を整えることができる。 1 できる。

*11 ひげの手入れ 自発的にひげの手入れをすることができる。(男性のみ) 1 できる。

*12 生理の対処 生理の対処ができる。(女性のみ)

13 体調不良時の対処 体調不良時に訴えることができる。 1 自分で対処できている。

14 服薬管理
薬の内容や量、時間、回数等医師に決められた通りに服薬することができる。(薬を処方されて
いる場合)

3 薬の飲み忘れがある。
どうしたら飲み忘れないか、何か方法を一
緒に考え、試す。

4
薬を飲む時間帯に携帯のアラームを設定
するようにしたところ、飲み忘れは少し減っ
てきている。

1
携帯のアラームを設定することにより、飲み
忘れはほぼない。

15 定期通院 医師に指示された通りに通院することができる。(定期通院がある場合) 1 できる。

16 家計のやりくり 1か月の家計のやりくりができる。 1 できる。

17 貸し借り 借りたら返すことができる。 1 借りるような状況になったことがない。 借りるような状況になったことがない。

18 ATMの使用 必要に応じてATMも使用することができる。 不明 不明 1 できる。 外出時に確認できた。

19 所持品管理 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理することができる。 5 部屋は、いろいろなものが散乱している。
どこに何をしまうかということを一緒に考
え、試す。

5
どこに何をしまうか決めただけではしまうこ
とが難しく、結局のところ出しっぱなしになる
ことが続いた。

3

保管場所を決めて視覚的手がかりを示して
おけば、その場所にしまうことができている。
新しい雑貨が増える度に、その雑貨の保管
場所についての新たな視覚的手がかりを作
成する必要がある。

新しい雑貨を購入した時は、本人と話し合
いながら、その雑貨をしまう場所について
の新たな視覚的手がかりを作成する。

3

保管場所を決めて視覚的手がかりを示して
おけば、その場所にしまうことができてい
る。新しい雑貨が増える度に、その雑貨の
保管場所についての新たな視覚的手がか
りを作成する必要がある。

保管場所を決めて視覚的手がかりを示しておけば、そ
の場所にしまうことができている。新しい雑貨が増える
度に、その雑貨の保管場所についての新たな視覚的
手がかりを作成する必要がある。

*20 感情コントロール 自分なりの方法(他者に話をきいてもらう)で落ち着くことができる。 1 日頃思い悩むことがあると、家族(主に母)に話をき
いてもらっている様子。

日頃思い悩むことがあると、家族(主に母)に話をきい
てもらっている様子。

21 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。 不明 不明 不明 不明

利用中は、本人が傷ついたり不愉快になったりする関
係や場面に巻き込まれるということはなかったが、
はっきりとしたアセスメントをとれているわけではない
ので、留意する必要がある。

22 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。 1 できる。

23 対人距離② 他者(家族/家族以外)に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。 1 家族、家族以外ともにそのようなことはない。

24 掃除① 決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃除をすることができる。 5 声かけをし、一緒に掃除をする機会を作らない限
り、自発的に掃除をするのは難しい。

掃除の日を設定し、掃除の仕方(整理の仕
方)を提案し、一緒に掃除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

4

今は、毎週日曜日に掃除をすると決めてい
るが、スタッフが確認すると「しなかった」と
答える日が多かった。頻度を見直したり、何
に困っているのかを確認したり等する必要
がある。

掃除の頻度を見直す。また、何に困ってい
るかを確認し、本人と話し合いながら、対策
を考える。

4

2週間に1回は自発的に掃除ができていた
ことから、本人と話し合い、掃除の頻度を隔
週日曜日に設定し直した。ただ、掃除と言っ
ても「何から始めたらいいかわからなくなる
から余計に億劫になる」とのことだったの
で、本人と話し合いながら、掃除の手順書
を作成する必要がある、

本人と話し合いながら、掃除の手順書を作成する。

25 掃除② 地域のルールに従ってゴミ出しができる。 5 分別して捨てるということが難しく、ゴミ出しの日も
忘れることが多い。

ゴミの分別BOXを購入するよう促し、分別
の仕方を伝える。また、ゴミ出しカレンダー
を一緒に作成する。

5

分別BOXを用意し分別の仕方を伝えたが、
あまり活用できていない様子。ゴミ出しカレ
ンダーは玄関のドアに貼り出し、朝出かけ
る前に出せている。

4

利用開始当初と比べると、分別できるように
なってきた。分別リストも作成し、新しい種類
のゴミを捨てる時は、その都度スタッフに確
認し、リストに書き込んでいる。

新しい種類のゴミを捨てる時、本人から確
認があれば応じる。

4

利用開始当初と比べると、分別できるよう
になってきた。分別リストも作成し、新しい
種類のゴミを捨てる時は、その都度スタッフ
に確認し、リストに書き込んでいる。

新しい種類のゴミを捨てる時、本人から確認があれば
応じる。

26 必要物品の購入 生活に必要なもの(洗剤等消耗品)を購入することができる。 1 できる。

27 マナー 近所迷惑な行為(大声を出す、騒音を出すなど)をしない。 1 できる。

28 防犯の意識① 窓やドアに施錠ができる。 2 時々施錠を忘れる様子。
どうしたらかけ忘れないか、何か方法を一
緒に考え、試す。

1
枕元と玄関に、施錠確認のプリントを掲示
するようにしたところ、施錠を忘れることは
ほぼなくなった、とのこと。

新しい居所にて、鍵のかけ忘れなどに関する注意喚
起の掲示物を作成する必要があるかもしれない。

29 防犯の意識②
不意に人が訪ねてきたら(セールス等)、モニターで確認してからドアを開けるかどうかを判断す
ることができる。

不明 不明 1 できる。
スタッフが不意に居室に訪問した際、モニ
ターで確認してからドアを開けることができ
ていた。

ただ、人から頼まれると断りづらい傾向があるため、
予めセールスの断り方等を確認しておく必要がある。

30 日常生活に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。 5 こちらから声をかければ、相談することができる。
本人に話してもらいやすくなるように、当面
は、こちらから声をかけ相談を促す。

5
こちらから声をかければ、相談することがで
きていた。

3
利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相
談できるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるよ
うに、困りごとがないかこちらから声をかけ
相談を促す。

3
利用開始当初と比べると、自ら困りごとを相
談できるようになってきた。

引き続き、本人に話してもらいやすくなるように、困り
ごとがないかこちらから声をかけ相談を促す。

31 外出 持ち物準備 外出にあたって必要な持ち物を自分で準備することができる。 5 必要なものは何かということはわかるが、それを見
つけるのに時間がかかる。

掃除の仕方(整理の仕方)を提案し、掃除の
日を設定し、一緒に掃除する。

5
2週間に1回掃除の日を設定している。掃除
の日以外に自発的に掃除を実施するのは
難しかった。

2

利用開始当初と比べると、外出時にいつも
持って出るものをしまう場所を決めて視覚的
手がかりも表示したことで、外出時に持ち物
が見当たらず困るということはほぼなくなっ
てきている。ただ、イレギュラーに持って出る
必要のあるもの（主に提出書類）について
は、「見当たらない」との訴えがあることもあ
る。

提出書類を保管しておくBOXを用意するな
ど、どうしたら困らないか一緒に考え、試
す。

2

本人と話し合い、提出書類を保管しておく
BOX（中身が見えるもの）を用意したところ、
書類が見当たらないという訴えはほぼなく
なりつつある。今後も、保管BOXを活用でき
るよう定着をはかる必要がある。

提出書類用の保管BOXを活用できるよう、声かけなど
を行なう。提出書類の他にイレギュラーな持ち物で、
本人が外出にあたって困るようなことがあれば相談に
応じる。

32 余暇 自分なりの方法(読書など)で余暇を過ごすことができる。 1 図書館、本屋などで過ごすことが多いよう。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール
・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)
・TTAP　家庭尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

住環境の整備

地域生活

その他

今後必要と思われる支援

生活習慣

食事

体調管理

金銭管理

対人関係、
コミュニケーション

平成29年3月～

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

アセスメント

個別支援計画・モニタリングシート(８クール目：平成28年12月～平成29年2月)

支援内容
モニタリング

備考 備考領域 項目 基準
個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成27年3月～平成27年5月)

シート⑮



記入日　　平成２７年３月１日

○ ○ ○ ○ ○ さん (記入者：　本人　/　支援者(〇〇〇〇〇　　))
※以下のいずれかにチェックを入れ、期間を記入します。
□ 定期評価 評価期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
□ 職場実習(　　　　　　　　　　　　　　　) 評価(実習)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
□ 就労の場への移行 評価(移行)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
□ 暮らしの場の移行 評価(移行)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
レ その他(新規利用に伴う評価　　　　) 評価(　　　)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日

※わからない言葉は辞書、またはパソコンで調べます。
※５段階で評価します。
1 ほとんど毎回ひとりでできる
2 ひとりでできる時の方が多い
3 ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである
4 支援を要する時の方が多い
5 ほとんど毎回支援を要する

Ⅰ　日常生活スキル
領域

評価合計

2

サポートが必要と思われること

ひとりでできること

生活リズム

生
活
習
慣

1

サポートが必要と思われること

4 5
ひとりでできること
洗濯は、ほぼ毎日できている。

サポートが必要と思われること
乾いた洗濯物をしまうのが難しいようなので、どこに何をしまうかというこ
とを一緒に考え、試す。

4 入浴 毎日、自発的に入浴ができる。

5 洗濯
決めた頻度(　　　　　)で洗濯をす
ることができる。

1 2 3

5

毎日、自発的に歯を磨くことがで
きる。

歯みがき

ひとりでできること

3 洗顔
毎日、自発的に顔を洗うことがで
きる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

項目 評価基準 評価

54321

54321
仕事に支障がないような生活リ
ズムを維持することができる。
(仕事に、生活リズムが原因とな
るような支障が出ていない。)

6 衣類の選択
季節に合わせた服装を選択する
ことができる。

1 2 3 4
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

7 整髪
毎日、自発的に髪を整えることが
できる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

8 ひげの手入れ
自発的にひげの手入れをするこ
とができる。(男性のみ)

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

9 生理の対処
生理の対処ができる。(女性の
み)

1 2 3 4

2 3 4

12

5
ひとりでできること
連絡ができる時もある。

1

自己評価表

13

コ

ン

ト

ロ
ー

ル

感

情

自分なりの方法(
)で落ち着くことができる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること
職場で感情的になることはない。

サポートが必要と思われること

サポートが必要と思われること
他者からの声かけがあるとあいさつができているので、自分からもあいさ
つできるよう促す。

11 言葉遣い
会話中、相手に対して丁寧な言
葉遣いができる。

1 2 3 4 5

ひとりでできること

欠勤等の連絡
欠勤、遅刻等の連絡をすること
ができる。

　　　　２２／６０

10 あいさつ
必要な時に自らあいさつができ
る。

1 2 3 4 5

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

対
人
関
係

、

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

サポートが必要と思われること
連絡がない時もあるので、その時は面談時間を設け、原因と対策につい
て話し合う。

シート⑯



記入日　　平成２７年３月１日

Ⅱ　作業遂行スキル
領域

評価合計

サポートが必要と思われること

16 柔軟性
理由を伝えれば、急な予定変更
にも応じることができる。

項目 評価基準 評価

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

15 指示の受け入れ②
注意や指示・助言等をされても感
情的に反発したり、ふてくされた
りしない。

1 2 3 4 5

1 2 4

14

指
示
・
指
示
系
統
の
理
解

指示の受け入れ①
上司からの指示に従うことができ
る。

1 2 3 4 5

サポートが必要と思われること

17 確認
わからないことがあったら、確認
することができる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

4 5
ひとりでできること
報告がある時もある。
サポートが必要と思われること
報告がない時もあるので、指示系統を明確に示し、報告がない時は声を
かける。

ひとりでできること
「はい」「はい」と返事をしながらきくことができ、反発したりふてくされたり
することもない。

19 仕事に関する相談
相談先があり、困ったら自ら援助
を求めることができる(相談でき
る)。

1 2 3

5
ひとりでできること

4 5
ひとりでできること
相談先がある。（家族、相談支援機関など）

サポートが必要と思われること
困っていても、自ら発信することが難しいようなので、当面は、困りごとが
ないかこちらから声をかけ、相談を促す。

18 報告
指示を得たら、その指示を出した
者に対して報告することができ
る。

1 2 3

サポートが必要と思われること
わからない時、周囲に尋ねず自己判断で作業を進めてしまうことがある
ので、わからない時には周囲に尋ねるよう促す。

3

4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

20 作業量・質の理解

従事する作業で求められている
量的または質的目標を理解して
いる。
(どのくらいの時間にいくらくらい
やればいいかなど)

1 2 3

21 作業速度
期待されている速度に合わせよ
うと取り組むことができる。

1 2 3

4 5
ひとりでできること
目標を達成できている。

サポートが必要と思われること

ひとりでできること
取り組み方が決まっていれば、それに従ってひとりで取り組むことができ
る。

サポートが必要と思われること
予め効率よい取り組み方を取り決めておく。うまくいかない時は、その都
度話し合う。

23 作業の正確性 ミスなく作業することができる。

1 2

サポートが必要と思われること

5
ひとりでできること

3 4 5
ひとりでできること
手順が理解できていれば、作業は正確。

サポートが必要と思われること

24 修正能力
自ら間違いに気付いて修正する
ことができる。

22 作業の効率性
効率よく仕事に取り組むことがで
きる。

1 2

1 2 3 4

3 4

サポートが必要と思われること

27 協調性
手伝いを求められたら、自分がで
きる範囲で手伝うことができる。

5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

26 自律性②
監督者が近くにいなくても作業を
継続することができる。

1 2 3 4

3 4 5

5

1 2

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

25 自律性①
ルーチンであれば、特に指示が
なくても行うことができる。

1 2 3 4

ひとりでできること

サポートが必要と思われること
自分がしなくてはいけないことがあっても、手伝いを求められたら手伝っ
てしまうので、自分の作業を優先してよいと伝える。もし、どちらを優先し
たらいいかわからなくなったらスタッフに確認するよう促す。

28 集中力
よそ見・独り言・手を止めるなど
がない。

1 2 3 4 5

5
ひとりでできること

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

仕
事
の
準
備

、
後
片
付
け

準備、後片付け
材料の準備、後片付けができ
る。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

　　　　３２／８５

作
業
遂
行
能
力

29

30 返却
道具を使ったら、元の所に返すこ
とができる。

1 2 3 4 5

シート⑯



≪付録≫ 

・就労移行のための総合支援シート、ひとり暮らしへの移行のため

の総合支援シートにおけるスキル評価シート、状態評価シート 

・自己評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



就労移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。 スキル評価シート

利用者氏名：

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

1 交通手段 何らかの手段を使って自分で通勤することができる。

*2 欠勤等の連絡 欠勤、遅刻等の連絡をすることができる。

3 働く場のルール理解、遵守 働く場のルールを理解し、それに従うことができる。

*4 指示の受け入れ① 上司からの指示に従うことができる。

*5 指示の受け入れ② 注意や指示・助言等をされても感情的に反発したり、ふてくされたりしない。

*6 柔軟性 理由を伝えれば、急な予定変更にも応じることができる。

*7 確認 わからないことがあったら、確認することができる。

*8 報告 指示を得たら、その指示を出した者に対して報告することができる。

9 伝言 伝言を受けたり、届けたりすることができる。

＊10 仕事に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。

*11 作業量・質の理解
従事する作業で求められている量的または質的目標を理解している。(どのくらい
の時間にいくらくらいやればいいかなど)

*12 作業速度 期待されている速度に合わせようと取り組むことができる。

*13 作業の効率性 効率よく仕事に取り組むことができる。

*14 作業の正確性 ミスなく作業することができる。

*15 自律性① ルーチンであれば、特に指示がなくても行うことができる。

*16 自律性② 監督者が近くにいなくても作業を継続することができる。

*17 協調性 手伝いを求められたら、自分ができる範囲で手伝うことができる。

*18 集中力 よそ見・独り言・手を止めるなどがない。

*19 修正能力 自ら間違いに気付いて修正することができる。

*20 準備、後片付け 材料の準備、後片付けができる。

*21 返却 道具を使ったら、元の所に返すことができる。

22 時間の厳守 時間通りに休憩から戻ることができる。

23 休憩時間のふるまい 自分の過ごしたいように過ごし、休息をとることができる。

24 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理できる。

*25 感情コントロール 自分なりの方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)で落ち着くことができる。

*26 あいさつ 必要な時に自らあいさつができる。

27 注意喚起 他者に話しかける際、一言断ってから話しかけることができる。

*28 言葉遣い 会話中、相手に対して丁寧な言葉遣いができる。

29 話す時の音量 会話中、相手にききとりやすい音量で話すことができる。

30 確認 会話中、わからないことがあったら確認することができる。

31 謝罪 必要な時に謝ることができる。

32 表現の必要性の理解 表現しなければ、自分の気持ちは他人にはわからないということを理解している。

33 発言内容の選択
みんなの前では、意地悪なことや恥ずかしいことを言わないようにしたり、失礼な質
問はしないようにできる。

34 情報の適切な扱い
個人的なことに関しては、自分のことであれ他者のことであれ、それを伝えることに
十分注意することができる。

35 傷つく状況・関係の回避
自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができ
る。

36 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。

37 対人距離② 他者に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。

38 相づち 会話中、相手を見て相づちをうちながら相手の話をきくことができる。

39 話題の維持 会話中、話題をそらさずに話すことができる。

40 別表現 会話中、最初の説明がわかりにくいと言われると別の表現ができる。

41 質問への応答 相手からの質問に対して、簡潔に的を得た回答をすることができる。

42 会話の終わり 会話の終わりや会話を終えるべき時に気付くことができる。

※ あみがけの項目については、ある一定のスキルが備わったうえで評価されるべきものであること。
※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(21/42項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人が担う役割を記載します。

＊引用・参考ツール

・就労移行支援のためのチェックリスト(障害者職業総合センター)
・TTAP　学校・事業所尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

・自己評価表(ジョブカレ　※社会福祉法人横浜やまびこの里発行の『就労移行支援事業所のための発達障害のある人の就労支援マニュアル』(平成24年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業)P.45記載の実習評価表を引用したもの)

個別支援計画・モニタリングシート(２クール目：平成　年　月～平成　年　月)
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考備考

休憩時間のふるまい

対人関係、
コミュニケーション

その他

個別支援計画・モニタリングシート(１クール目：平成　年　月～平成　年　月)
アセスメント

支援内容
モニタリング

個別支援計画・モニタリングシート(３クール目：平成　年　月～平成　年　月)
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考 備考

個別支援計画・モニタリングシート(４クール目：平成　年　月～平成　年　月)
アセスメント

支援内容
モニタリング領域 項目 基準

仕事の準備、
後片付け

指示・
指示系統の理解

作業遂行能力

出勤



就労移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。 スキル評価シート

利用者氏名：

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細
支援内容

個別支援計画・モニタリングシート(８クール目：平成　年　月～平成　年　月)
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考
アセスメント モニタリング

備考
モニタリング

備考 今後必要と思われる支援 備考

平成　年　月～個別支援計画・モニタリングシート(５クール目：平成　年　月～平成　年　月) 個別支援計画・モニタリングシート(６クール目：平成　年　月～平成　年　月)
アセスメント

支援内容

個別支援計画・モニタリングシート(７クール目：平成　年　月～平成　年　月)
アセスメント

支援内容
モニタリング

備考



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。 スキル評価シート

利用者氏名：

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

*1 生活リズム 仕事に支障がないような生活リズムを維持することができる。(仕事に、生活リズムが原因となるような支障が出ていない。)

2 何らかの手段で食事を調達することができる。

3 食後の片づけをすることができる。

4 飲酒 飲酒欲求をコントロールすることができる。

*5 歯みがき 毎日、自発的に歯をみがくことができる。

*6 洗顔 毎日、自発的に顔を洗うことができる。

*7 入浴 毎日、自発的に入浴ができる。

*8 洗濯 決めた頻度(　　　　　)で自発的に洗濯をすることができる。

*9 衣服の選択 季節に合わせた服装を選択することができる。

*10 整髪 毎日、自発的に髪を整えることができる。

*11 ひげの手入れ 自発的にひげの手入れをすることができる。(男性のみ)

*12 生理の対処 生理の対処ができる。(女性のみ)

13 体調不良時の対処 体調不良時に訴えることができる。

14 服薬管理 薬の内容や量、時間、回数等医師に決められた通りに服薬することができる。(薬を処方されている場合)

15 定期通院 医師に指示された通りに通院することができる。(定期通院がある場合)

16 家計のやりくり 1か月の家計のやりくりができる。

17 貸し借り 借りたら返すことができる。

18 ATMの使用 必要に応じてATMも使用することができる。

19 所持品管理 所持品管理 貴重品を含め、自分の持ち物を自分で管理することができる。

*20 感情コントロール 自分なりの方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)で落ち着くことができる。

21 傷つく状況・関係の回避 自らが傷ついたり、不愉快になったりする場面や人付き合いから離れることができる。

22 対人距離① 関係性に応じた適切な対人距離で接することができる。

23 対人距離② 他者(家族/家族以外)に対して、頻回な質問や無理な要求をしない。

24 掃除① 決めた頻度(　　　　　)で自発的に掃除をすることができる。

25 掃除② 地域のルールに従ってゴミ出しができる。

26 必要物品の購入 生活に必要なもの(洗剤等消耗品)を購入することができる。

27 マナー 近所迷惑な行為(大声を出す、騒音を出すなど)をしない。

28 防犯の意識① 窓やドアに施錠ができる。

29 防犯の意識② 不意に人が訪ねてきたら(セールス等)、モニターで確認してからドアを開けるかどうかを判断することができる。

30 日常生活に関する相談 相談先があり、困ったら自ら援助を求めることができる(相談できる)。

31 外出 持ち物準備 外出にあたって必要な持ち物を自分で準備することができる。

32 余暇 自分なりの方法(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)で余暇を過ごすことができる。

※ ＊がついている項目は、自己評価表にも反映させた項目であること。(10/32項目)

≪記入の仕方≫
【支援量】は、　５段階(１：ほとんど毎回ひとりでできる　２：ひとりでできる時の方が多い　３：ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである　４：支援を要する時の方が多い　５：ほとんど毎回支援を要する)で評価・記入します。
【評価の詳細】には、どのような場面だったらできていたか、どのような場面だったらできなかったか、どのような方法・環境が効果的でありそうか等を記載します。
【支援内容】には、評価の詳細を受けて組み立てた支援の内容と本人の役割を記載します。

＊引用・参考ツール
・ひとり暮らしへの移行のためのチェックリスト(ジョブカレ)
・TTAP　家庭尺度
・TTAP　スキル累積記録
・Vineland適応行動尺度Ⅱ

個別支援計画・モニタリングシート(2クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

個別支援計画・モニタリングシート(3クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

個別支援計画・モニタリングシート(4クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

基準 モニタリング
備考支援内容

個別支援計画・モニタリングシート(1クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント

その他

領域 項目

体調管理

金銭管理

対人関係、
コミュニケーション

住環境の整備

地域生活

生活習慣

食事



ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート
※必要な部分を取り出してプリントアウトします。
※個別支援計画・モニタリングシートとして取り出す場合は、作成年月日・作成者・本人同意署名欄を設けます。 スキル評価シート

利用者氏名：

支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細 支援量 評価の詳細

個別支援計画・モニタリングシート(5クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考 支援内容

モニタリング
備考

個別支援計画・モニタリングシート(6クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考 備考

平成　年　月～

今後必要と思われる支援

個別支援計画・モニタリングシート(8クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント
支援内容

モニタリング
備考

個別支援計画・モニタリングシート(7クール目：平成　年　月～平成　年　月)

アセスメント



就労移行のための/ひとり暮らしへの移行のための総合支援シート

状態評価シート(共通)
利用者氏名：

作成年月日：平成　年　月　日
作成者：

利用開始時
(平成　　年　　月　　日　記入)

利用中 退所時
(平成　　年　　月　　日　記入)

本人の状態 ジョブカレで行なってきた配慮 本人の状態

1 就労意欲

2 就労形態・職種へのこだわり

3 体力・持久力

4 表現コミュニケーション
(方法と特徴)

5 受容コミュニケーション
(方法と特徴)

6 読み書き

7 感覚の特異性

8 こだわり行動

9 自己理解

10 依存性

11 社会性

12 不安

13 侮辱・からかい・いじめ

14 周囲への注意

15 自傷行為

16 他害行為

項目 備考

その他特記事項



記入日　　平成　　年　　月　　日

さん (記入者：　本人　/　支援者(　　　　　　　　　　))
※以下のいずれかにチェックを入れ、期間を記入します。
□ 定期評価 評価期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
□ 職場実習(　　　　　　　　　　　　　　　) 評価(実習)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
□ 就労の場への移行 評価(移行)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
□ 暮らしの場の移行 評価(移行)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日
□ その他(　　　　　　　　　　　　　　　) 評価(　　　)期間： 年 月 日 ～ 年 月 日

※わからない言葉は辞書、またはパソコンで調べます。
※５段階で評価します。
1 ほとんど毎回ひとりでできる
2 ひとりでできる時の方が多い
3 ひとりでできる時と支援を要する時が半々くらいである
4 支援を要する時の方が多い
5 ほとんど毎回支援を要する

Ⅰ　日常生活スキル
領域

評価合計

5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

　　　　　　／６０

5

自己評価表

13

コ

ン

ト

ロ
ー

ル

感

情

自分なりの方法(
)で落ち着くことができる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

サポートが必要と思われること

11 言葉遣い
会話中、相手に対して丁寧な言
葉遣いができる。

1 2 3 4

10
ひとりでできること

12

5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

9 生理の対処
生理の対処ができる。(女性の
み)

1 2 3 4

欠勤等の連絡
欠勤、遅刻等の連絡をすること
ができる。

1 2 3 4

5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

対
人
関
係

、

必要な時に自らあいさつができ
る。

1 2 3 4

あいさつ

8 ひげの手入れ
自発的にひげの手入れをするこ
とができる。(男性のみ)

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

7 整髪
毎日、自発的に髪を整えることが
できる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

6 衣類の選択
季節に合わせた服装を選択する
ことができる。

1 2 3 4
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

項目 評価基準 評価

54321

54321
仕事に支障がないような生活リ
ズムを維持することができる。
(仕事に、生活リズムが原因とな
るような支障が出ていない。)

歯みがき

ひとりでできること

3 洗顔
毎日、自発的に顔を洗うことがで
きる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

2

サポートが必要と思われること

ひとりでできること

生活リズム

生
活
習
慣

1

サポートが必要と思われること

4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

4 入浴 毎日、自発的に入浴ができる。

5 洗濯
決めた頻度(　　　　　)で洗濯をす
ることができる。

1 2 3

5

毎日、自発的に歯を磨くことがで
きる。



記入日　　平成　　　　年　　　月　　　　日

Ⅱ　作業遂行スキル
領域

評価合計

サポートが必要と思われること
29

24 修正能力
自ら間違いに気付いて修正する
ことができる。

30 返却
道具を使ったら、元の所に返すこ
とができる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

仕
事
の
準
備

、
後
片
付
け

準備、後片付け
材料の準備、後片付けができ
る。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

4 5

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

25 自律性①
ルーチンであれば、特に指示が
なくても行うことができる。

1 2 3 4

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

28 集中力
よそ見・独り言・手を止めるなど
がない。

1 2 3 4

3

5

5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

27 協調性
手伝いを求められたら、自分が
できる範囲で手伝うことができ
る。

5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

26 自律性②
監督者が近くにいなくても作業を
継続することができる。

1 2 3 4

1 2 3

1 2 3 4 5
ひとりでできること

3 4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

サポートが必要と思われること

23 作業の正確性 ミスなく作業することができる。

1 2

22 作業の効率性
効率よく仕事に取り組むことがで
きる。

1 2

サポートが必要と思われること

4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

20 作業量・質の理解

従事する作業で求められている
量的または質的目標を理解して
いる。
(どのくらいの時間にいくらくらい
やればいいかなど)

1 2 3

21 作業速度
期待されている速度に合わせよ
うと取り組むことができる。

1 2 3

4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

4 5
ひとりでできること

19 仕事に関する相談
相談先があり、困ったら自ら援助
を求めることができる(相談でき
る)。

1 2 3

5
ひとりでできること

4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

18 報告
指示を得たら、その指示を出した
者に対して報告することができ
る。

1 2 3

サポートが必要と思われること
17 確認

わからないことがあったら、確認
することができる。

1 2 3 4 5
ひとりでできること

指
示
・
指
示
系
統
の
理
解

指示の受け入れ①
上司からの指示に従うことができ
る。

1 2 3 4 5

サポートが必要と思われること

4 5
ひとりでできること

サポートが必要と思われること

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

16 柔軟性
理由を伝えれば、急な予定変更
にも応じることができる。

項目 評価基準 評価

ひとりでできること

サポートが必要と思われること

15 指示の受け入れ②
注意や指示・助言等をされても感
情的に反発したり、ふてくされた
りしない。

1 2 3 4 5

1 2 3 4

14

　　　　　　／８５

作
業
遂
行
能
力
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